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まえがき 


本ガイドに記載した情報は 、 Think Vantage プログラムはサポートしますが 、 Lenovo 
3000テクノロジーはサポートしません 。 Lenovo 3000テクノロジーに関する情報に 
ついては 、 Lenovo Web サイトを参照してください。 
http://www.lenovo.com/thinkvantage 


本書は 、 ThinkVantage System Migration Assistant ( SMA ) 6.0 のインストールと使用 
について説明しています。 

本ガイドは IT 管理者または組織に新規コンピューターを展開する責任者向けで 
す。 SMA は、システム管理者がユーザーの作業環境を、あるコンピューターから 
別のコンピューターに移行する場合に使用できるソフトウェア • ツールです。 

移行には、「カスタム移行」および「簡易移行」の2つのタイプがあります。カス 
タム移行は、 GUI 、 コマンド行プロンプトのいずれかを使用して実行できます。この 
タイプの移行では SMA に関する高度な知識が必要であるため、 IT 管理者などのユ 
ーザーにお勧めします。簡易移行は、グラフィカル•ユーザー•インターフェース 
( GUI ) を使用して実行することができます。デフォルトでは非表示になっています 
が、 IT 管理者が SMA 構成を変更することで、すべてのユーザーに対して簡易移行 
を公開できるようになります。 

本デブロイメント•ガイドは、主にコマンド行インターフェースについて記述し、 
大規模組織の IT 管理者に最適な例を示しながら、有用な移行シナリオを提示しま 
す。 


本デプロイメント • ガイドは、 IT の専門家とその専門家が遭遇する課題を対象に作 
成されています。提言およびコメントがある場合は、 Lenovo の認可済み担当者に連 
絡してください。本ガイドは定期的に更新されるので、新しい資料がないか次の 
Web サイトでご確認ください。 

http://www.lenovo.com/thinkvantage 
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第 1 章 Migration Assistant の紹介 


System Migration Assistant ( SMA ) は、以下のような「作業環境」を移行する場合に 
使用できるソフトウエア • ツールです。 

• オペレーティング • システム設定（例えば、デスクトップおよびネットワーク接 
続設定） 

• ファイルとフォルダー 

• カスタマイズされたアプリケーション設定（例えば、 Web ブラウザーのブックマ 
ーク、 Microsoft ® Word の編集設定） 

• ユーザー.アカウント 

システム管理者は SMA を使用して、企業の標準作業環境をセットアップしたり、 
個々の ユーザーの コンピューターをアップ グレー ドしたりできます。個々 のユーザ 
一は SMA を使用して、コンピューターをバックアップしたり、設定とファイルを 
1つのコンピューター.システムから別のコンピューター • システム（例えば、デ 
スクトップ.コンピューターからモバイル.コンピューター）に移行したりできま 
す。 


SMA の機能 


SMA は、コンピューターの作業環境のスナップショットを取ることから開始しま 
す。次に、このスナップショットを原画として使用して、作業環境を別のコンピュ 
ーターに複写します。 SMA がスナップショットを取るコンピューターはソース • 
コンピューターです。スナップショットが複写されるコンピューターはターゲッ 
卜.コンピューターです。ソース.コンピューターとターゲット.コンピューター 
は、物理的に別々の場所に設置することもでき、さらにそれぞれ異なる時間帯にあ 
つてもかまいません。 


SMA は、次の3つのフェーズを使用して1つのコンピューターから別のコンピュ 
ーターに作業環境を移行します：すべての ユーザーの ための取り込みフェーズ、コン 
ピューターにローカル管理者としてログオンしている ユーザーの ための適用フェー 
ズ、および、初期適用フェーズ時にログオンしていないローカルまたはドメイン • 
ユーザーの ための 遅延適用 フェーズ。 

移行には、「カスタム移行」および「簡易移行」の2つの方法があります。簡易移 
行は、移行のために推奨される設定とファイルを自動的に選択します。カスタム移 
行は、移行設定の選択または選択解除に使用するユーザー•インターフェースを提 
供します。カスタム移行は上級者にお勧めします。移行ファイルの作成およびソー 
ス • コンピューターから移行を開始する機能を含め、すべての移行オプションが使 
用可能です。 

デフォルトでは、簡易移行は SMA GUI 上で非表示になっており、 config.ini ファ 
イルを構成することでアクティブにできるようになっています。 config.ini ファイル 
の構成について詳しくは、 「17 ページの表参照してください。 
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簡易移行 

ユーザーが 1人の場合に行う簡易移行の取り込み フェーズ ’ では、以下の項目がソ 
ース • コンピューターからコピーされます。 

• デスクトップ設定 
• プリンター設定 
• ネットワーク設定 
• アプリケーション設定 
• ファイルとフォルダー 


これらの設定とファイルは、 PC から PC への移行の間にターゲット.コンピュー 
ターに直接転送されます。 

「適用フェーズ’」では、取り込み済みの設定とファイルが SMA によりターゲッ 
卜 • コンピューターに適用されます。 

カスタム移行 

管理者としてログオンしているユーザー、および移行時にログオンしていないその 
他のバックグラウンド•ユーザーが行う「カスタム移行」の取り込みフェーズ' で 
は、 ソース • コンピューターから以下の項目を選択およびコピーすることができま 
す。 

• デスクトップ設定 
• プリンター設定 
• ネットヮーク設定 
• アプリケーション設定 
• ファイルとディレクトリー 

• バックグラウンド.ユーザーのユーザー.プロファイル 

これらの設定とファイルは、 SMA 移行ファイルに保存されるか、 PC から PC への 
移行の間にターゲット • コンピューターに直接転送されます。 

管理者としてログオンしているユーザー、および移行時にログオンしていないその 
他のバックグラウンド.ユーザーが行う「カスタム移行」 の 適用 フェ ーズでは、 
SMA で以下の2つのタスクが行われます。 

• 移行ファイルをターゲット.コンピューターの管理者ユーザーに適用する。この 
場合、移行ファイル全体を適用するか、移行ファイルの中から適用するコンポー 
ネントを指定するかを、ユーザーが選択できます。 

• 他のユーザーのために遅延適用タスクの準備をする。 

その他のバックグラウンド.ユーザーがコンピューターに最初にログオンするとき 
に、そのユーザーのプロファイルの設定は自動的に適用されます。 


SMA コンポーネント 

SMA には、以下のコンポーネントが含まれています。 
1. 実行可能コンポーネント： 
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sma.exe 


設定とファイルをソース • コンピューターから取り込み、移行ファイル 
にコピーする GUI 実行可能ファイル。この実行可能ファイルによつ 
て、移行ファイルのターゲット • コンピューターへの適用も行われま 
す。 


smabat.exe 

バッチ • モードで使用するためのコマンド行インターフェースを提供す 
る実行可能ファイル。 

2. DLL ライブラリー： 

• SMA 5 DLL 

• システム • プラグイン DLL 
•取り込み/適用プラグイン DLL 

3. 制御ファイル： 

GUI _ defauIt _ commands.XML 

取り込みおよび適用プロセスを駆動するために使用するコマンド • ファ 
ィル。 

C0IU1&.1IU 

SMA . EXE をカスタマイズするために使用する構成ファイル。 

<Application name>.xm\ 

SMA によるアプリケーションの取り込みおよび適用方法を定義するため 
に使用するアプリケーシヨン•ファイル。 


システム要件 

このセクションでは、ハードウェアおよびユーザー•アカウントの要件と、サボー 

卜されるオペレーティング.システムについて記載します。さらに、移行シナリオ 

についても説明します。 

ハードウェア要件 

ソース • コンピューターは、以下の条件を満たしていなければなりません。 

• ハードディスクに、 SMA インストール • ファイル用に60 MB のフリー • スぺ 
ースがある。 

• ハードディスクに、取り込みフェーズで作成される一時ファイルを入れるための 
十分なフリー•スペースがある。一時ファイルのサイズは、移行されるファイル 
のサイズによつて異なります。 

ターゲット*コンピューターは、以下の条件を満たしていなければなりません。 

• ハードディスクに、 SMA インストール.ファイル用に60 MB のフリー•スぺ 
ースがある。 

• ハードディスクに、適用フェーズで作成される一時ファイルを入れるための十分 
なフリー•スペースがある。一時ファイルのサイズは、移行されるファイルのサ 
イズによって異なります。 
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• ターゲット.コンピューターが SMA 移行ファイルにアクセスできる。この場 
合、ローカル•エリア•ネットワーク （ LAN )、 取り外し可能メディア （ USB 取り 
外し可能ストレージ • デバイスなど)、またはイーサネット • クロスケーブルを使 
用することができます。 

• PC から PC への移行の場合、ターゲット.コンピューターのハードディスク上 
には、移行ファイルの合計サイズと同等のフリー • スペースが必要です。 

サボートされるオペレーティング_システム 

SMA 6.0 は、以下のオペレーティング • システムにインストールできます。 

• Microsoft Windows ® 2000 Professional 

• Windows XP Home 

• Windows XP Professional 

• Windows XP Tablet PC Edition 2005 

• Windows Vista ® Home Basic 32 ビットおよび 64 ビット 

• Windows Vista Home Premium 32 ビットおよび 64 ビット 

• Windows Vista Business 32 ビットおよび 64 ビット 

• Windows Vista Ultimate 32 ビットおよび 64 ビット 

• Windows 7 Home Basic 32 ビット 

• Windows 7 Home Premium 32 ビットおよび 64 ビット t 

• Windows 7 Professional 32 ビットおよび 64 ビット 

• Windows 7 Enterprise 32 ビットおよび 64 ビット 

• Windows 7 Ultimate 32 ビットおよび 64 ビット 


以降 、 Windows XP Professional、Windows XP Home および Windows XP Tablet 
PC Edition 2005 は、区別されない限り Windows XP と呼びます。さらに、区別さ 
れない限り、すべてのバージョンの Windows Vista は Windows Vista 、 すべてのバ 
ージョンの Windows 7は Windows 7と、それぞれ呼びます。 

注：ユーザー • プロファイルの移行は 、 Windows 2000 Professional、Windows 
XP、Windows Vista 、 および Windows 7 でサポートされます。 

サボートされる移行シナリオ 

SMA を使用すると、オペレーティング•システム内およびオペレーティング•シス 
テム間でユーザーの作業環境を移行できます。 15 ページの表 1| に、各オペレーティ 
ング•システムに対する有効な移行シナリオを示します。 「はい」 は有効な移行シ 
ナリオを示し、 「いいえ」 は無効な移行シナリオを示します。 
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表 1. SMA の紹介:サポートされる移行シナリオ 


ソース•コ 

ンピュータ 
一で稼働す 
るオペレー 
ティング* 
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注： 

1. 32ビット • オペレーテイング • システムから64ビット • オペレーテイング • 
システムへ作業環境を移行することは可能です。ただし、64ビット•オペレー 
テイング.システムから32ビット.オペレーテイング • システムへ作業環境を 
移行することはできません。 

2. ソース.コンピューターとターゲット.コンピューターは、 Windows の同じ言 
語版を実行している必要があります。 


SMA 6.0 の新機能 

SMA 6.0 には、以下の新機能と改善機能が含まれます。 

• Microsoft Windows 7オペレーテイング • システムのサポート： 

- Windows 7 Home Basic 32ビット 

- Windows 7 Home Premium 32 ビットおよび 64 ビット t 
- Windows 7 Professional 32ビットおよび64ビット 
- Windows 7 Enterprise 32ビットおよび64ビット 
- Windows 7 Ultimate 32ビットおよび64ビット 
• 以下のアプリケーションのサポート： 

- Adobe Illustrator CS 4 
- Adobe Photoshop CS 4 
- AOL Instant Messenger 7.0 
- Apple iTunes 8.1 
- Firefox 3.5 
- Google Picasa 3.1 
- Internet Explorer ® 8 
- Lotus Notes ® 8.5 

- Microsoft Windows Media ® Player 12 
- Skype 4.0 

• 新規バージョンの Think Vantage Technology アプリケーションのサポート 
- Access Connections d .4 

- Password Manager ror Client Security Solution 8.3 
- Rescue and Recovery ® 4.3 

前のリリースからのアップグレード 

SMA 6.0 には SMA 5. x からのアップグレードが可能です 。 SMA 6.0 をインスト 
ールする前に、古いバージョンの SMA をアンインストールする必要はありませ 
ん。 


SMA 6.0 移行ファイルのデータ • フォーマツトは SMA 4. x 以前のバージョンと互 
換性がありません 。 SMA 4. x によって取り込まれた SMA プロファイルは 、 SMA 
6.0 では適用できず、その逆もまた同様です。 
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SMA 5.x 移行ファイルは SMA 6.0 で適用可能ですが、 SMA 6.0 移行ファイルは 
SMA 5.x では適用できません。 


ユーザー*アカウントの要件 


SMA がサポートするすべての設定を移行するには、ソースおよびターゲットの両コ 
ンピューターに管理特権を持つアカウントでログオンする必要があります。ユーザ 


一 • アカウントの要件について詳しくは、 

145 ページの『付録 B. SMA 6.0 でサポ 

ートされるユーザー • プロファイルの移行』 

を参照してください。 


表 2| は、それぞれのユーザー • アカウントごとに移行可能なタイプと移行可能な設 
定を示します。 


表 2. それぞれのユーザー . アカウントごとに移行される、有効な移行タイプと設定 


ソースおよび夕 
ーゲット両コン 
ピューター上の 
ユーザー.アカ 
ウントのタイプ 

移行のタイプ 

設定 

マルチユーザー 
の移行 

PC から PC へ 
の移行 

システム 設定 

個人用 設定 

Administrator 

はい 

はい 

はい 

はい 

パワー.ユーザ 

いい又 

はい 

はい 1 

はい 

標準 ユーザー 

いいえ 

はい 

いいえ 

はい 

限定 ユーザー 

いいえ 

いい无 

いいえ 

はい 


1 パワー.ユーザー.アカウントとしてログオンしたユーザーには、次のネットワー 
ク設定は移行できません。 


• TCP/IP 構成 


• ネットワーク識別 
• 共用フォルダー/ドライブ 

Windows Vista または Windows 7 にパワー • ユーザー としてログオンした ユーザー 
は、 ユーザー •プロファイル•フォルダー内のファイルおよび HKLM レジストリ 
一 • ファイルを移行することはできません。 

マルチユーザー • プロファイルを同時に移行する、またはシステム設定を移行する 
ためには、ソースおよびターゲットの両コンピューターに管理特権を持つアカウン 
卜でログオンする必要があります。マルチユーザー移行の詳細については、 |8 ペー 
ジの『マルチユーザー•プロファイルの移行』参照してください。 


PC から PC への移行を実行するためには、管理特権またはパワー•ューザー特権 
を持つアカウントとしてログオンします。 

デスクトップ設定のような個人用設定を移行するためには、あるいは、例えば 
C:¥Documents and SettingsYusername のような ユーザー . プロ ファイルのパスのフア 
イ ルを移行するためには、制限 ユーザー 特権を持つアカウントとしてログオンでき 
ます。 
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遅延適用フェーズでは、プロファイルが移行されているユーザーは、ローカル管理 
者アカウント、ローカル制限ユーザー•アカウント、またはドメイン•クライアン 
卜 • ユーザー • アカウントを使用してターゲット • コンピューターにログオンでき 
ます。 


マルチユーザー_プロファイルの 移行 

マルチユーザー移行には、3種類のユーザー•アカウントが関係しています。 

1. フォアグラウンド•ログオン•ユーザー 

移行時にコンピューターにログオンしているユーザー。このユーザーは管理特権 
を持つ必要があります。 SMA はこのユーザー•アカウントから起動する必要が 
あります。 


この ユーザー 名は 、 「GUI ユーザー. プロファイル」パネルで「ローカル. ユー 
ザ ー」 の1つとして表示されます。このチェック•ボックスは常時選択されて 
おり、クリアすることはできません。 

2. バックグラウンド•ローカル•ユーザー 

現在ローカル.コンピューターにログオンしていない、ローカル.コンピュータ 
一のユーザー.アカウント。それらは、管理特権を持たない一般ユーザー.アカ 
ウントの場合があります。 

これらのユーザーは、 「 GUI ユーザー.プロファイル」パネルで「ローカル•ユ 
ーザー」として表示されます。 

3. バックグラウンド’ドメイン•ユーザー 

現在ドメインにログオンしていない、ネットワーク*ドメインでのユーザー•ア 
カウント。ドメイン•コントローラーはそれらのアカウント情報を制御し、ロー 
カル•クライアント PC はそれらのプロファイル情報を所有しています。 

これらのユーザーは、ローカル.コンピューターの 「 GUI ユーザー.プロファイ 
ル」パネルに「ネットワーク•ユーザー」としてリストされます。また、コント 
ローラー PC のローカル.ポリシーでユーザーがローカルでコントローラー PC 
にログオンできるように指定されている場合は、ドメイン • コントローラーの 
「 GUI ユーザー•プロファイル」パネルに「ローカル.ユーザー」としてリスト 
されます。 

ソースおよびターゲットの両コンピューターにログオンしているフォアグラウン 
ド • ログオン • ユーザーの移 f 了方法については 、 YThinkVantage System Migration 
Assistant 6.0 ユーザーズ•ガイド」を参照してください。 


バックグラウンド.ローカル.ユーザーをバッチ.モードで移行する方法について 


は、 

45ページの『バックグラウンド.ローカル•ユーザーのバッチ.モードでの移 

行』 

&参照してください。 


バックグラウンド • ドメイン•ユーザーをバッチ•モードで移行する方法について 


は、 

46ページの『バックグラウンド.ドメイン•ユーザーのバッチ.モードでの移 

行』 

&参照してください。 
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マルチ ユーザー • プロファイルの移行には以下の制約事項が適用されます。 

• ソース . コンピューターとターゲット . コンピューターのログオン.ユーザー名 
が一 致していないと、 バックグラウンド • ユーザー 用の設定は移行されません。 
ログオン，ユーザー 用の設定のみが移行されます。 

• 設定を適用するには、ドメイン•コントローラーがネットワーク上で認識される 
ことが必要です。検索のためには、ドメイン•ユーザーが PDC になければなり 
ません。 

• ローカル.ユーザーの PC から PC への移行の場合はクロスケーブルを使用でき 
ますが、ドメイン，ユーザーの移行には使用できません。 

• ドメイン•ユーザー•プロファイルを適用するには、まずネットワーク•ドメイ 
ン設定を移行する必要があります。ネットワーク*ドメイン設定の移行について 
の詳細は 、 Y ThinkVantage System Migration Assistant 6.0 ユーザーズ.力'イド」 

を参照してください。 

• ドメイン•ユーザー•プロファイルの一部の設定のみを移行し、設定のすべてを 
移行しない場合は、ローミング • ユーザー • プロファイルを選択しないでくださ 
い。これを選択すると、デフォルトですべての設定が移行され、選択内容が無効 
になってしまいます。 

• Double Byte Character Set ( DBCS ) 文字を使用するアカウント名のバックグラウ 
ンド • ユーザーを移行する場合、ターゲット.コンピューターに新たに作成した 
ユーザー. アカウントのログオン.パスワードは、 「 Password 」 で、太/小文字の 
区別をします。 

注：移行ファイルはターゲット • コンピューターのローカル•ハードディスク上に 
置く必要があります。別の場所に保存すると、バックグラウンド•ローカル•ユー 
ザーまたはバックグラウンド • ドメイン•ユーザーの設定が、遅延適用フェーズで 
正しく適用できません。 SMA では、ネットワーク • ドライブや取り外し可能メデ 
ィア • ドライブにある移行ファイルは見つけられません。これらのドライブは、ユ 
ーザーがコンピューターにログオンした直後は使用準備ができていない可能性があ 
るためです。 


移行の方法 

ソースおよびターゲット • コンピューターを LAN 経由で、あるいはイーサネッ 
卜 • ケーブルで直接接続することにより、または取り外し可能ストレージ • デバイ 
スを使用することにより移行を行うことができます。 

PC から PC への移行 

作業環境をソース.コンピューターから直接夕ーゲット.コンピューターに移行す 
るには、 pc から pc への移行を実施します。 pc から pc への移行は、ソース • 
コンピューターに SMA 移行ファイルを保存する空きディスク領域が十分に確保で 
きない場合に有効です。 

PC から PC への接続のセットアップ 

pc から pc への移行を行うには、ソース • コンピューターとターゲット.コンピ 
ューターの両方にネットワーク.インターフェース • カード ( NIC ) が装備されてい 
る必要があります。 TCP / IP プロトコルが使用可能に設定され、両方のコンピュータ 
一が同じ LAN 内のノードであることも必要です。 
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イーサネット.ケーブルを使用すると、ソース.コンピューターとターゲット.コ 
ンピューター間のネットワーク接続を以下の方法で確立することができます。 

直接接続： 

• クロスケーブルを使用した直接接続： クロスケーブルは2つのコンピューター間 
を、ネットワーク.インターフェース.カード ( NIC ) アダプターの片方のアダプ 
ターの送信ペアが別のアダプターの受信ペアに向けて送信することによりアダプ 
ター間の接続を可能にして、ネットワーク接続を確立します。これに必要となる 
交差はこのケーブルにより行われます。 

• ストレート•ケーブルを使用した直接接続： コンピューターのモデルによって 
は、通常のイーサネット • ケーブルを使用して、必要となる交差を内部交差をサ 
ポートする更新されたネットワーク•インターフェース•カード ( NIC ) アダプタ 
一を通して行い、ネットワーク接続を確立することができます。この内部交差に 
より、ネットワークあるいはクロスケーブルを使用しないでコンピューター間の 
直接接続の確立が可能になります。この場合、必ず両方のコンピューターの IP 
アドレスが同じネットワークを指定していることを確認してください 。 Windows 
2000 、 Windows XP、Windows Vista 、 および Windows 7 では 、 IP アドレスは自 
動的に発行されます。 

非直接接続： 

• ローカル•エリア • ネットワーク （ LAN ) を使用した非直接接続： LAN は、さま 

ざまなコンピューター間のプリッジとして働きネットワーク接続を作成します。 
このネットワークは、クロスケーブルを使用しないコンピューター間の直接接続 
の確立を可能にします。 

イーサネット接続を使用して、データと設定をターゲット • コンピューターに直接 
的に移行できます。ただし 、 System Migration Assistant をソース • コンピューター 
にインストールするため、メモリー • キーのような小型の取り外し可能メモリー • 
デバイスが必要となる場合があります。 

接続性の決定 

現行の構成を使用してソース • コンピューターとターゲット.コンピューター間の 
接続が可能かどうかを決定するには、以下の手順に従ってください。 

1. ソース • コンピューターで以下の手順を実行します。 

a . 「スタート，ファイルを指定して実行」 をクリックして、 「 cmd 」 と入力し 
ます。 

b . コマンド•プロンプトから riPCONFIGj と入力して Enter を押します。これ 
により現在の IP アドレスが表示されます。 

c . コンピューターの IP アドレスを記録します。 

2. 上記手順をターゲット • コンピューターで繰り返します。 

3. ソース.コンピューターのコマンド.プロンプトで 、 fpiNG xxx . xxx . xxx . xxx 
」と入力します。ここで、 xxx . xxx . xxx.xxx はターゲット.コンピューターの IP 
アドレスです。 

4. ソース • コンピューターがターゲット • コンピューターから応答を受信し、要求 
タイムアウトにならないことを確認します。 
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5. ターゲット.コンピューターのコマンド•プロンプトで 、 「PING 

• X ■ズ X . . XXX • 」 と 入力しま"5 。 こしで、 xxx . xxx . xxx . xxx はソース. コノ匕ユ 

ーターの IP アドレスです。 

6. ターゲット.コンピューターがソース.コンピューターから応答を受信し、要求 
タイムアウトにならないことを確認します。 

上記手順が成功すれば、2つのコンピューターはネットワークを介して正常に通信 
できます。上記手順が失敗する場合は、すべてのファイアウォールが一時的にオフ 
にされていたか、あるいは SMA のネットワーク接続を許可するように構成されて 。 
いたかを検査します。ファイアウォールの管理方法については、 |13 ページの『第 i 
章ファイアウォールの管理』 降参 照してください。 


ファイル転送による移行 

ファイル転送による移行では、ネットワーク接続を確立せずに移行を行うことがで 
きます。この場合、移行ファイルの保存用に、 USB ハードディスクなどの、十分な 
フリー • スペースを持つ取り外し可能メディアが必要です。ファイル転送による移 
行は、ソース • コンピューターとターゲット • コンピューターが別の場所にあり、 
相互のネットワーク接続を確立することが不可能な場合に便利です。 
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第 2 章ファイアウォールの管理 


System Migration Assistant ( SMA ) が PC から PC の移？了を実行しようとすると 
き、ソース.コンピューターとターゲット.コンピューター間のネットワーク接続 
が確立されている必要があります。ファイアウォール•アプリケーションは、コン 
ピューター間のネットワーク接続を規制するセキュリティー • システムです 。 SMA 
が接続を確立するためには、コンピューター上のファイアウォール • ソフトウェア 
が無効になっているか、または SMA のネットワーク • アクセスを許可するように 
構成されている必要があります。 

重要： 

1. PC から PC の接続の確立に問題がある場合は、ファイアウォール•アプリケー 
ションが妨害していることがあります。ファイアウォールを無効にすると問題が 
解決することがあります。ファイアウォール • アプリケーションを無効にするに 
は、このセクションをお読みください。 

2. VPN 接続 （ AT & T ネットワーク • クライアントなど）を使用している場合、ソ 
ース.コンピューターとターゲット.コンピューターの両方でファイアウォール 
の無効に失敗すると、移行機能の遅延を無効にできないことがあります。 

ソース.コンピューターとターゲット.コンピューターのネットワーク接続の確立 
を許可するには、いかの操作のどれかを実行します。 

ファイアウォールを無効にする 

ファイアウォールをオフにすることにより、コンピューターはネットワーク 
接続を受け付けるようになります。一般的に、ファイアウォールをオフにす 
るには、ファイアウォールのユーティリティーを開いて「オフ」または「無 
効」を選択します。両方のコンピューターでファイアウォールを無効にする 
必要があります。 

ファイアウォールが SMA アクセスを許可するように構成する 

ファイアウォール • アプリケーションは、ファイアウォールが着信ネットワ 
ーク接続を受け付ける承認済みアプリケーションのリストを保持していま 
す。このリストに SMA を追加することにより、コンピューターは別のコン 
ピューターからのネットワーク接続を受け付けることができます。ソース • 
コンピューターとターゲット.コンピューターの両方で、承認済みアプリケ 
ーションのリストに SMA を追加しておく必要があります。アプリケーショ 
ンを承認済みアプリケーション • リストに追加する方法についての説明は、 
該当のファイアウォール • アプリケーションの資料を参照してください。 
Windows ファイアウォールの構成については 、 Microsoft Windows ヘルプを 
参照してください。 

以下の手順は、一般的なファイアウォール • アプリケーションを無効にする方法の 
例です。 

注：これらの手順は、ファイアウォール•アプリケーションを無効にする方法の例 
にすぎません。完全な説明については、ご使用のファイアウォール•アプリケーシ 
ョンの資料を参照してください。 
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Windows Firewall を無効にする 

以下の手順は、 Windows ファイアウォール•アプリケーションを無効にする方法の 
例です。実際の手順は異なる可能性があります。より具体的な手順については、 
Microsoft Windows の資料を参照してください。 

1. 管理者グループのメンバーとしての ユーザーを 使用して Windows にログオンし 
ます。 

2. 「ネットワーク接続 (Network Connections )」 フォルダーを開き、求める接続を 
右クリックして、「 プロパティー （ Properties )」 を選択します。 

3. 「詳細 （ Advanced )」 タブを選択します。 

4. rWindows フアイアウオールの設定 （Settings for Windows Firewall )」 をクリ 

ックします。 

5. 「オフ（推奨されません ） (Off (not recommended ))」 をクリックします。 


BlackICE PC Protection を無効にする 

以下の手順は、 BlacklCE(TM) PC Protection ファイアウォール • アプリケーション 
を無効にする方法の例です。実際の手順は、コンピューターにインストールされた 
アプリケーションのバージョンにより異なる場合があります。より具体的な手順に 
ついては、 BlacklCE(TM) PC Protection の資料を参照してください。 

1. システム*トレイの 「 BlackICE 」 アイコンを右クリックします。 

2. 「Stop BlackICE Engine 」 を選択します。 BlackICE は着信トラフィックのモニ 
ターを停止して、赤色の斜線が BlackICE アイコンの上に表示されます。 

3. 「 BlackICE 」 アイコンをもう一度右クリックします。 

4. 「Stop BlackICE Application Protection 」 を選択します。 BlackICE は、非承認 

アプリケーションおよびアプリケーシヨンのネットワーク接続のためのシステム 
の モニターを 停止します。 


McAfee Personal Firewall Plus を無効にする 

以下の手順は、 McAfee Personal Firewall Plus ファイアウォール • アプリケーション 
を無効にする方法の例です。実際の手順は、コンピューターにインストールされた 
アプリケーションのバージョンにより異なる場合があります。より具体的な手順に 
ついては、 McAfee Personal Firewall Plus の資料を参照してください。 

1. システム-トレイの 「McAfee SecurityCenter 」 アイコンをダブルクリックしま 
す。 「McAfee SecurityCenter 」 が開きます。 

2. ウインドウの左サイドで 、 「Personal firewall plus 」 をクリックします。 

3. ウインドウの右上方で 、 「Disable personal firewall plus 」 をクリックします。 
アラー ト • ウインドウが開きます。 

4. 「 Yes をクリックします。 

注 ： McAfee Personal Firewall Plus アプリケーシヨンは、システム • トレイの 
「McAfee SecurityCenter 」 アイコンを右クリックし 「Personal Firewall > Disable 」 

を選択しても無効にすることができます。 
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Norton Personal Firewall を無効にする 

以下の手順は、 Norton Personal Firewall アプリケーションを無効にする方法の例で 
す。実際の手順は、コンピューターにインストールされたアプリケーションのバー 
ジョンにより異なる場合があります。より具体的な手順については、 Norton Personal 
Firewall の資料を参照してください。 

1. システム•トレイの 「Norton Internet Security 」 アイコンをダブルクリックしま 
す 。 

2. ウインドウの左サイドで 、 「Norton Internet Security 」 をクリックし 、 「Status 
& Settings 」 をクリックします。 

3. ウインドウの右サイドで 、 「Personal Firewall 」 をクリックし、次に 「Turn 
Off 」 をクリックします。 Protection Alert ウインドウが開きます。 

4. 「0 K 」 をクリックします。 


注 ： Norton Personal Firewall アプリケーシヨンは、システム • トレイの 「Norton 
Internet Security 」 アイコンを右クリックし 「Disable Norton Internet Security 」 を選 
択しても無効にすることができます。 


Check Point Integrity Client を無効にする 

以下の手順は、 Check Point Integrity Client ファイアウォール • アプリケーションを 
無効にする方法の例です。実際の手順は、コンピューターにインストールされたア 
プリケーションのバージョンにより異なる場合があります。詳しい手順について 
は、 Check Point Integrity Client の資料を参照してください。 

1. システム，トレイの 「Check Point Integrity Client J アイコンをダブルクリック 

します。 

2. 画面の左サイドで、 「 Firewall 」 をクリックします。 

3. ウインドウの右サイドで 、 「Internet Zone Security 」 を 「 Low 」 に設定します。 
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第 3 章 System Migration Assistant のカスタマイズ 


この章では 、 System Migration Assistant のグラフィカル•ユーザー•インターフエ 
ース （ GUI ) で使用可能なカスタマイズ • オプションについて説明します。 


標準移行のカスタマイズ 

グローバル • オプション 

裏11 は、グローバル • オプションの設定に関する情報を示しています。 


表又 Config . ini ファイル.- グローバル•オプション設定 


変数 

値 

作業の内容 

Import — Command—File 

完全修飾ファイル名 

取り込みに使用するコマンド • ファイルの名前とパ 
スを指定します。ソース•コンピューターのデフオ 
ルトの選択項目のうち、パスワード保護の設定を除 
くすベての項目をコマンド • ファイルでカスタマイ 
ズできます。デフオルトで移行ファイルがパスワー 
ドによって保護されるようにするには、 
Enable _ Password_protection を丨 Yes 」 に設定してく 
ださい。 

Import — Command — File — For—Apply 

完全修飾ファイル名 

適用に使用するコマンド • ファイルの名前とパスを 
指定します。パスワード保護の設定を除く、すべて 
のデフオルト選択項目をコマンド • ファイルでカス 
タマイズできます。 

Export — Command_File 

完全修飾ファイル名 

生成されるコマンド • ファイルの名前とパスを指定 
します。デフオルトでは 、 {install 
directory )¥ commsLnds.xml に設定 d れょす。 

Just _ Create _ Command_File 

「 Yes 」 または 「 No 」 

移行ファイルを作成するかどうかを指定します。移 
行ファイルを作成せずにコマンド • ファイル • テン 
プレートを作成するには、 

Just _ Create _ Command_File を 「 Yes 」 に設定しま 
す。これによって、コマンド•ファイルが 
Export _ Command _ File の指定どおりに生成されま 
す。 

Enable _4 GFat 32 _warning 

「 Yes 」 または 「 No 」 

「 Yes 」 に設定すると、移行ファイルが4 GB より 
大きくなる場合に、 FAT 32 区画に書き込めないこ 
とをユーザーに警告します。 

Preprocess_Executable 

完全修飾ファイル名 

オプシヨン付きの実行可能ファイルの名前とパスを 
指定します。この実行可能ファイルは SMA を開 
始する前の前処理として実行できます。 

Begin — Page _ Show_Page 

「 Yes 」 または 「 No 」 

簡易移行およびカスタム移行から選択できるページ 
を公開するには、この変数を 「 Yes 」 に設定しま 
す。 
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表又 Config . ini ファイル.. グローバル • オプション設定（続き ) 


変数 

値 

作業の内容 

Snow _ Previous _ J H ile _ Selection_Diaiog 

「 Yes 」 または 「 No 」 

前に選択済みのファイルを選択するかどうかを尋ね 
るメッセージを表示するには、この変数を 「 Yes 」 

に設定します。 

Show — P 2 P_Messagebox 

「 Yes 」 または 「 No 」 

ソース • コンピューター上で P 2 P キーワードを入 
力するようにユーザーにプロンプトを出すには、こ 
の変数を 「 Yes 」 に設定します。 

Snow — File—Dialog 

「 Yes 」 または 「 No 」 

移行ファイル場所を指定するようにユーザーにプロ 
ンブトを出すには、この変数を 「 Yes 」 に設定しま 
す。 

Show _ Start _ Processing—Dialog 

「 Yes 」 または 「 No 」 

SMA 移行ファイルの作成、または SMA 移行ファ 
イルからの設定の適用を開始するかどうかを尋ねる 
メッセージを表示するには、この変数を 「 Yes 」 に 
設定します。 

Show _ Reboot—Dialog 

「 Yes 」 または 「 No 」 

マシンを再起動するようにメッセージを表示するに 
は、この変数を 「 Yes 」 に設定します。 

Show _ All _ Progressbar_Dialogs 

「 Yes 」 または 「 No 」 

処理の進行中にユーザーにダイアログを表示するに 
は、この変数を 「 Yes 」 に設定します。 

Show _ All _ Waming_Dialogs 

「 Yes 」 または 「 No 」 

ユーザーにすべての警告メッセージを表示するに 
は、この変数を 「 Yes 」 に設定します。 

Enable — Password—Protection 

「 Yes 」 または 「 No 」 

パスワード.オプションのチェック • ボックスをア 
クティブにするには、この変数を 「 Yes 」 に設定し 
ます。このオプションは、ソース•コンピューター 
にのみ適用できます。 

ATTFW _ Auto_Disabled 

「 Yes 」 または 「 No 」 

AT&T Net ファイアウォールを自動的に無効にす 
るには、この変数を 「 Yes 」 に設定します。 


ページ表示オプション 

Show/Not Show Window Options セクションには、以下の変数が含まれます。 
SpecificPage Page Show Page 

ここで 、 SpecificPage U 、 以下のいずれかです。 

• Splash 

• Welcome 

• Begin 

• TopOptions 

• MigOptions 

• Profiles 

• デスクトップ 

• Applications 

• Network 

• Printers 

• Selection 
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• AutoManual 

• P 2 P_Logon 

• P 2 P—Auto 一 SRC 

• P 2 P_Manual 一 TGT 

• P 2 P_Manual 一 SRC 

• P 2 P_SourceIni 

• P 2 P_Keyword 

• Receive_Data 

• Log 

• SummaryTypical 

注： 「 Begin ページ」とは ▽このコンピューターはソースですか 、ターゲットですか 
?」ウインドウのことです。 「 TopOptions 」 ページは「移行のタイプを選択してくだ 
さい。」ウインドウのことです。 「 AutoManual 」 ぺージは、「办对 em Migration 
Assistant のインストール i ウインドウのことです。 \ P 2 P _\ で始まるページは、 
「接続の確立」ウインドウのことです。 

SMA の実行時にウインドウを表示しないようにするには、この変数を 「 No 」 に設 
定します。それ以外の場合は、 「 Yes 」 に設定するか、何も指定しないでおきます。 
ウインドウが表示されない場合、 SMA はインポートされたコマンド • ファイルに指 
定されているデフォルト設定に従って、取り込みまたは適用を行います。 

ウインドウ_タイトルのオプション 

Window Title Options セクションには、以下の変数があります。 

SpecificPage Page Title 

ここで 、 SpecificPage U 、 以下のいずれかです。 

• Welcome 

• Begin 

• TopOptions 

• MigOptions 

• Profiles 

• デスクトップ 

• Applications 

• Network 

• Printers 

• Selection 

• AutoManual 

• P 2 P 一 Logon 

• P 2 P—Auto 一 SRC 

• P 2 P_Manual 一 TGT 

• P 2 P_Manual 一 SRC 

• P 2 P_SourceIni 
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• P2P_Keyword 

• Receive 一 Data 

• Log 

• Summary Typical 


注： 「 Begin ページ」とは「このコンピューターはソースですか、ターゲットですか 
? 」ウインドウのことです。 「 TopOptions 」 ページは「移行のタイプを選択してくだ 
さい。」ウインドウのことです。 「 AutoManual 」 ぺージは、「办対 em Migration 
Assktonf のインストール」ウインドウのことです。「尸 2 尸」で始まるページは、 
「接続の確立」ウインドウのことです。 

この変数では、ページ • タイトルとして表示される代替テキストを指定します。 

ガイダンス • テキスト*オプション 

Guidance Text Options セクションには、以下の変数が含まれます。 

SpecificPage Page Guidance Text 

ここで、 SpecificPage は、 以下のいずれかです。 

• Welcome 

• Begin 

•1ooOptions 

• MigOptions 

• Profiles 

• デスクトップ 

• Applications 

• Network 

• Printers 

• Selection 

• AutoManual 

• P2P_Logon 

• P2P_Auto 一 SRC 

• P2P_Manual_TGT 

• P2P_Manual_SRC 

• P2P_SourceIni 

• P2P_Keyword 

• Receive_Data 

• Log 

• SummaryTypical 
注： 

「 Begin ぺージ」とは「このコンピュ ^ ーター はソ ースですか、夕ーゲットですか?」 
ウインドウのことです。 「 TopOptions 」 ページは「移行のタイプを選択してくださ 
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い。」ウインドウのことです 。 r AutoManualJ ぺージは、「办於 ⑽ Migration 
Awktonf のインストール」ウインドウのことです。 \ P 2 P _\ で始まるページは、 
「接続の確立」ウインドウのことです。 

この変数では、ガイダンス•テキストとして表示される代替テキストを指定しま 
す。 

Splash ページ 

「Splash Page 」 セクションには、以下の変数が含まれます。 

• Splash _ Page_Display 一 Time 

この変数では、スプラッシュ画面が表示される時間を秒数で指定します。デフォル 
卜では、 Splash _ Page _ Display _ Time は2に設定されています。 

Begin ページ 

「 Begin Page 」 セクションには、以下の変数があります。 

Begine Page Choice Type 

この変数は移行タイプの「簡易」または「カスタム」のどちらかを指定します。 

TopOptions ページ 

「TopOptions Page 」 セクションには、以下の変数が含まれます。 

• TopOptions 一 Page_Choice 一 Mode 

• TopOptions 一 Page 一 Choice 一 TransierMode 

• T opODtions _ Page_T arget _ Imtiatea_Migration 

TopOptions _ Page _ Choice _ Mode では、移行モードを指定します。この PC が移動先 
の場合は 「 Target 」 と設定します。この PC が移動元の場合は 「 Source 」 と設定しま 
す。 


TopOptions _ Page _ Choice _ TransferMode では、移行方法を指定します。取り込んだフ 
ァイルと設定を直接夕ーゲット • コンピユーターに送るには、この変数を P 2 P に設 
定します。取り外し可能ストレージ • デバイスを使用してファイルと設定をコピー 
するには、この変数を FileTransfer に設定します。 

TopOptions _ Page _ Target _ Initiated_Migration では 、 Target Initiated 移行を指定しま 
す 0 この変数は、 TopOptions _ Page _ Choice_Mode が Target で、 
TopOptions _ Page _ Choice _ TransferMode が P 2 P のときにのみ有効です。この変数を 
「 Yes 」 に設定すると、ターゲット開始の移行が選択できます。 


Install Method Page 

Install Method Page セクションには、以下の変数があります。 


Instal 1 Method Page Choice Method 


ネットワーク•インストールには Auto を選択し、インストールを取り外し可能メ 
デイアにコピーするには Manual を選択します。 
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選択オプション 

このセクションでは、次のストリングを含む変数について説明します。 

Choice 

これらの変数は、 config.ini ファイルの 「Migration Options Page」 、 「Desktop 
Page 」 、および 「Network Page 」 セクションにあります。これらの変数によって、 
チェック • ボックスを表示するか非表示にするか、アクティブにするか使用不可に 
するか、またはデフォルトで選択するがどうかを制御できます。 


値 

これらの各変数は次の値を取ります。 
OptionDisplay ， OptionActive ， OptionSelected 


ここで、 

• OptionDisplay は、 以下のいずれかの値です。 

- HIDE は、チェック • ボックスを非表示にします。 

- DISPLAY は、チェック•ボックスを表示します。 

• OprioraAcrive は、以下のいずれかの値です。 

- ENABLED は、チェック•ボックスの選択を変更できる状態にすることを指定 
します。 

- DISABLED は、チェック•ボックスの選択を変更できない状態にすることを指 
定します。 

OptionDisplay HIDE に設定されている場合、 SMA はこの変数を無視します。 

• OptionSelected は、 以下のいずれかの値です。 

- CHECKED は、ラジオ • ボタンまたはチェック • ボックスをデフォルトで選択 
することを指定します。 

- UNCHECKED は、ラジオ • ボタンまたはチェック • ボックスをデフォルトで 
クリアすることを指定します。 

OptionSelected は 、 「Migration Options page 」 セクションでのみ使用可能です。 


例 

以下の例を考察します。 

• 「デスクトップ設定」ページの 「カラー」 チェック•ボックスは表示されるが、 
ユーザーがこのチェック.ボックスの選択を解除できない。 

Desktop Page Choice Colors = Display, Disabled 

• 「移行オプション」ページの 「ファイルとフォルダー」 チェック•ボックスが表 
示され、このチェック•ボックスの選択が解除されているが、選択ができない。 

Options Page Choice Files = Display, Disabled, Unchecked 

• 「タスクバー」 チェック•ボックスが「デスクトップ設定」ページに表示されな 
い。ただし、タスクバー設定がデフォルトで選択されている場合、これらの設定 
は自動的に選択され、取り込まれる。 

Desktop Page Choice Task_Bar = Hide, Checked. 

• 「プリンター」 チェック•ボックスが「オプション」ページに表示されない。た 
だし、このチェック•ボックスは自動的に選択され、取り込まれる。 
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Options_Page_Choice 一 Printers = Hide, Checked. 

その他のオプション 

| 表 4| は、 config . ini ファイルの追加変数に関する情報を示します。 


表 4. Config.ini ファイル:その他のオプション 


変数 

値 

作業の内容 

Applications—Page_Show_Registry—Button 

「Yes」 または 「No」 

「アプリケーション設定の選択」ウィンドウ 
でレジストリー • ボタンを表示するかどうか 
を指定します。デフォルトは 「No」 です。 

Profiles—Page—Show_GlobalPassword_Dialog 

「Yes」 または 「No」 

移行するすべてのユーザー.プロファイルに 
対して新規パスワードを設定するようにユー 
ザーにプロンプトを出すには、この変数を 
「Yes」 に設定します。デフォルト値は 「No」 
です。このオプションは、ターゲット•コン 
ピューターにのみ適用できます。 

Selection—Page—File—Quota 

数値 (MB) 

取り込むことができる解凍データの最大量を 
指定します (MB 単位)。 

Selection_Page—File_Waming—Message 

テキスト•ストリン 
グ 

ユーザーが特定の拡張子を持つファイルを選 
択したときに表示される、代替警告メッセー 
ジを指定します。 

Selection_Page_W aming—Extensions 

ファイル拡張子 

ここで指定した拡張子のファイルは、ユーザ 
一が移行項目として選択すると、警告メッセ 
ージを表示します。 

それぞれの拡張子は、別々の行に指定しなけ 
ればなりません。例えば、次のとおりです。 

[selection Page Warning Extensions Start] 
exe 

com 

dll 

[Sel ecti on 一 Page 一 Warni ng 一 Extensi ons—End] 
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第 4 章バッチ • モードでの移行の実行 

この章では、移行をバッチ • モードで実行する方法について説明します。 


—重要- 

移行を開始する前に、必ずすベてのアプリケーシヨンを閉じてください。 


GUI モードの移行とバッチ•モードの移行は、どちらも同じように使用できます。 
ファイル移行の動作はどちらのモードでも同じですが、バッチ•モードの場合、特 
性を組み込んだり除外することによってファイルとフォルダーを選択します。 

GUI モード、バッチ•モードのいずれの場合も、作成される移行ファイルは同じで 
す。移行ファイルをバッチ•モードで作成した場合は、ユーザー•インターフエー 
スを使用してそのファイルを開き、内容を調べることができます。同様に、 GUI を 
使用してコマンド • ファイル • テンプレートを作成することができます。ただし、 
ファイル移行基準を手動で追加しなければなりません。 

注： 

1. 以下の移行ファイルが指定されたディレクトリーに作成されます。 

• *.sma :基本移行ファイル 

• *. sma.DriveC :ドライブ C : 用の移行ファイル 

• *. sma.DriveZ :ドライブ X 用の移行ファイル：（ユーザーがドライブ X 内の移 
行ファイルを選択したケースのみ） 

2. d - M _ SMA ディレクトリーは選択しないでください。ここで、 rf : は SMA がイン 
ストールされているドライブです。このデイレクトリーは SMA が使用する一時 
フォルダーです。 


SMA 4. x との互換性 

SMA 6.0 および SMA 5. x では、 XML テクノロジーを使用して、移行用に取り込 
むデータを記述します。コマンド.ファイルは XML ファイル • フォー マッ トに変 
換されています。バージョン 4.2 との互換性については 、 SMA 6.0 および 5. x は 
従来のコマンド•ファイル形式も同様に扱えるように設計されています。これら2 
つのバージョンの互換性について詳しくは、 「149 ページの『付録 C . それ以前のバ 
ージョンとの互換性』 > 参照してください。 


smabat コマンドの構文 

SMA 実行可能ファイルは smabat . exe です。このファイルはコマンド • プロンプト 
から開始します。 SMA は、デフォルトの場所にインストールすると £/:¥Program 
Files ¥ ThinkVantage ¥ SMA デイレクトリーに入れられます。 c / はハードデイスクのド 
ライブ名です。 


smabat コマンドの構文は次のとおりです。 
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smabat /c : cmdfile [/n smafi Ze ] | /a [ cmdfile ] /n smafile [ options ] 

注： 

1. 絶対パスが記述されたファイル名にスペースが含まれる場合（例えば、 
c:¥Program Files ¥ ThinkVantage ¥ SMA ¥ Commandfile . xml )、 そのフアイル名を引用符 
で囲む必要があります（例： "c:¥Program 

Files¥ThinkVantage¥SMA¥Commandfi1e.xml ")〇 

2. smabat コマンドを指定すると、コマンド•ファイルの設定は指定変更されま 
す。例えば、コマンド•ファイルにログ•ファイルの場所を指定していても、そ 
の指定は常に、コマンド「/〇 logfilej によって指定変更されます。 

3. Windows Vista で smabat コマンド構文ヘルプを表示するには、「管理者として 
実行」オプションでコマンド•プロンプトを開く必要があります。 

SMABAT コマン ドの基本 パラメーターを [ W 51 に 記述します。 


表 5. 基本 SMABAT パラメーター 


機能 

構文 

作業の内容 

取り込み 

/c cmdfile /n smafile 

ここで、 

• cmdfile は、 コマンド • ファイルの完全修飾ファイル名 
です。 

• /n smafile は移行ファイルを指定する場合のオプシヨ 
ナル•パラメーターであり、 smafile は移行ファイルの 
完全修飾名です。 

コマンド • ファイルに指定されたフ 
ァイルと設定を取り込み、移行ファ 
イルを作成します。デフォルトで 
は、移行ファイルは、コマンド•フ 
ァイルで指定されたディレクトリー 
に書き込まれます。必要であれば、 

移行ファイルを他のディレクトリー 
に書き込むことができます。 

適用 

/a cmdfile /n smafile 

ここで、 

• cmdfile U 、 コマンド • ファイルを指定するオプシヨナ 
ル • パラメーターです。 

• sma 力 7e は、移行ファイルの完全修飾名です。 

移行ファイルに指定されたファイル 
と設定を適用します。移行ファイル 
がターゲット • コンピューターに適 
用される前に、そのファイルに対し 
てコマンド • ファイルを実行するこ 
とも可能です。 

ログ • ファイル 

/〇 logfile 

ここで、 logfile は、 ログ • ファイルの完全修飾ファイル名 
です。 

ログ • ファイルの場所を指定しま 
す。 

一時 

ディレクトリー 

It tmpdir 

ここで、 tmpdir 一時 SMA デイレクトリーのプロフ 

ァイルの完全修飾名です。 

一時 SMA ディレクトリーの位置を 
指定します。 
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表 5 .基本 SMABAT パラメーター（続き) 


機能 

構文 

作業の内容 

パスワード 

/p smapwd 

ここで、 wwpwrf は、以下のいずれかの値です。 

• 取り込みフェーズで移行ファイルをパスワードで保護す 
るために使用するパスワード 

• 適用フェーズでパスワードで保護された移行ファイルに 
アクセスするときに使用するパスワード 

SMA 移行ファイルのパスワードを指 
定します。 


各パスワードは以下の基準を満たしている必要がありま 
す 。 

• 長さは6文字から16文字であること 

• 先頭または末尾の文字が数字でないこと 

• 同一文字が2文字連続していないこと 


PC から PC への 
移行による適用 

/a / p 2 p keyword /n smafile 

ここで、 

• PC から PC への接続を確立するときは、キーワード 
を使用します。 

PC から PC への移行によってフアイ 
ルと設定を適用するときに使用する 
オプショナル•コマンド。受け取っ 
た移行ファイルを保存するときは、 
smafile を使用します。 


• 保存する移行ファイルを指定するときは、 smafile を使 
用します。 smafile は移行ファイルの完全修飾名です。 



コマンド • ファイルの作成 

取り込みフェーズで、 smabat . exe は、コマンド•ファイルの内容を読み取り、移行 
ファイルを作成します。このセクションでは、コマンド•ファイルおよびその中に 
指定できるステートメントについて説明します。 

SMA にはコマンド • ファイルの例 （ GUI _ default _ commands . xml ) があり、このファ 
イルをテンプレートとして使用して、コマンド • ファイルをカスタマイズすること 
ができます。 SMA をデフォルトの場所にインストールすると、このファイルは 
c/:¥Program Files ¥ ThinkVantage ¥ SMA デイレクトリーに入れられます。 c / はハードデ 
イスクのドライブ名です。 


注 ： SMA 6.0 では、 XML テクノロジーを使用して、コマンド • ファイル内のコマ 
ンドを記述します 。 SMA 6.0 はバージョン 4.2 のコマンド • ファイルを扱えるよ 
うに設計されています。古いコマンド • ファイルを使用するために、バージョン 6.0 
と 5.2 の互換性に関する詳しい情報が必要な場合は、 [149 ページの『付録 C . それ 
以前のバージョンとの互換性』 & 参照してください。 

SMA 6.0 コマンド • ファイルについては、以下の点を考慮に入れてください。 

• XML バージョン 1.0 の構文が使用されます。 

• コマンド • ファイルでは大文字と小文字が区別されます。 

• 各コマンドおよびパラメーター.セクションは、必ず < ragAtome > で始まり、 
</ TagName > で終わり、これらのタグの間にその値を指定する必要があります。 
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• 構文エラーがあると、 SMA の実行時にエラーになります 。 SMA にエラーが発生 
すると、 SMA はエラー • メッセージをログ • ファイルに書き込んで操作を続行し 
ます。重大なエラーの場合は、正しい最終結果が得られない可能性があります。 

コマンド • ファイルで使用できるコマンド 

裏" は、コマンド•ファイルで使用可能なコマンドについて説明します。ただし、 
ファイル移行またはレジストリーに関するものは除きます。 

現行ログオン • ユーザーが特定のフォルダーやそのサブフォルダーを指定するとき 
は、 Windows 環境変数 （％ windir %、％ USERPROFILE %、% ProgramFiles % など）を 
使用することができます。 


表 6. コマンド.ファイルで使用できるコマンド 


コマンド 

パラメーター 

パラメーター 値と例 

< Password > 

< PlainPassword > 

パスワードを使用して移行ファイルを暗号化するには、 
< PlainPassword > を6から16文字の英数字ストリングに設 
定します。 

コマンド行プロンプトから smabat . exe に / p パラメー タ 1 一 
を指定して実行すると、ユーザーが指定するパスワードによ 
つてコマンド • ファイルで設定されたパスワードが上書きさ 
れます。 

PC から PC への移行においては、 SMA 移行ファイルを作 
成するためにパスワードを設定したときにのみパスワード • 
オプションは働きます。 

< TransferMode > 

< mode > 

PC から PC への移行を実行するには、このパラメーターを 
P 2 P に設定します。設定しない場合は、何も指定しないでお 
きます。 

例： 

PC から PC への接続を介して移行する場合 

<TransferMode> 

<mode>P2P</mode> 

</TransferMode> 

移行ファイルによつて移行する場合 

<TransferMode> 

<moae></mode> 

</TransferMode> 

< P 2 P > 

< connection _ id > 

ソース • コンピューターとターゲット • コンピューター間で 
PC から PC への接続を確立するには、英数字ストリングを 
指定します。 

例： 

<P2P> 

〈connection id>myKeyword</connection id> 

</P2P> 

< FilesAndFolders > 

< run > 

ファイル移行コマンドを使用可能にするには、このパラメー 
ターを 「 true 」 に設定します。それ以外の場合は、 「 false 」 

に設定するか、何も指定しないでおきます。 
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表 6. コマンド.ファイルで使用できるコマンド (続き) 


コマンド 

パラメーター 

パラメーター 値と例 

< ArchiveFile > 

〈 filename 〉 

移行ファイルのパス名とファイル名を指定するには、移行フ 
ァイルのパス名とファイル名にく filename 〉 を設定します。 

例： 

<ArchiveFile> 

<fi1ename>C:¥SMA5¥MyData.sma></f i 1 ename> 

</ArchiveFile> 

以下のように表記することにより、移行ファイルの場所を指 
定することもできます。 

¥¥my computer¥temp¥MyData.sma 

デフォルトで、移行ファイルには以下のファイルが入ってい 
ます。 

• *.sma : 

基本移行ファイル 

• *.sma.DriveC : 

ドライブ C : 用の移行ファイル 

• *.sma.DriveX : 

ドライブ X 用の移行ファイル：（ユーザーがドライブ X 
の移行ファイルを選択したイベントのとき） 

SMA 5.0 または SMA 5.1 と同じ移行ファイル • フォーマッ 
卜にしたい場合は、この表の MISC セクションの 
quick zip mode オプションを参照してください。 

< Desktop > 

• < desktop _ settings > 

•〈 accessibility 〉 

• < active _ desktop > 

• < colors > 

• < desktop _ icons > 

• < display > 

• < icon _ metrics > 

• < keyboard > 

• < mouse > 

• < pattem > 

• < screen _ saver > 

• < sendto _ menu > 

• < shell > 

• く sound 〉 

• < start _ menu > 

• < taskbar > 

• < time . zone > 

• < wallpaper > 

• < window _ metrics > 

デスクトップ設定を選択するには、このパラメーターを 
「 true 」 に設定します。それ以外の場合は、 「 false 」 に設定 
するか、何も指定しないでおきます。 

例： 

<Desktop> 

<colors>true</col ors> 

<desktop_icons>true</desktop_icons> 
<screen_saver>true</screen_saver> 

<start_menu>false</start_menu> 

<time_zone>true</time 一 zone> 

</Desktop> 
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表 <5. コマンド • ファイルで使用できるコマンド (続き) 


コマンド 

パラメーター 

パラメーター 値と例 

< Network > 

• <ip subnet gateway configura 

ネットワーク設定を選択するには、このパラメーターを 


tion > 

• < dns _ configuration > 

「 true 」 に設定します。それ以外の場合は、 「 false 」 に設定 
するか、何も指定しないでおきます。 


• < wins _ configuration > 

例： 


• < computer _ name > 

< Network > 

〈computer name > true</computer name > 


• < computer _ description > 

• < domain _ workgroup > 

• < mapped _ drives > 

• < dialup _ networking > 

• < microsoft _ networking > 

• < odbc _ datasources > 

< mapped _ drives > false</mapped dri ves > 

</ Network > 

く Applications 〉 

< Application > 

サポートされるアプリケーシヨン設定の取り込みまたは適用 
を行うには、アプリケーシヨン名をパラメーターとしてコマ 


サポートされるアプリケーションのリス 
卜については、103ページの『第6章 | 

ンド • ファイルに指定します。 


1 移行可能なアプリケーション設定』を参 

例： 


照してください。 

< Appncations > 

< Appl 1 cation>Lotus Notes </ Application > 

< Application>Microsoft Office </ Application > 
</ Applications > 

または 

< Applications > 

< Application >$( al 1 )</Appl ication > 

</ Applications > 

< IncUsers > 

< UserName > 

すべてのユーザー • プロファイルを取り込むには、 「$( all )」 

を設定するか、すべてのユーザーを表すワイルドカード文字 
として「*」を使用します。それ以外の場合は、ユーザーを 
個別に指定します。次のワイルドカードが使用可能です。 

• * は可変長のワイルドカード用です。 

• %は固定長のワイルドカード （1 文字）用です。 

例： 

< Incllsers > 

< UserName>admim strator </ UserName > 
< UserName > Domain ¥ jim </ UserName > 

< IncUsers > 

< tixcUsers > 

< UserName > 

移行処理からユーザーを除外するには、ユーザーのドメイン 
およびユーザー名を指定します。次のワイルドカードが使用 
可能です。 

• * は可変長のワイルドカード用です。 

• %は固定長のワイルドカード （1 文字）用です。 
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表 6. コマンド.ファイルで使用できるコマンド (続き) 


コマンド 


パラメーター 


パラメーター 値と例 


< Prmters > 


< Pnnter > 


この制御ステートメントは、ソース•コンピューターとター 
ゲット.コンピューターの両方で有効です。 


く PnnterN ame > 


< AddPrinter > 
< PnnterType > 
く PnnterN ame > 


すべてのプリンターを取り込むには、このパラメーターを 
「$( all )」 に設定します。それ以外の場合は、各プリンターを 
個別に指定します。デフオルト • プリンターのみを取り込む 
場合は、このパラメーターを 「$( DefaultPrinter )」 に設定しま 
す0 


< PortName > 

< DnverName > 

< InstallExePath > 

< InfFilePath 〉 


例えば、次の例です。 

<Printers> 

<Printer>$(al1)</Pri nter> 

</Printers> 

<Printers> 

<Printer> 

<PrinterName>IBM 5589-L36</PrinterName> 
<Printer> 

</Printers> 

<Printers> 

<Printer>$(DefaultPrinter)</Printer> 
</Printers> 


すべてのプリンターまたはデフォルト.プリンターのいずれ 
も取り込むことができます。個々のプリンターを名前で指定 
してもかまいません。複数のプリンターを指定した場合は、 
最初に指定したプリンターのみが処理され、残りは無視され 
警告メッセージが発行されます。 


プリンター設定の移行について詳しくは、 139 ページの『プ | 
^ ンターの 移存 I ] を参照してください。新規のプリンターを 
追加するには、く AddPrinter > タグを使用します。この制御ス 
テートメントは、ターゲット•コンピューターでのみ有効で 
す0 


例えば、次のようにします。 

<!-- for Ob built-in printer--> 

<Pnnters> 

<AddPrinter> 

<PrinterType>OS bui1t-in</PrinterType> 
<PrinterName>IBM 4029 LaserPrinter</Printer 
Name> 

<PortName>LPTl:</PortName> 

<DriverName>Parallel</DriverName> 

<Instal1ExePath /> 

<InfFilePath /> 

</AddPrinter> 

</Printers> 
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表 <5. コマンド • ファイルで使用できるコマンド (続き) 


コマンド 

パラメーター 

パラメーター 値と例 

く Printers 〉 （続き） 


<!--for Network printer--> 

<Pnnters> 

<AddPrinter> 

<Pn nterType>Network</PrinterType> 

<PrinterName>¥¥Server¥IBM 5589-L36 
</PrinterName> 

<PortName /> 

<DriverName /> 

<Instal1ExePath /> 

<InfFilePath /> 

</AddPrinter> 

</Printers> 

<!-- for UserProvided printer for Setup 

Install--> 

<Printers> 

<AddPrinter> 

<PrinterType>UserProvided</PrinterType> 

<PrinterName>My Private Printer 
</PrinterName> 

<PortName /> 

<DriverName /> 

〈 InstallExePath>c:¥SMA5¥temp¥printer¥ 
install.exe</Instal1ExePath> 

<InfFilePath /> 

</AddPrinter> 

</Printers> 

<!-- for UserProvided printer for 

Inf Install (l)--> 

<Printers> 

<AddPrinter> 

<PrinterType>UserProvided</PrinterType> 

<PrinterName>My Canon Printer</PrinterName> 
<PortName>USB</PortName> 

<DriverName>Canon i320</DriverName> 

<Instal1ExePath /> 

<InfFilePath>c:¥myprinter¥i320. i nf</InfFile 

Path> 

</AddPrinter> 

</Printers> 

<!-- for UserProvided printer for 

Inf Install ⑵ --> 

<Printers> 

<AddPrinter> 

<PrinterType>UserProvided</PrinterType> 

<PrinterName>My HP Printer</PrinterName> 
<PortName>USB</PortName> 

<DriverName>hp deskjet 995c series 
</DriverName> 

<Instal1ExePath /> 

<InfFi 1 ePath>c : ¥HP995C¥hpf995k.inf</InfFile 

Path> 

</AddPrinter> 

</Printers> 

プリンター設定の移行について詳しくは、 |39 ページの『プ | 

1 リンターの移行』 [& 参照してください。 
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表 6. コマンド.ファイルで使用できるコマンド (続き) 


コマンド 

パラメーター 

パラメーター値と例 

< MISC > 

< bypass _ registxy > 

レジストリー設定の選択をすべて解除するには、このパラメ 
一夕一を 「 true 」 に設定します。それ以外の場合は、 

「 false 」 に設定するか、何も指定しないでおきます。 


〈overwrite existing nles > 

既存のファイルを上書きするには、このパラメーターを 
「 true 」 に設定します。それ以外の場合は、 「 false 」 に設定 
するか、何も指定しないでおきます。 


< resolve _ icon _ links > 

アクティブ*リンクが設定されたアイコンのみをコピーする 
には、このパラメーターを 「 true 」 に設定します。それ以外 
の場合は、 「 false 」 に設定するか、何も指定しないでおきま 
す。 


< autoreboot > 

ターゲット側の移行完了後に、自動的にコンピューターを再 
起動（リブート)するには、このパラメーターを「1」に設定 
します。コンピューターをリブートするかどうかを尋ねるポ 
ップアップ • ウィンドウを表示するには、このパラメーター 
を「2」に設定します。それ以外の場合は、「0」に設定する 
か、何も指定しないでおきます。 


< PromptBeforeDelayedApply > 

SMA がユーザー • データを遅延適用フェーズで移行中であ 
ることを示すダイアログ•メッセージを表示するには、この 
パラメーターを 「 true 」 に設定します。それ以外の場合は、 
「 false 」 に設定するか、何も指定しないでおきます。 


< quota /> 

取り込むことができる解凍データの最大量 （ MB 単位）を指 
定するには、このパラメーターを有効な値に設定します。 


< log _ file _ location > 

SMA でログ • ファイルの書き込み先となるディレクトリー 
を指定するには、完全修飾ディレクトリー名を入力します。 
他のコンピューターの共用ディレクトリーを指定できます。 

このパラメーターを設定しない場合、 SMA ではログ • ファ 
イルが d :¥ SMA _ Installed _ Directory に書き込まれます。ここ 
で、ゴはハードディスクのドライブ名、 
¥ SMA _ Installed _ Directory は SMA のインストール先ディレ 
クトリーです。 


< file _ span _ size > 

サイズを KB で指定します。このサイズに達した移行ファ 
イルは分割されます。 


< user _ exit _ after _ apply > 

移行が完了した後でアプリケーションを起動するには、この 
パラメーターを実行可能ファイルの完全修飾名に設定しま 
す。 


< user _ exit _ after _ capture > 

移行ファイルを作成した後にアプリケーションを起動するに 
は、このパラメーターを実行可能ファイルの完全修飾名に設 
定します。 


< cancel _ logon _ user > 

ソース PC ログオン•ユーザー設定をターゲット PC ログ 
オン•ユーザーに適用しない場合は、このパラメーターを 
「 true 」 に設定します。それ以外の場合は、 「 false 」 に設定 
するか、何も指定しないでおきます。 


< P 2 PArchiveFile > 

PC から PC への接続を介してターゲット • コンピューター 
に移行ファイルを保存するには、このパラメーターを 
「 true 」 に設定します。それ以外の場合は、 「 false 」 に設定 
するか、何も指定しないでおきます。 


< compression _ level > 

移行ファイルを圧縮するには、このパラメーターを「1」に 
設定します。それ以外の場合は、0に設定するか、何も指定 
しないでおきます。 
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表 6. コマンド.ファイルで使用できるコマンド (続き) 


コマンド 

パラメーター 

パラメーター 値と例 

< MISC > (続き） 

< quick _ zip _ mode > 

移行ファイルを高速モードで作成する場合は、このパラメー 
ターを 「 true 」 に設定するか、何も指定しないでおきます。 
それ以外の場合は、 「 false 」 に設定します。 

デフォルトで、移行ファイルには以下のファイルが入ってい 
ます。 

• *.sma : 

基本移行ファイル 

• *.sma.DriveC : 

ドライブ C : 用の移行ファイル 

• *.sma.DriveX : 

ドライブ X 用の移行ファイル：（ユーザーがドライブ X 
の移行ファイルを選択したイベントのとき） 

SMA 5.0/5.1 と同じ移行ファイル • フォーマットにするに 
は、このパラメーターを 「 false 」 に設定します。 

< temp _ file _ location > 

SMA が一時ファイルを書き込むディレクトリーを指定する 
には、完全修飾ディレクトリー名を入力します。他のコンビ 
ューターの共用ディレクトリーを指定できます。 

このパラメーターを設定しない場合、 SMA では一時ファイ 
ルが d :¥_ SMA に書き込まれます。ここで、 d は SMA のイ 
ンストール先ハードディスクのドライブ名です。 

〈 Registries 〉 

< Registry > 

< nive > 

< keyname > 

< vaiue > 

レジストリー設定の取り込みまたは適用を行うには、コマン 
ド • ファイルのパラメーターとして hive 、 keyname 、 および 
value を指定します。 

例えば、次の例です。 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Lenovo¥SMA</keyname> 

<value></value> 


ファイル移行コマンド 

SMA でのファイル移行コマンドの処理は、最初にファイル組み込みコマンド、次 
に、その組み込みファイルに対応するファイル除外コマンド、という順序で行われ 
ます。 SMA 4.2 で必要であった、ファイルの組み込みコマンドと除外コマンドの 
処理順序を指定する必要はなくなりました。 

SMA では、ソース • コンピューター上のファイルとフォルダーの元の場所に応じ 
て、ファイルが選択および選択解除されます。宛先パラメーターは移行ファイルに 
保存され、適用フェーズで解釈されます。 

ファイル名とディレクトリー名の処理では、大文字と小文字は区別されません。 


35ページの表 71 では、ファイル移行コマンドについて説明します。すべてのファイ 
ル移行コマンドはオプシヨンです。 
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表 7 . ファイル移行コマンド 


コマンド 

パラメーター 

作業の内容 

< FilesAndFolders > 

< run > 

フアイル移行の取り込みまたは適用を行うには、このパラ 
メーターを 「 tme 」 に設定します。それ以外の場合は、 

「 false 」 に設定するか、何も指定しないでおきます。 

例： 

<FilesAndFoiders> 

<run>true</run> 

</FilesAndFolders> 

< txcludeDrives > 

く Drive 〉 

スキャンの対象から除外する各ドライブのドライブ名を指 
定します。 

例： 

<ExcludeDrives> 

<Drive>D</Drive> 

<Drive>E</Drive> 

</Excl udeDn ves> 
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表 7. ファイル移行コマンド（続き ) 


コマンド 

パラメーター 

作業の内容 

〈 Inclusions 〉 

<IncDescnption> 

〈 Description 〉 

<DateCompare> 

<Operand> 

<Date> 

<SizeCompare> 

<Operand> 

<Size> 

<Dest> 

<Operation> 

ここで、 

く Description 〉 は完全修飾フ 
ァイル名です。ファイル名と 
フォルダー名に対してワイル 
ドカード文字を使用できま 
す。 

<DateCompare> は、作成日に 
基づいてファイルを指定する 
ためのオプショナル•パラメ 
一夕一です。 

- 〈 Operand 〉 は NEWER ま 
たは OLDER のいずれか 
です。 

- <Date> は基本となる日付 
で、 mm/dd/yyyy 形式で表 
します。 

<SizeCompare> は、サイズに 
基づいてファイルを選択する 
ためのオプション•パラメー 
ターです。 

- 〈 Operand 〉 は LARGER 
または SMALLER のいず 
れかです。 

- <Size> は MB 単位でのフ 
ァイル • サイズです。 

<Dest> は、ターゲット•コ 
ン ピューター 上の、ファイル 
が書き込まれる宛先フォルダ 
一の名前を指定するオプショ 
ナル • パラメーターです。 

指定されたデイレクトリーに入っているすべての一致ファ 
イルを検索します。 

例1 

<IncDescription> 

<Descn ption>c:¥MyWorkFolder¥ /s</Description> 

</IncDescription> 

注：フォルダー名を指定するには、記述の最後に「¥」を付 
加します。 

例 2 

<IncDescription> 

<Description>C:¥MyWorkFolder¥*.*</Description> 
<DateCompare> 

<0perand>NEWER</0perand> 

<Date>07/31/2005 く / Date 〉 

</DateCompare> 

</IncDescription> 

例 3 

<IncDescription> 

<Description>C:¥MyWorkFolder¥*.*</Description> 
<SizeCompare> 

<0perand>SMALLER</0perand> 

<Size>20O</Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

例 4 

<IncDescription> 

<Description>C:¥MyWorkFolder¥*.*</Description> 
<Dest>D:¥MyNewWorkFolder</Dest> 

<0peration>P</0peration> 

<IncDescription> 
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表 7. ファイル移行コマンド（続き) 


コマンド 

パラメーター 

作業の内容 

〈 Inclusions 〉 （続き） 

•〈 Operation 〉 は、ファイル • 
パスの処理方法を指定する才 
プシヨナル • パラメーターで 
す。以下のいずれかを指定し 
ます。 

- 「 P 」 は、ファイルのパス 
を保存し、 < Dest > パラメ 
一夕一で指定された場所か 
ら始まるターゲット•コン 
ピユ'一夕'一にファイルを再 
作成します。 

- 「 R 」 は、ファイルのパス 
を除去し、 < Dest > パラメ 
ーターで指定された場所に 
ファイルを直接入れます。 
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表 7. ファイル移行コマンド（続き) 


コマンド 

パラメーター 

作業の内容 

< iixclusions > 

< ExcDescnption > 

く Description 〉 

< DateCompare > 

< Operand > 

く Date 〉 

< SizeCompare > 

< Operand > 

< Size > 

ここで、 

• く Description 〉 は、完全修飾フ 
ァイル名またはフォルダー名 
です。ファイル名とフォルダ 
一名に対してワイルドカード 
文字を使用できます。 

• < DateCompare > は、作成日に 
よってファイルを選択するた 
めのオプション • コマンドで 
す。 

- 〈 Operand 〉 は NEWER ま 
たは OLDER のいずれかで 
す。 

- < Date > は基本となる日付 
で、 mm / dd / yyyy 形式で表 
します。 

• < SizeCompare > は、サイズに 
よってファイルを選択するた 
めのオプション • パラメータ 
一です。 

- 〈 Operand 〉 は LARGER ま 
たは SMALLER のいずれ 
かです。 

- < Size > は MB 単位での 
ファイル • サイズです。 

指定されたデイレクトリーに入っているすべての一致ファ 
イルを選択解除します。 

例 1 

<ExcDescription> 

<Descnption>C:¥YourWorkFolder¥</Description> 
</ExcDescription> 

例 2 

<ExcDescription> 

<Description>C:¥YourWorkFolder¥</Description> 
<DateCompare> 

<0perand>0LDER</0perand> 

<Date>07/31/2005</Date> 

</DateCompare> 

</ExcDescription> 

例 3 

<ExcDescription> 

<Description>C:¥YourWorkFolder¥</Description> 
<SizeCompare> 

<0perand>LARGER</0perand> 

<Size>20O</Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 
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注： 

ファイル移行コマンド用 XML ファイルでは、 <Inclusions></Inclusions> および 
<Exclusions></Exclusions> セクションのすべての <IncDescription> 
</IncDescription> および <ExcDescription></ExcDescription> タグは、たとえ、 
サブタグに実際の値がない場合であっても同じサブタグ構造を持つ必要がありま 
す0 


例： 

<IncDescription> 

<Description>E : ¥TempBox¥src¥test.fm</Description> 

<Dest></Dest> 

<0peration></0peration> 

</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>E : ¥TempBox¥src¥test.fm</Description> 

<Dest>E:¥TempBox¥tar</Dest> 

<0peration>r</Operation> 

</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>E : ¥TempBox¥src¥test.fm</Description> 

<Dest></Dest> 

<0peration></0peration> 

</IncDescription> 

プリンターの移行 

ターゲット • コンピューター用にプリンター設定を指定する方法は 2 つあります。 
1つは < Printer > タグを使用してソース • コンピューターからプリンター設定を移 
行する方法、もう1つは < AddPrinter > タグを使用して新規のプリンターをインス 
トールする方法です。 

使用できるプリンターは、以下のとおりです。 


OS 組み込みプリンター 

このプリンター名は ntprint . inf フアイルにあります。 


ネットワーク • プリンター 

このプリンター名は、認識されるネットワーク•プリンターのリストにあり 
ます。 


ユーザー 提供のプリン ター 

上記2種類以外のすべてのプリンター。 

注： 

1. SMA によって移行できないプリンターは、 SMA GUI のプリンターのリストに 
は表示されません。 

2. すべてのプリンターは、ソース•コンピューターとターゲット.コンピューター 
の両方からネットワークを通じて認識可能である必要があります。 

3. LPR ポート.プリンターを移行するには、ターゲット PC に印刷サービスがイ 
ンストールされている必要があります。 

• Windows 2000または XP の場合： 

「スタート」をクリックし、「コントロールパネル」を選択します。「プロ 
グラムの追加と除去」をダブルクリックし、次に 「Windows コンポーネント 
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の追加と除去」を選択します。「そのほかのネットワークファイルと印刷サ 

ービス」チェック•ボックスを選択し、「プロパティー」をクリックして、次 
に 「 UNIX 用印刷サービス」チェック•ボックスを選択し 「 OK 」 をクリック 
します。 

• Windows Vista または Windows 7の場合： 


「コントロールパネル」を開き、「プログラム」を選択します 。 「Windows 
機能をオンまたはオフにする (Turn Windows Features on or off )」 をクリツ 
クし、「印刷サービス」を展開して、 「 LPR ポート.モニター (LPR Port 
Monitor )」 チェック.ボックスを選択し「 OK 」 をクリックします。 


表8は、プリンターの移行で使用されるタグの組み合わせについて説明します。 


表 8. プリンターの移行のタグの組み合わせ 


タグ名 

く Printer 〉 タグ 

< AddPrinter > タグ 

os 組み込み 
プリンター 

ネットワーク • 
プリンター 

ユーザー 提供のプリンター 

セットアップ 
インストール 

Inf による 

インストール 

<PrmterName> 

O 

* 

〇 

- 

* 

<PrmterType> 

X 

O 

〇 

〇 

〇 

<InstallExePath> 

X 

- 

- 

〇 

■ 

<InfFilePath> 

X 

- 

- 

- 

〇 

<PortName> 

X 

〇 

- 

- 

〇 

<DnveName> 

X 

〇 

- 

- 

〇 


ここで、 

〇 必ず指定します。 

* オプシヨンです。値を指定しない場合は 、 <PrinterName />などのヌル•夕 

グを追加する必要があります。 

- 移行には不要ですが、ヌル•タグが必要です。値を指定しても、移行では無 

視されます。 

X 指定しないでください。 

取り込まれたプリンターがソース PC でデフォルト • プリンターとして設定されて 
いる場合は、ターゲット PC でもデフォルト • プリンターとして設定する必要があ 
ります。ソース PC のデフォルト•プリンターがターゲット PC に移行されない場 
合は、 OS がデフォルト • プリンターとしてどのプリンターを設定するかを判断しま 
す。 


SMA を使用する場合、すべてのプリンターに共通な設定のみを移行できます。プリ 
ンターのベンダー固有の設定は移行できません。 

ソース.コンピューターで OS 組み込みプリンター • ドライバーの改訂バージョン 
を手動でインストールした場合は、そのドライバーの元のバージョンがターゲット 
PC にインストールされます。ターゲット PC に OS 組み込みプリンター • ドライ 
バーの改訂バージョンをインストールするには、 < AddPrinter > タグを使用してその 
バージョンを指定します。 
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ユーザー 提供のプリン ターの 移行 

指定したプリンターが 0 S に組み込まれたプリンターでない場合は、ユーザーが提 
供するインストール•パッケージを使用することにより SMA はインストールしま 
す。この機能はターゲット PC のみで使用できます。ソース PC から取り込まれた 
情報は無視されます。ユーザーは、ターゲット•コンピューター上のインストー 
ル • パッケージへの絶対パスを指定して、インストール • パッケージを提供する必 
要があります。さらに、パッケージ内のインストーラー•プログラムを指定する必 
要があります。次の例では、コマンド•ファイルにユーザー提供のプリンターを指 
定する方法を示します。 

<Pnnters> 

<!-- For Setup Install--> 

<AddPrinter> 

<PrinterType>UserProvided</PrinterType> 

<PrinterName>My Private Printer</PrinterName> 

〈 InstallExePath>c : ¥SMA5¥temp¥printer¥instal1.exe</Instal1ExePath> 

<InfFilePath /> 

<PortName /> 

<DriverName /> 

</AddPrinter> 


く！-， For Inf Install--> 

<AddPrinter> 

<PrinterType>UserProvided</PrinterType> 

<PrinterName>My Private Printer</PrinterName> 

<InstallExePath /> 

<InfFi1ePath>c:¥Windows¥inf¥myprinter.inf</InfFi1ePath> 
<PortName>USB</PortName> 

<DriverName>IBM Generic USB Printer く / DriverName 〉 

</AddPrinter> 

</Printers> 

ネットワーク•プリンターの移行 

ネットワーク • プリンターを識別するために、以下の主要情報が取り込まれます。 
•プリンター名 
• サーバー 名 


取り込みフェーズでは、 < Printer > セクション内の < PrinterName > タグによって名前 
が囲まれたプリンターがネットワーク • プリンターのリストにあると、そのプリン 
ターが取り込まれます。 「$( all )」 を指定すると、リストされたすベてのプリンター 
が取り込まれます。 


適用フェーズでは、 < Printer > セクション内の < PrinterName > タグによって名前が囲 
まれたプリンターが、移行ファイルのネットワーク•プリンターのリストにある 
と、そのプリンターがインストールされます。 r $( all ) J を指定すると、取り込まれ 
たすベてのプリンターがインストールされます。 

ネットワーク上で認識されるプリンターのみが、ターゲット PC でネットワーク • 
プリンターとしてインストールできます。 
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OS 組み込みプリンターの移行 

os 組み込みプリンターを識別するために、以下の主要情報が取り込まれます。 

• プリンター名 
• モニターの 設定 
• ポート名 
• ドライバーの設定 

取り込みフェーズでは、く Printer 〉 セクション内の < PrinterName > タグによって名前 
が囲まれたプリンターが ntprint . inf ファイルの OS 組み込みプリンターのリストに 
あると、そのプリンターが取り込まれます。 「$( all )」 を指定すると、リストされた 
すべてのプリンターが取り込まれます。 

適用フェーズでは、 < Printer > セクション内の < PrinterName > タグによって名前が囲 
まれたプリンターが、 0 S 組み込みプリンターの1つとして ntprint . inf ファイルに 
リストされていると、そのプリンターがインストールされます。 

ファイノレ移行コマンドの例 

このセクションでは、ファイル移行コマンドの例を示します。これらの例は、ファ 
イル選択を絞り込むために、ファイル組み込みコマンドとファイル除外コマンドを 
結合する方法を示しています。コマンド • ファイルのファイル処理セクションのみ 
を示します。 

取リ込みフェーズでのファイルの選択 

このセクションでは、取り込みフェーズでファイル選択のために使用する4つのコ 
ードの例を示します。 

例1: 次のコードでは、拡張子が .doc (Microsoft Word 文書）のす ベての ファイル 
を選択し、それらのファイルを 「 d:¥My Documents 」 デイレクトリーに移動します。 
この 例は次に、 d :¥ No _ Longer _ Used デイレクトリーに入っているすべ ての ファイル 
を除外します。 

<Inclusions> 

<IncDescnption> 

<Description>*:¥*.doc /s</Description> 

<Dest>d:¥My Documents</Dest> 

<0peration>r</Operation> 

<IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>d : ¥No_Longer_Used¥</Descri ption> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

例 2: 次のコードでは、ゴドライブの内容を選択し、 J ドライブのルートにあるす 
ベてのファイルと拡張子 . tmp のすベてのファイルを除外します。 

<Inclusions> 

<IncDescnption> 

<Descnption<d:¥*.* /s</Description> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>d:¥*.*</Descri pti on> 
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</ExcDescription> 

<ExcDescription> 

<Description>*:¥*.tmp / s</Description> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

例 3: 次のコードでは、 c : ドライブの内容全体を選択し、 Windows ディレクトリ 
一を指定する % windir % の 下にあるす ベての ファイルを除外します。 

<Inclusions> 

<IncDescnption> 

<Description>C:¥*.* /s</Description> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>%windir%¥</Description> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

例 4: 次のコードでは、現在ログオンしているユーザーのユーザー.プロファイ 
ル•パスである % USERPROFILE % フォルダーの内容全体を選択し、拡張子が . dat 
で、なおかつ 「Local Settings 」 サブフォルダー内にあるすベてのファイルを除外し 
ます。 

<Inclusions> 

<IncDescnption> 

<Description>%USERPROFILE%¥</Description> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>%USERPROFILE%¥*.dat く / Description> 

</EcxDescription> 

<ExcDesctription> 

<Description>%USREPROFILE%¥Local Settings¥</Description> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

注：ファイルやサブフォルダーを記述する場合は、それぞれの環境変数のすぐ後に 
円記号 （¥) を追加する必要があります。 

自動リブート 

このオプションは、く MISC ></ MISC > セクションの 「 autoreboot 」 キーワードを使用 
してコマンド • ファイルの中で指定されます。 

指定可能な値は以下のとおりです。 

0 (デフォルト） 

バッチ適用処理の最後で、コンピューターを自動的にリブートしません。こ 
の設定を有効にするには、後でコンピューターを手動でリブートする必要が 
あります。 

1 バッチ適用処理の最後で、コンピューターを自動的に再起動します。 

2 SMA が、リブートを即時に行うかどうかを選択するためのプロンプトを出 
します。バッチ処理中であってもポップアップ • ウィンドウが表示されま 
す。この場合、必ずユーザーが介入する必要があります。 

<MISC> 

<autoreboot>2</autoreboot> 

</MISC> 
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コマンド _ ファイル•テンプレートの作成 

GUI を使用してコマンド•ファイル•テンプレートを作成することができます。次 
に、 SMA は、実際の移行ファイルを作成する代わりに、取り込みたい設定のタイ 
プを取り込みます。 この 情報はコマンド.ファイルに書き込まれるので、 この コマ 
ンド • ファイルを使用して移行ファイルをバッチ • モードで取り込むことができま 
す。 


注：ファイルの移行は 2 つのモードでは異なる処理をされるため、 GUI を使用し 

てファイル移行コマンドをコマンド • ファイル • テンプレートに追加することはで 

きません。 

コマンド • ファイル • テンプレートを作成するには、次のようにします。 

1. config.ini ファイルを ASCII テキスト•エディターで開きます。 SMA をデフォ 
ルトの場所にインストールすると、このファイルは rf:¥Program 
Files¥ThinkVantage¥SMA ディレクトリーに入れられます。 d はハードディスク 
のドライブ名です。 

2. SMA が移行ファイルを作成しないようにするには、 Just_Create_Command File 
オプションを次のストリングに変更します。 

Just Create Command File = Yes 

3. テンプレート.ファイルの名前とパスを指定するように Export_Command_File 
オプションを変更します。デフォルトでは、 Export_Command_File は d:¥Program 
FIles¥ThinkVantage¥SMA¥etc¥data¥commands.xml ファイルに設定されます。 c? は 
ハードディスクのドライブ名です。 

4. SMA を開始し、取り込みフェーズを実行します。テンプレート • ファイル内の 
移行ファイルの場所と名前を取り込むには、「移行ファイルの場所 （Migration 
file Location )」 ウィンドウを使用します。ただし、実際の移行ファイルは作成さ 
れません。 

5. (オプション）ファイル移行コマンドを追加したい場合は、テンプレート•ファイ 
ルを編集し、適切な変更を行います。詳しくは、 巨4 ページの『ファイル移行コ 
マンド』] を参照してください。 

6. config.ini ファイルを ASCII テキスト•エディターで再オープンし、 
Command_File および Just_Create_Command_File オプションをデフォルト設定に 
戻します。 


バッチ • モードでの移行ファイルの適用 

適用フエーズでは、 smabat . exe ファイルが移行ファイルの内容をターゲット•コン 
ピューターにコピーします。移行ファイルを適用する前にそれを変更することがで 
きます。以下の2つの例では、移行ファイルを適用するための smabat コマンドの 
使用方法を示しています。 

最初の例では、選択した移行ファイル （ receptionist , sma ) が夕ーゲット.コンピュー 
ターに適用されます。 

smaoat /a /n "c:¥sma migration fi ies¥receptiomst.sma" 
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2 番目の例では、選択した移行ファイルを変更した後にターゲット • コンピュータ 
一に適用します。これらの変更は、 EntryLevel.xml コマンド•ファイルに指定され 
ます。 

smabat /a c:¥EntryLevel.xml /n "c:¥sma migration n1es¥receptiomst.sma" 

バッチ • モードで移行ファイルを適用する場合は、以下の点に注意してください。 

• 指定された移行ファイルに設定やファイルを追加することができない。 

• 適用フェーズでファイル除外コマンドを処理するときに、 SMA は、取り込みフェ 
ーズで指定された宛先場所を使用せずに、ソース • コンピューター上のファイル 
とフォルダーのオリジナル場所を使用する。 

• <ExcludeDrives> コマンドは無視される。 

ファイルを、それと同名のファイルがすでに含まれているディレクトリーに移動す 
る場合、コマンド • ファイルの <overwrite_existing_files> パラメーターがゼロに設 
定されているか、このパラメーターが指定されていないときは、コピーされるファ 
イルの名前に数値文字列が付加されます。例えば、宛先ディレクトリーにすでに 
readme.txt ファイルが含まれている場合は、コピーされるファイルが readme_01.txt 
に名前変更されます。 readme.txt という名前のファイルがこのディレクトリーに移動 
されるたびに、付加される数値文字列は増分され、 readme_02.txt や readme_03.txt 
などというようにファイル名が変更されます。 


バックグラウンド，ローカル，ユーザーのバッチ • モードでの移行 

バックグラウンド.ローカル.ユーザーをバッチ•モードで移行するには、次のよ 
うにします。 

1. ローカル管理者アカウントを使用して、ソース•コンピューターにログオンしま 
す。 

2. オプションた（ここで、移行するローカル.ユーザーが次のようにコマンド.フ 
ァイルで指定される）を指定して SMABAT.EXE を起動します。 

<IncUsers> 

<UserName>localuserl</UserName> 

<UserName>localuser2</UserName> 

<UserName>localuser3</UserName> 

</IncUsers> 

ユーザーを指定するとき、ワイルドカードを使用できます。すべてのローカル • 
ユーザーを移行するには、 （*) を次のように使用します。 

<IncUsers> 

<UserName>*</UserName> 

</IncUsers> 

3. ローカル管理者アカウントを使用して、ターゲット•コンピューターにログオン 
します。 

4. SMABAT.EXE ファイルをオプション /a (ここで、 SMA 移行ファイルが指定さ 
れる）で起動します。 

5. コンピューターを再起動します。 

SMA は、ターゲット.コンピューターのローカル. ユーザー. アカウントに設定を 
適用します。ローカル • ユーザーが ターゲット.コンピューターにログオンする 
と、処理は自動的に起動されます。 


第4章バッチ•モードでの移行の実行 45 



6. ローカル.ユーザーに ログオンします。 

7. SMA の遅延適用タスクは自動的に開始します。 

注：ステップ4でローカル•ユーザー • アカウント （1 つまたは複数）を移行する 
場合、 SMA 移行ファイルをネットワーク • ドライブまたはリムーバブル • ディスク 
に保存すると、遅延適用タスクの場合、リブート後に SMA がそのドライブにアク 
セスできなくなる可能性があります。共用ネットワーク • ドライブを使用する必要 
がある場合は、次のステートメントをコマンド • ファイルに追加してください。 


<PromptBeroreDelayedApply>true</PromptBeroreDelayedApply> 


このステートメントを追加すると、遅延適用フェーズの開始前にプロンプトが現れ 
ます。このプロンプトが表示されている間に、ネットワーク接続を確立することが 
できます。 


バックグラウンド • ドメイン•ユーザーのバッチ•モードでの移行 

バックグラウンド.ドメイン•ユーザーをバッチ•モードで移行するには、次のよ 
うにします。 

1. ドメイン • コントローラーが移行ソース • コンピューターからネットワークを通 
して認識可能であることを確認します（ドメイン*コントローラーにログオンす 
る必要はありません)。 

2. ローカル 管理者アカウントを使用して、 ソース•コンピューターに ログオンしま 
す。 

3. オプション /c (ここで、移行するドメイン•ユーザーが次のようにコマンド•フ 
ァイルで指定される）を指定して SMABAT.EXE を起動します。 

<Incl)sers> 

<UserName>ourdomain¥domainuser 丄 </UserName> 

<UserName>ourdomain¥domainuser2</UserName> 

<UserName>ourdomain¥domainuser3</UserName> 

</IncUsers> 

ユーザーを指定するとき、ワイルドカードを使用できます。すべてのドメイン • 
ユーザーを移行するには、 （*) を次のように使用します。 

<IncUsers> 

<UserName>*¥*</UserName> 

</IncUsers> 

4. ドメイン•コントローラーがターゲット•コン ピュー ターからネットワークを介 
して認識可能であることを確認します（ドメイン*コントローラーにログオンす 
る必要はありません)。 

5. ターゲット•コンピューターがドメインのメンバーであることを確認します。こ 
の確認を行うには、「システムのプロパティー」の「コンピューター名」タブを 
開き、そのパネルの「ドメイン」設定を確認します。ドメイン名が表示されてい 
れば、ターゲット•コンピューターはそのドメインのメンバーということです。 
ドメイン名が表示されていない場合は、「変更」ボタンを押し、「コンピュータ 
一名の変更」パネルの指示に従ってそのコンピューターをドメインのメンバーと 
して入力します。 

6. ローカル管理者アカウントを使用して、ターゲット•コンピューターにログオン 
します（ドメイン • コントローラーにログオンする必要はありません)。 
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7. SMABAT . EXE をオプション /a (ここで、 SMA 移行ファイルが指定される）で 
起動します。 

8. コンピューターを再起動します。 

SMA は、ターゲット.コンピューターのドメイン*ユーザー.アカウントに設定を 
適用します。ドメイン•ユーザーがターゲット•コンピューターにログオンする 
と、処理は自動的に起動されます。 

9. ドメイン•ユーザーにログオンします。ドメイン•ユーザーが最初にログオン 
すると、 Windows オペレーティング • システムが自動的に新規ユーザー • プロ 
ファイルを作成します。これには数分かかることがあります。 

10. SMA の遅延適用タスクが自動的に実行を開始します。 

注：ステップ 回で ドメイン•ユーザー•アカウント （1 つまたは複数）を移行する 
場合、 SMA 移行ファイルをネットワーク • ドライブまたは取り外し可能ドライブに 
保存すると、遅延適用タスクの場合、再起動後に SMA がそのドライブにアクセス 
できなくなる可能性があります。共用ネットワーク • ドライブを使用する必要があ 
る場合は、次のステートメントをコマンド • ファイルに追加してください。 


<PromptBeroreDelayedApply>true</PromptBeroreDelayedApply> 


このステートメントを追加すると、遅延適用フェーズの開始前にプロンプトが現れ 
ます。このプロンプトが表示されている間に、ネットワーク接続を確立することが 
できます。 


SMABAT の戻 U コード 


表 9. SMABAT の戻 りコード 


戻りコード 

説明 

0 

正常終了。 

901 

lang.dll ファイルのロード.エラーです。 

902 

パラメーターが指定されていません。 

903 

オンライン • ヘルプ*ファイルを表示してく 
ださい。 

904 

プロファイルが欠落しています。 

905 

パスワードが必要です。 

906 

複数の移行モードが指定されています。 

907 

無効なコマンド • ファイルが指定されていま 
す。 

908 

無効なユーザー名が指定されました。 

909 

無効なプロファイル • ファイルが指定されて 
います。 

910 

一時ファイルの場所が必要です。 

911 

ログ*ファイルの場所が必要です。 

912 

TSM パスワードが必要です。 

913 

ドメイン • ユーザー • アカウント名が必要で 
す。 
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表 9. SMABAT の戻りコード (続き) 


戻りコード 

説明 

914 

ドメイン.ユーザー.アカウント • パスワー 
ドが必要です。 

915 

ドメイン-ユーザー • アカウント.パスワー 
ドが指定されています。 

916 

入カパラメーターが無効です。 

917 

必要なディスク • サイズが空きディスク•ス 
ペースより大きいです。 

918 

コマンド • ファイルのインポートに失敗しま 
した。 

919 

IBM マシンではありません。 

920 

フレームワークの初期化に失敗しました。 

921 

P 2 P キーワードの拡張環境ストリングのエラ 
一です。 

922 

P 2 P セットアップの失敗です。 

923 

TSM モードのエラーです。 

924 

別の smabat . exe が実行中です。 

925 

抽出コマンドのみ。 

926 

アーカイブ • ファイルの抽出に失敗しまし 
た。 

927 

Get User List のエラーです。 

928 

Get App List のエラーです。 

929 

Get Printer List のエラーです。 

931 

CSmaBat フレームワークの作成に失敗しまし 
た。 

932 

CSmaLangResource の作成に失敗しました。 

933 

BIOS 設定を確認してハードウェア障害を識 
別してください。 

934 

CArrayPrinterGuilnfo の作成に失敗しました。 
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表 9. SMABAT の戻りコード (続き) 


戻りコード 

説明 

999 

エラー • コード999が戻される原因は、以 

下のいずれかです。 

• SMA バッチの作成に失敗した。 

• SMA バッチの言語リソース内に不明のエ 
ラーが発生した。 

• カレントのマシンが IBM または Lenovo 
製ではない。 

• プリンターに不明のエラーが発生した。 

• 取り込みまたは適用ボタンを使用する1 
つ以上のプラグインの実行が失敗した。例 
えば、デスクトップ•アイコンのプラグイ 
ンが失敗しても、他のプラグインには影響 
しません。しかし、 FileAndFolder プラグ 
インが失敗すると、詳細な重大度は詳細口 
グを表示することで決定されます。 

• 何らかの未処理例外が発生した。 


第 4 章バッチ•モードでの移行の実行 49 





50 System Migration Assistant デプロイメント • ガイドバージョン 6.0 


第 5 章移行の参考例 


この章では 、 System Migration Assistant の移彳了の参考例を説明するいくつかのシナ 
リオを示します。示すシナリオは次のとおりです。 

• シングル. ユーザーの 移行 
• シングル.ドメイン. ユーザーの 移行 
• マルチ ユーザーの バッチ. モー ドでの移行 
• マルチ ユーザーの バッチ. モー ドでの移行 
• マルチ ユーザーの 移行 
• マルチ ユーザーの 移行 


シナリオ1:シングル•ユーザーの移行 

操作の概要 

SMA の自動インストールを開始す るには、 エンド • ユーザーは 共用ドライ 
ブ上のインストール用バッチ • コマンド.ファイルをダブルクリックし ま 
す。インストールが完了すると、 GUI モードの移行が自動的に開始し ま 
す。 取り込み操作を開始す るには、 コンピューターの選択画面が表示された 
ら、エンド. ユーザーは 「ソース•コンピューター」 を選択し ます。 SMA 
がソース.コンピューターで取り込み操作を完了すると、サーバーの共用フ 
ォルダーに移行ファイルが作成され ます。 次に、ターゲット PC のエン 
ド， ユーザーは、 コンピューターの選択画面が表示されたら 「ターゲット. 
コンピューター」 を選択することにより適用フェーズを開始し ます。 SMA 
は 共用フォルダー上の移行ファイルを検索し、データと設定の適用を開始し 
ます。 


移行の条件 

シングル • ユーザーの移行 条件を!丢 i 51 に要約して示します。 


表 10. シングル•ユーザーの移行条件 


項目 

ソース PC 

ターゲット PC 

操作者 

エンド.ユー 

ザー 

エンド.ユーザー 

Windows OS のバージョン 

Windows 2000 

Proressional 

Windows XP、Windows 

Vista 、 または Windows 7 
(夕ーゲット OS が Windows 
Vista または Windows 7の場 
合 、 System Migration 

Assistant はファイルとフオル 
ダーのみが移行できます。） 

ログオン • ユーザー • アカウントのタイプ 

(デフオルト） 

ローカル 管理者 

ツール ( SMABAT または SMA ) 

SMA 

SMA 


© Copyright Lenovo 2008, 2009 
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表 10. シングル • ユーザーの移行条件(続き) 


項目 

ソース PC ターゲット PC 

接続（ファイルまたは PC から PC ) 

X :にマップされたドライブ上に配置されるフ 
ァイル。 

X:¥Fil eName 

移行される設定 

デスクトップ設定 

デスクトップ•アイコン 
タスク バー 
壁紙 

ネットワーク設定 

マップされたドライブ 

ODBC データ • ソース 

アプリケーション設 
定 

Microsoft Access 

Microsoft Word 

Microsott Excel 

Microsoft PowerPoint 

Microsoft Internet Explorer 

Microsoft Outlook 

プリンター設定 


移行されるファイル 
とフォルダー 

C:¥My Documents 
*. mp 3 

移行から除外される 
ファイルとフォルダ 

IE Cookies 

IE 一時ファイル 


移行前に管理者が実施する作業 

1. サーバー上に次の2つの共用フォルダーを準備します。 

8\1八_セットアップ用の SMA_Inst 

SMA _^ ff ファイルを置くための SMA_Files 

2. SMA _ Inst フォルダーに次のファイルを準備します。 

SMA GUI をカスタマイズするための config.ini 

移行コマンドをカスタマイズするための GUI _ default _ commands.xml 

SMA をインストールするための SMASetup.exe 

上記ファイルをセットアップするための Capture . bat と Apply.bat 

移行前にエンド • ユーザーが実施する作業 

ソースおよびターゲットの両 PC から SMA _ Inst 共用フォルダーを Y : ド 
ライブとしてマップします。 

ソースおよびターゲットの両 PC から SMA _ Files 共用フォルダーを X :ド 
ライブとしてマップします。 

移行中に管理者が実施する作業 

何もありません 

移行中にエンド • ユーザーが実施する作業 
ソース PC で以下を行います。 
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1. Y : ドライブ上の Capture.bat ファイルをダブルクリックして SMA セッ 
トアップを開始します。 

2. GUI モードの移行が開始したら、移行する設定に応じてアプリケーシヨ 
ンを選択し、次に移行するファイルとフォルダーを選択します。 

3. 「名前を付けて保存」ダイアログ•ウィンドウが開いたら、 X :ドライブ 
に移行ファイル名を指定します。 

4. 取り込み操作が完了すると、移行ファイルが X :¥ ドライブに作成されま 
す。 

5. ターゲット PC の操作に移ります。 

ターゲット PC で以下を行います。 

1. Y : ドライブ上の Apply.bat ファイルをダブルクリックして SMA セット 
アップを開始します。 OS が Windows Vista または Windows 7で、管 
理者アカウントにログオンしているときは、「管理者として実行」オプ 
シヨンを指定した Apply.bat を使用して SMA のセットアップを開始し 
ます。 

2. GUI モードの移行が開始し、移行方法の選択画面が表示されたら「カス 
タム移行」「ターゲット」「移行ファイル」を選択します。 

3. 「ファイルを開く」ダイアログ•ウィンドウが開いたら、 X :¥ ドライブ 
の移行ファイルを選択します。ここで、移行するすべてのアプリケーシ 
ヨン設定、ファイル、およびフォルダーが取り込まれていることを確認 
します。 

4. 移行が完了したら、コンピューターを再起動して、選択された設定がす 
ベて 正しく移行されたことを確認します。 


config . ini ファイルの例 

★★★★★★★★★★★★★★★★★★女*★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★大女★★★★★★★太★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★太★★女 

CONFIG.INI 

This file is intended for use with SMA version 6.0. It is used to override 

default settings witmn SMA. 

Important: Any text that appears after a semicolon 11 ; 11 will be treated as a 
comment. The semicolon must appear at the beginning of the text 
and must not be preceded by other characters. Also ， the text 
in this file is not case sensitive. 

For example: C:¥C0MMANDS.XML is treated exactly the same as 
c:¥commands.xml. 

★女**************************************************************************** 


GLOBAL OPTIONS 


Configuration File 一 Show—Configuration Messages = no 
Import_Command_Fi1e = GUI_default_commands.xml 
Import 一 Command 一 File 一 For Apply = GUI_default_commands_apply.xml 
Export_Command_Fi1e = 

Just 一 Create 一 Command File = 

Verbose 一 Logging = yes 
Enable 一 4GFat32 warning = yes 
Preprocess Executable = 

;Set YES/NO to display/hide the previous file selection dialog 
Show_Previous_Fi1e_Selection_Dialog = no 
;Set YES/NO to display/hide the message for P2P migration 
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Show_P2P_Messagebox = no 

;Set YES/NO to display/hide the file dialog to open and save migration file 
Show 一 File_Dialog = no 

;Set YES/NO to display/hide the start processing message dialog 
Show_Start_Processing_Dialog = no 
;Set YEb/NO to display/hide the reboot message dialog 
Show_Reboot_Dialog = yes 

;Set YES/NO to display/hide the progress dialogs 
Show_All_Progressbar_Diaiogs = yes 

;Set YES/NO to display/hide the all warning message dialogs 
Show_All_Warning_Dialogs = yes 
;Set YES/NO to enable/disable password protection 
Enable Password Protection = no 


SHOW/NOT SHOW PAGE OPTIONS 


Splash 一 Page Show 一 Page = no 
Weicome_Page_Show_Page = no 
Begin 一 Page Show_Page = no 
TopOptions_Page_Show Page = no 
MigOptions_Page_Show 一 Page = no 
Profi1es_Page_Show_Page = no 
Desktop_Page_Show Page : no 
Applications—Page 一 Show 一 Page = yes 
Network_Page 一 Show Page = no 
Printers_Page_Show_Page = no 
Selection 一 Page_Show_Page = yes 
AutoManual_Page 一 Show 一 Page = no 
P2P_Logon_Page_Show_Page = no 
P2P Auto_SRC_Page_Show_Page = no 
P2P_Manual_TGT_Page_Show_Page = no 
P2P_Manual_SRC_Page_Show_Page = no 
P2P_SourceYni_Page 一 5how 一 Page = no 
P2P Keyword_Page_Show_Page = no 
Receive Data_Page_Show_Page = no 
Log 一 Page_Show Page = yes 
SummaryTypical_Page_Show_Page = yes 


WINDOW TITLE OPTIONS 


Welcome_Page 一 Title = 
Begin_Page_Title = 

TopOptions_Page_Title = 
MigOptions_Page Title = 
Profiles 一 Page 一 Title = 
Desktop_Page_lltle = 

Applications—Page 一 Title = 
Network_Page_Title = 
Printers 一 Page 一 Title = 

Selection_Page_Tit1e = 
AutoManual_Page_Title = 

P2P 一 Logon_Page 一 Title = 

P2P Auto_SRC 一 Page 一 Title = 
P2P_Manual_TGT_Page_Title = 
P2P_Manual_SRC_Page_Title = 
P2P_SourceTni_Page_Title = 
P2P Keyword_Page_Title = 
Receive Data_Page 一 Title = 
Log 一 Page 一 Title = 

SummaryTypical—Page 一 Title = 


GUIDANCE TEXT OPTIONS 


Weicome_Page_Guidance 一 Text = 

Begin 一 Page_Guidance—Text = 
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TopOptions_Page_Guidance 一 Text = 

MigOptions_Page_Guidance 一 Text = 
Profi1es 一 Page Guidance—Text = 
Desktop 一 Page 一 Guidance 一 〒 ext = 

Applications 一 Page_Gui5ance 一 Text = 
Network_Page 一 Guidance 一 Text = 
Printers 一 Page Guidance 一 Text = 
Selection Page_Guidance_Text = 
AutoManual_Page_Guidance 一 Text = 
P2P_Logon_Page_Guidance_Text = 
P2P_Auto_SRC_Page Guidance_Text = 
P2P Manual_TGT_Page_Guidance_Text = 
P2P Manual_SRC_Page_Guidance_Text = 
P2P_SourceIni_Page_Guidance 一 〒 ext = 
P2P_Keyword_Page_Guidance_Text = 
Receive Data_Page Guidance 一 Text = 
Log_Page 一 Guidance 一 Text = 

SummaryTypical_Page_Guidance 一 Text = 


SPLASH PAGE 


Splash Page 一 Display 一 Time 


BEGIN PAGE 


;Set Typical/Custom to perform a Typical/Custom migration. 
Begin 一 Page 一 Choice 一 Type = 


TOP OPTIONS PAGE 

Note: When you set Begin_Page_Choice_Type = Typical ， 
TopOptions 一 Page 一 xxxx options are unavailable. 


;If tms is the PC you want to move to, set Target. 

;If this is the PC you want to move from, set Source. 

TopOptions_Page_Choice Mode = 

;Choose the type of migration you want to perform below. 

;FileTransfer : Copy files and settings using a removable media 
;P2P : PCs are directly connected by an ethernet cable 

TopOptions_Page_Choice—TransferMode = 

;Set yes to perform a Target-Initiated migration, 

; or set no to perform a standard migration. 

TopOptions_Page_Target—Initiated_Migration = 


INSTALL METHOD PAGE 


;Set Network/Media to perform a Auto/Manual migration. 
InstallMethod_Page_Choice_Method = 


MIGRATION OPTIONS PAGE 


Options Page_Choice 一 Profiles = display,enabled，checked 
Options 一 Page_Choice_Desktop = display,enabled，checked 
Options_Page 一 Choice_Applications = display,enabled,checked 
Options_Page_Choice_Printers = hide,enabled,unchecked 
Options Page_Choice_Network = display,enabled，checked 
Options_Page_Choice_Fi 1 es = display,enabled,checked 


DESKTOP PAGE 


Desktop 一 Page_Choice_Desktop Settings = display,enabled 
Desktop_Page_Choice 一 Accessibility = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice 一 Active 一 Desktop = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice_Colors = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice 一 Desktop_Icons = display,enabled 
Desktop 一 Page 一 Choice 一 Display = display,enabled 
Desktop_Page_Choice 一 Icon 一 Font = display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Keyboard = display,enabled 
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Desktop_Page_Choice_Mouse = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice 一 Pattern = display,enabled 
Desktop 一 Page 一 Choice 一 Screen_Saver = display,enabled 
Desktop 一 Page 一 Choice 一 Send 一 To_Menu = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice 一 Shell=display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Sound = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice 一 Start Menu = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice—Task Bar = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice 一 Time 一 Zone = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice 一 Wall paper = display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Window_Metrics = display,enabled 


APPLICATIONS PAGE 


Applications_Page_Show_Registry_Button = no 


NETWORK PAGE 


Network_Page 一 Choice—TCP IP 一 Configuration = display 
Network_Page 一 Choice 一 IP 一 Subnet 一 Gateway = display,enabled 
Network_Page_Choice_DNb_Configuration = display,enabled 
Network_Page_Choice_WINS_Configuration = display,enabled 
Network_Page_Choice_Network_Identification = display 
Network_Page_Choice_Computer_Name = display,enabled 
Network_Page 一 Choice_Computer 一 Description = display,enabled 
Network_Page_Choice_Domain_Workgroup = display,enabled 
Network_Page_Choice_0ther = display 
Network_Page_Choice_Mapped_Drives = display,enabled 
Network_Page_Choice_Diai Up_Networking = display,enabled 
Network_Page 一 Choice 一 Shared_Folders_Drives = display,enabled 
Network_Page 一 Choice 一 ODBC DataSources = display,enabled 


FILE AND FOLDER SELECTION PAGE 


Selection_Page 一 File 一 Quota = 

Selection_Page 一 Fi1e 一 Warning_Message = 

;Warnings 

[Selection_Page 一 Warning_Extensions_Start] 

exe 

com 

dll 

[Sel ecti on_Page_Warni ng_Extensi ons—End] 

GULdefault — commands.xml フアイルの例 

<?xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<! __ 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#l</comment> 
<comment>Migration from Win2_ to Win XP by File Migration</comment> 

--> 

<Password> 

<P1ainPassword></PlainPassword> 

</Password> 

<TransferMode> 

<mode>Fi1e</mode> 

</TransferMode> 

<P2P> 

<connection_id></connection id> 

</P2P> 

<FilesAndFolders> 

<run>true</run> 
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</Fi1esAndFolders> 

<ArchiveFile> 

<fi1ename>X:¥Fi1eName.sma</fi1ename> 
</ArchiveFile> 


<Desktop> 

<desktop 一 settings>false</desktop 一 settings> 
<accessibi1ity>false</accessibility> 
<active_desktop>false</active_desktop> 
<colors>false</colors> 

<desktop_icons>true</desktop_icons> 

<display>false</display> 

<icon_metrics>false< ハ con_metrics> 
<keyboard>false</keyboard> 

<n 1011 se>fal se</mouse> 

<pattern>false</pattern> 
<screen_saver>false</screen—saver> 
<sendto_menu>false</sendto_menu> 

<shell>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 
<taskbar>true</taskbar> 

<time 一 zone>false</time_zone> 

<wal1paper>true</wal1 paper> 

<window metrics>false</window_metrics> 
</Desktop> 


<Network> 

<ip_subnet_gateway_configuration>false</ip_subnet 一 gateway 一 configuration> 
<dns 一 conTiguration>false</dns_conn guration> 

<wins 一 configuration>fal se</wins_conti gurati on> 

<computer_name>false</computer_name> 

<computer_description>false</computer description> 

<domain_workgroup>false</domain_workgroup> 

<shared_folders drives>false</shared_folders_drives> 

<mapped_drives>true</mapped drives> 

<dialup 一 networking>false</dial up networking> 

<microsoft_networking>false</microsoft_networking> 
<odbc_datasources>true</odbc_datasources> 

く / Network 〉 


<Applications> 

<Application>Mi crosoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
</Applications> 


Access</Application> 

Office Word</Application> 

Office Excel</Application> 

Office Power Point</Application> 
Internet Explorer</Application> 
Out!ook</Application> 


<Inclusions> 

<IncDescription> 

<Description>C:¥My Documents^ /s</Description> 
<Dest>%U$ERPROFILE%¥My Documents く / Dest> 
<Operation>P</Operati on> 

<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>*:¥*.mp3 /s</Description> 
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<Dest>%USERPROFILE%¥My Documents く / Dest> 

<0peration>P</0peration> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>%WINDIR%¥Temporary Internet Fi1es¥</Description> 
<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

<Incllsers> 

<UserName></UserName> 

</IncUsers> 

<ExcUsers> 

<UserName>ASPNET</UserName> 

</ExcUsers> 

<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 

<Printers> 

<Printer></Printer> 

</Printers> 

<MISC> 

<bypass_registry>false</bypass_registry> 

<overwrite_existing_fi1es>true</overwrite_existing fi1es> 

<resolve icon 1inks>false</resolve icon 1inks> 

</MISC> 一一 一一 

々 control card> 

Capture . bat ファイルの例 

@echo SMA6.0 Installation is in progress … 
start /WAIT SMAsetup.exe /s /v"/qn" 

copy config.ini "C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥config.ini" /y 

copy GUI_default_commands.xml "C:¥Program Files¥ThinkVantage¥SMA¥GUI_default commands.xml"/y 
"C:¥Program Files¥ThinkVantage¥SMA¥sma.exe" 
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Apply . bat フアイルの例 

@echo SMAb.O Installation is in progress... 
start /WAIT SMAsetup.exe /s /v'Vqn" 

copy GUI 一 default commands.xml "C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥GUI_default commands.xml 11 /y 
"C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥sma.exe" "¥¥ServerName¥Folder¥Fi1eName.sma" 


シナリオ 2: シングル*ドメイン•ユーザーの移行 

操作の概要 

ユーザーは 管理者特権を持たないため SMA はソフトウェア配布ツールによ 
り自動的にインストールされるものとします。エンド*ユーザーはドメイン 
の信用証明を保管し、ドメインへ参加してターゲット PC にユーザー•プ 
ロファイルを作成します。エンド•ユーザーはソース PC とターゲット PC 
をイーサネットを使用して接続し、 2 つの CD を準備します。片方の CD 
はソース PC 上で Capture . bat ファイルを実行するようにセツトし、もう片 
方の CD はターゲット PC 上で Apply . bat ファイルを実行するようにセッ 
卜します。 

移行の条件 _ 

シングル • ドメイン • ユーザーの移行 条件を! 表 iil に要約して示します。 


表 11. シングル • ドメイン•ユーザーの移行条件 


項目 

ソース PC 

ターゲット PC 

操作者 

エンド.ユーザー 

エンド.ユーザー 

Windows OS のバージョン 

Windows 2000 

Proiessional 

Windows XP 

Proiessional 

ログオン • ユーザー • アカウントのタイプ 

ドメイン • パワー • 
ユーザー 

ドメイン • パワー • 
ユーザー 

ツール (SMABAT または SMA) 

SMABAT 

SMABAT 

接続：ファイルまたは PC から PC へ 

イーサネット経由の PC から PC へ（ピアツ 
ーピァ） 

移行される設定 

デスクトップ設定 

デスクトップ，アイコンの表示（アイコンの 
リンクの解決オプシヨンはこのケースでは使 
用されません） 

ネットワーク設定 

マップされたドライブ 

アプリケーション設 
定 

Lotus Sametime® 

Lotus Notes 

プリンター設定 

いいえ 

移行されるファイル 
とフォルダー 

ユーザーの「マイドキュメント」フォルダ 
一内の全ファイル 

移行から除外される 
ファイルとフォルダ 

すべての .mp3 ファイル。デスクトップ•ア 
イコンで移行されたファイルは除外できませ 
ん。 


移行前に管理者が実施する作業 

移行 CD を準備します。 
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取り込み CD 

以下のファイルを取り込み CD のルート•ディレクトリーに準備します。 

• 移行コマンドをカスタマイズするための Commands.xml 

ユーザー特権が「制限ユーザー」（管理者は除く）の場合は、 

Commands.xml ファイルの < IncUsers > 選択にユーザー名を追加しないで 
ください。 

• SMA 取り込み処理を開始するための Capture.bat 

• Capture.bat を自動的に実行するための autorun.inf 
適用 CD 

以下のファイルを適用 CD のルート•ディレクトリーに準備します。 

• SMA 適用処理を開始するための Apply.bat 

• Apply.bat を自動的に実行するための autorun.inf 

移行前にエンド • ユーザーが実施する作業 

何もありません 

移行中に管理者が実施する作業 

何もありません 

移行中にエンド • ユーザーが実施する作業 
ソース PC で以下を行います。 

1. ドメイン•ユーザーとしてログオンします。 

2. SMA がインストールされていることを確認します。 

3. ソース PC に取り込み CD を挿入します。 Capture.bat ファイルが自動 
的に立ち上がり、取り込み処理が開始します。 

ターゲット PC で以下を行います。 

1. ドメイン•ユーザーとしてログオンします。ログオン•ユーザー名はソ 
ース PC のものと同じ必要があります。 

2. SMA がインストールされていることを確認します。 

3. ターゲット PC に適用 CD を挿入します。 Apply.bat ファイルが自動的 
に立ち上がり、適用処理が開始します。 

4. コンピューターの再起動を促すプロンプトが表示されたら、移行は完了 
です。 

5. ターゲット PC を再起動します。 

取り込み CD 内容の例 


Capture.bat フアイルの例 

@echo off 
md C:¥SMAW0RK 

copy /y commands.xml C:¥SMAW0RK¥ 

: start 

set connectionID= 

set /p connectionID="type connection id >" 
if /i "%connectionID%"=="" goto start 
if /i "%connectionID%"=="exit" goto end 
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echo Start Capture operation … 

"C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥smabat.exe" /c "C:¥SMAWORK¥commands.xml"/p2p %connectionID% 

: end 

set connectionID= 

commands.xml フアイルの例 

く ？ xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<! __ 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#2</comment> 

<comment>Migration single domain user from Win20OO to Win XP by PC to PC Migration</comment> 

--> 

<Password> 

<P1 ai nPassword></PlainPassword> 

</Password> 

<TransferMode> 

<mode>P2P</mode> 

</TransferMode> 

<P2P> 

<connection 一 id>unique_password</connection_id> 

</P2P> 

<FilesAndFolders> 

<run>true</run> 

</Fi1esAndFolders> 

<ArchiveFile> 

<fi 1 ename></fi1ename> 

</ArchiveFile> 

<Desktop> 

<desktop_settings>false</desktop_settings> 

<accessibiIity>false</accessibility> 

<active_desktop>false</active_desktop> 

<col ors>false</colors> 

<desktop_icons>true</desktop_icons> 

<di splay>true</display> 

<icon 一 metrics>false</icon 一 metrics> 

<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 

<screen_saver>false</screen saver> 

<sendto_menu>false</sendto menu> 

<shell>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 

<taskbar>false</taskbar> 

<time_zone>false</time_zone> 

<wal1paper>false</wal1 paper> 

<window_metrics>false</window_metrics> 

</Desktop> 

<Network> 

<ip subnet_gateway_configuration>false</ip_subnet_gateway_confi guration> 

<dns 一 configuration>false</dns—configurati on> 

<wins 一 configuration>false</wins 一 configuration> 

<computer_name>false</computer name> 

〈computer description>false</computer_description> 

<domain_workgroup>false</domain_workgroup> 

<shared_folders_drives>false</shared_folders dri ves> 

<mapped an ves>true</mapped dri ves> 

<dialup_networking>false</dialup_networking> 

<microsoft_networking>false</microsoft_networking> 
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<odbc_datasources>false</odbc_datasources> 

〈 /Network 〉 

<Applications> 

<Application>Lotus Notes</Application> 

<Application>Lotus Sametime</Application> 

</Applications> 

<Inclusions> 

<IncDescription> 

<Description>%USERPROFILE%¥My Documents^ /s く / Description 〉 
<Dest></Dest> 

<0peration></Operation> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</bizeCompare> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>*:¥*.mp3 /s</Description> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

<IncUsers> 

<UserName></UserName> 

</IncUsers> 

<ExcUsers> 

<UserName>ASPNET</UserName> 

</ExcUsers> 

<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 

<Printers> 

<Printer></Printer> 

</Printers> 

<MISC> 

<bypass_registry>false</bypass_registry> 

<overwrite_existing_fi1es>true</overwrite_existing_fi1es> 

<resolve 一 icon 」 inks>false</resolve_icon 一 1inks> 

<autoreboot>2</autoreboot> 

</MISC> 

々 control card> 
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適用 CD 内容の例 

Apply.bat フアイルの例 

@echo Off 
md C:¥SMAW0RK 

copy /y commands.xml C:¥SMAW0RK¥ 

: start 

set connectionID= 

set /p connectionID="type connection id >■■ 
if ハ "%connectionID%"=="" goto start 
if /i "%connectionID%"=="exit" goto end 
echo Start Apply operation... 

"C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥smabat.exe" /a "C:¥SMAWORK¥commands.xml"/p2p %connectionID% 

: end 

set connectionID= 

commands.xml ファイルの例 

く ？ xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<! __ 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#2</comment> 

<comment>Migration single domain user from Win20OO to Win XP by PC to PC Migration</comment> 

- -> 

<Password> 

<P1 ainPassword></PlainPassword> 

</Password> 

<TransferMode> 

<mode>P2P</mode> 

</TransferMode> 

<P2P> 

<connection—id>unique_password</connection_id> 

</P2P> 

<FilesAndFolders> 

<run>true</run> 

</Fi1esAndFol ders> 

<ArchiveFile> 

<fi1ename></fi 1 ename> 

</ArchiveFile> 

<Desktop> 

<desktop_settings>false</desktop settings> 

<accessiDility>false</accessibi1ity> 

<active_desktop>false</active_desktop> 

<colors>false</colors> 

<desktop 一 icons>true</desktop_icons> 

<display>true</display> 

<icon_metrics>false</icon_metrics> 

<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 

<screen_saver>false</screen saver> 

<sendto_menu>false</sendto_menu> 

<shell>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 

<taskbar>false</taskbar> 

<time_zone>false</time_zone> 

<wal1paper>false</wal1 paper> 
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<window_metrics>false</window_metrics> 

</Desktop> 

<Network> 

<ip_subnet_gateway_configuration>false</ip_subnet_gateway_configuration> 
<dns 一 configuration>false</dns 一 configuration> 

<wins 一 configuration>false</wins_contiguration> 

〈 computer—name>false</computer_name> 

<computer_description>false</computer_description> 

<domain_workgroup>false</domain workgroup 〉 

<shared_folders_drives>false</shared_folders 一 drives> 

<mapped drives>true</mapped drives> 

<dialup networking>false</diaiup networking 〉 

<microsoft networking>false</microsoft_networking> 

<odbc_datasources>false</odbc_datasources> 

く / Network 〉 

<Applications> 

<Application>Lotus Notes</Application> 

<Application>Lotus Sametime</Application> 

</Appllcations> 

<Inclusions> 

<IncDescription> 

<Description>%USERPROFILE%¥My Documents^ /s く / Description 〉 
<Dest></Dest> 

<0peration></0peration> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>*:¥*.mp3 /s</Description> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<bizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

<IncUsers> 

<UserName></UserName> 

</IncUsers> 

<ExcUsers> 

<UserName>ASPNET</UserName> 

</ExcUsers> 

<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 

<Printers> 

<Pri nterx/Pri nter> 

</Printers> 
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<MISC> 

<bypass_regi stry>fal se</bypass 一 regi stry> 

<overwrite_existing_fi1es>true</overwrite_existing fi1es> 
<resolve_icon_links>false</resolve—icon 」 inks> 
<autoreboot>2</autoreboot> 

</MISC> 

々 control card> 


シナリオ 3: マルチユーザーのバッチ，モードでの移行 

操作の概要 

ソース PC 上で、管理者は共用フォルダー内の Capture . bat ファイルをダブ 
ルクリックして SMA のインストールを開始します。インストールが完了す 
ると、バッチ•モードでの移行が自動的に開始します。ターゲット PC 上 
で、管理者は Apply . bat ファイルをダブルクリックして SMA のインストー 
ルを開始します。この後、移行は適用フェーズになります。 

移行の条件 

マルチ ユーザーの バッチ • モー ドでの移行条件 _ 121 に要約して示しま 
す。 

表 12. マルチユーザーのバッチ .モードでの移行条件 


項目 

ソース PC 

ターゲット PC 

操作者 

Administrator 

Administrator 

Windows OS のバージョン 

Windows XP 

Proiessional 

Windows XP 

Professional、Windows 

Vista 、 または 

Windows 7 

ログオン • ユーザー • アカウントのタイプ 

ドメイン管理者 

ドメイン管理者 

ツール ( SMABAT または SMA ) 

SMABAT 

SMABAT 

接続：ファイルまたは PC から PC へ 

サーバー上のファイルは 

¥¥ Server ¥ folder¥FileN ame 
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表 12. マルチユーザーのバッチ • モードでの 移行条件 ( 続き ) 


項目 

ソース PC 

ターゲット PC 

移行される設定 

デスクトップ設定 

デスクトップ•アイコンの表示（アイコンの 
リンクの解決オプシヨンがこのケースでは使 
用されます） 

スクリーン • セーバー 
壁紙 


ネットワーク設定 

マップされたドライブ 


アプリケーション設 
定 

Microsoft Access 2000 から 2003 

Microsoft Word 2000 から 2003 

Microsoft Excel 200 0 から 2003 

Microsoft PowerPoint 200 0 から 2003 

Microsoft Outlook 200 0 から 2003 


プリンター設定 

いいえ 


含まれるファイルと 
フォルダー 

「マイドキュメント」フォルダー内の全ユ 
ーザーのファイル (Documents and 
Settings¥*¥My Documents) 

PC 上の全 .doc ファイル 

PC 上の全. ppt ファイル 

PC 上の全. xls ファイル 


移行から除外される 
ファイルとフォルダ 

Documents and Settings¥Administrator rolder 
and Documents and Settings¥All Users folder 


移行前に管理者が実施する作業 

1. サーバー上に次の2つの共用フォルダーを準備します。 

• SMA — セットアップ用の SMA_Inst 

• 移行ファイルを配置するための SMA_Files 

2. SMA _ Inst フォルダーに次のファイルを準備します。 

• SMA をインストールするための SMASetup.exe 

• ソース PC 上で移行コマンドをカスタマイズするための 
Commands .xml 

• ソース PC 上で SMA をセットアップし呼び出すための Capture.bat 

• ターゲット PC 上で SMA をセットアップし呼び出すための 
Apply.bat 

3. エンド.ユーザーに対して、移行対象のファイルを「マイドキュメン 
卜」フォルダーに移動またはコピーするように依頼します。 

移行前にエンド • ユーザーが実施する作業 

移行対象のファイルを「マイドキュメント」フォルダーに移動またはコピ 
一し ます。 

移行中に管理者が実施する作業 

ソース PC で以下を行います。 

1. ドメイン管理者アカウントを使用してコンピューターにログオンしま 
す。 


66 System Migration Assistant デプロイメント • ガイドバージヨン 6.0 












2. SMA _ Inst 共用フォルダーを Y :¥ ドライブとしてマップします。 

3. SMA インストールを開始するために Capture . bat ファイルをダブルクリ 
ックします。 

4. SMABAT オペレーションが完了したら、移行ファイルが作成されること 
を確認します。 

¥¥Server¥Fol der 

ここで、 ¥¥ Server ¥ Folder は、 UNC 形式の SMA _ Files 共用フォルダー 
です。 

5. ソース PC をシャットダウンし、ターゲット PC の操作に移ります。 

ターゲット PC で以下を行います。 

1. SMA _ Inst 共用フォルダーを Y : ドライブとしてマップします。 

2. 移行ファイルの適用を開始するために Apply . bat ファイルをダブルクリ 
ックします。 

3. 移行が完了し、コンピューターの再起動を促すプロンプトが表示されま 
す。 

4. ターゲット PC を再起動します。 

5. 移行済みユーザーに対して、ターゲット PC にログオンし、遅延適用処 
理を完了するように依頼します。 

移行後にエンド • ユーザーが実施する作業 

1. ターゲット PC にログオンし、遅延適用処理が開始することを確認しま 
す。 

2. 遅延適用処理が完了したらコンピューターを再起動します。 

commands.xml ファイルの例 

<?xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<! __ 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#3</comment> 

<comment>MultiUsers Migration from WinXP to Win XP by Domain Administrator via File 

Migration 

</comment> 


<Password> 

<P1 ainPassword></PlainPassword> 
</Password> 


<TransferMode> 

<mode>Fi1e</mode> 
</TransferMode> 


<P2P> 

<connection_id></connection—id> 

</P2P> 


<FilesAndFolders> 

<run>true</run> 
</Fi1esAndFolders> 


<ArchiveFile> 

<fi1ename>¥¥ServerName¥Folder¥Fi1eName.sma</fi1ename> 
</ArchiveFile> 
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<Desktop> 

<desktop_settings>false</desktop_settings> 
<accessibi1ity>false</accessibi1ity> 

<active_desktop>false</active_desktop> 
<colors>false</colors> 

<desktop_icons>true</desktop_icons> 

<display>false</display> 

<icon_metrics>false</icon_metrics> 
<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 
<screen_saver>true</screen_saver> 
<sendto_menu>false</sendto_menu> 

<shell>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 
<taskbar>false</taskbar> 

<time_zone>false</time_zone> 

<wal1paper>true</wal1paper> 

<window_metrics>false</window_metrics> 
</Desktop> 


<Network> 

<ip_subnet_gateway 一 configuration>false</ip_subnet_gateway_configuration> 
<dns 一 corrn gurati on>fal se</dns_conn gurati on> 

<wins 一 configuration>false</wins_contiguration> 

〈 computer 一 name>false</computer_name> 

<computer_description>false</computer_description> 

<domain_workgroup>false</domain workgroup 〉 

<shared_folders_drives>false</shared_folders_drives> 

<mapped drives>true</mapped drives> 

<dialup_networking>false</dialup 一 networking> 

<microsoft_networking>false</microsoft_networking> 

<odbc_datasources>false</odbc_datasources> 

く / Network 〉 


<Applications> 

<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
</Applications> 


Access</Application> 

Office Word</Application> 

Office Excel</Application> 

Office Power Point</Application> 
Outlook</Application> 


<Inclusions> 

<IncDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥*¥My Documents^ /s</Description> 
</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>*:¥*.doc /s</Description> 

<Dest>C:¥other_office_fi1es</Dest> 

<0peration>P</Operation> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>*:¥*.xls /s</Description> 

<Dest>C:¥other_office_fi1es</Dest> 

<0peration>P</Operation> 

<DateCompare> 


68 System Migration Assistant デプロイメント • ガイドバージョン 6.0 


<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>*:¥*.ppt /s</Description> 

<Dest>C:¥other_office_fi1es</Dest> 

<Operation>P</Operation> 

<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥Administrator¥ /s</Description> 
<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

<ExcDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥Al1 Users¥ /s</Description> 
<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

<IncUsers> 

<UserName>$(al1)</UserName> 

</IncUsers> 

<ExcUsers> 

<UserName>ASPNET</UserName> 

<UserName>Administrator</UserName> 

<UserName>Guest</UserName> 

<UserName>SQLDebugger</UserName> 

</ExcUsers> 

<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 

<Printers> 

<Printer></Pri nter> 

</Printers> 
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<MISC> 

<bypass_regi stry>fal se</bypass—regi stry> 

<overwrite_existing_fi1es>true</overwrite_existing_fi1es> 
<resolve 一 icon_links>false</resolve_icon_links> 
<autoreboot>2</autoreboot> 

</MISC> 

々 control card> 
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.bat ファイルの例 

例 1: Capture.bat 

@echo SMAb.O Installation is in progress … 
start /WAIT SMAsetup.exe /s /v"/qn" 
md C:¥SMAW0RK 

copy commands.xml "C:¥SMAWORK¥commands.xml"/y 
@echo Start Capture operation … 

"C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥smabat.exe" /c "C:¥SMAWORK¥commands.xml 

例 2: Apply.bat 

@echo SMA6.0 Installation is in progress … 
start /WAIT SMAsetup.exe /s /v"/qn" 
md C:¥SMAW0RK 

copy commands.xml "C:¥SMAWORK¥commands.xml 11 /y 
@echo Start Apply operation … 

"C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥smabat.exe" /a "C:¥SMAWORK¥commands.xml 


シナリオ 4: マルチユーザーのバッチ • モードでの移行 

操作の概要 

エンド • ユーザーはソース pc とターゲット pc をイーサネットで接続 
し、2つの CD を準備します。片方の CD は Capture . bat ファイル、もう 
片方は Apply . bat ファイルが自動的に実行されるようにセットします。ソー 
ス PC 上で、 Capture . bat ファイルが SMA のインストールを開始し、イン 
ストールが完了すると、バッチ • モードの移行が開始します。ターゲット 
PC 上で、 Apply . bat ファイルが SMA をインストールし、次にバッチ•モ 
ードによる適用フェーズが開始します。このケースでは、ソース PC の 
TCP / IP 設定は静的 IP で、 TCP / IP 、 DNS 、 WINS 設定、コンピューター名、 
およびネットワーク名の移行が要求されています。これらの設定の移行で 
は、適用処理は4つのステップに分けられます。 

移行の条件 _ 

マルチユーザーのバッチ.モードでの移行条件 _ 131 に要約して示しま 
す。ターゲット OS が Windows Vista または Windows 7の場合、ソース 
PC の DNS 構成設定は、1次ドメイン • コントローラー （ PDC ) にアクセ 
スできる適切な値が入っている必要があります。 


表 13. マルチユーザーのバッチ， モー ドでの 移行条件 


項目 

ソース PC 

ターゲット PC 

操作者 

Administrator 

Administrator 

Windows OS のバージョン 

Windows 2000 

Proiessional 

Windows XP 

Proiessional、Windows 

Vista 、 または 

Windows 7 

ログオン • ユーザー • アカウントのタイプ 

ローカル管理者 

ローカル管理者 

ツール (SMABAT または SMA) 

SMABAT 

SMABAT 

接続：ファイルまたは PC から PC へ 

イーサネット経由の PC から PC へ（ピアツ 
ーピア） 
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表 13. マルチユーザーのバッチ • モードでの 移行条件 (続き) 


項目 

ソース PC 

ターゲット PC 

移行される設定 

デスクトップ設定 

デスクトップ•アイコンの表示（アイコンの 
リンクの解決オプシヨンがこのケースでは使 
用されます） 

スクリーン • セーバー 
壁紙 


ネットワーク設定 

IP / サブネット/ゲートウェイ 

DNS 構成 

WINS 構成 
コンピューター名 
ドメイン/ワークグループ 
マップされたドライブ 


アプリケーション設 
定 

Microsoft Access 2000 から 2003 

Microsoft Word 2000 から 2003 

Microsoft Excel 200 0 から 2003 

Microsoft PowerPoint 200 0 から 2003 

Microsoft Outlook 2000 から 2003 


プリンター設定 

いいえ 


移行されるファイル 
とフォルダー 

「マイドキュメント」フォルダー内の全ユ 
ーザーのファイル (Documents and 
Settings¥*¥My Documents) 

PC 上の全 .doc ファイル 

PC 上の全. ppt ファイル 

PC 上の全. xls ファイル 


移行から除外される 
ファイルとフォルダ 

Documents and Settings¥Administrator 101 der 
and Documents and Settings¥All Users folder 


移行前に管理者が実施する作業 

1. 移行 CD を準備します。 

取り込み CD 

以下のファイルを取り込み CD のルート•ディレクトリーに準備しま 
す。 

• 移行 コマン ドをカスタマイズするための Commands.xml 
• 取り込み処理を開始するための Capture.bat 

• Capture . bat を自動的に実行するための autorun.inf 

• SMA をインストールするための SMASetup.exe 

適用 CD 

以下のファイルを適用 CD のルート•ディレクトリーに準備します。 

• ターゲット PC 上に移行ファイルを作成するための 

Step 1 一 Commands. xml 

• TCP / IP 、 DNS 、 WINS 設定、およびコンピューター名を適用するため 
の Step 2_ Commands.xml 
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• ネットワーク.グループ設定を適用するための Step 3_ Commands.xml 
• 上記以外のすべてを適用するための Step 4_ Commands.xml 


Step 1 _ Commands.xml 
APPLY 1 .BAT 
Step 2 _Commands .xml 
APPLY 2 .BAT 

Step 3_ Commands.xml 

APPLY 3 .BAT 

Step 4 _Commands .xml 
APPLY 4 .BAT 


を使用した適用処理を開始するための 
を使用した適用処理を開始するための 
を使用した適用処理を開始するための 
を使用した適用処理を開始するための 


• APPLY 1. BAT を自動的に実行するための autorun.inf 

• SMA をインストールするための SMASetup.exe 

2. それぞれのエンド•ユーザーに対して、移行対象のファイルをそれぞれ 
の「マイドキュメント」フォルダーに置くように依頼します。 


移行中にエンド • ユーザーが実施する作業 

移行対象のファイルを「マイドキュメント」フォルダーに移動またはコピ 
一し ます。 


移行中に管理者が実施する作業 

ソース PC で以下を行います。 

1. イーサネットを使用してネットワークに接続します。 

2. ローカル管理者アカウントを使用してログオンします。 

3. ソース PC の光ディスク • ドライブに取り込み CD を挿入します。 

SMA セットアップが自動的に立ち上がり、取り込み処理が開始します。 

4. SMABAT 操作が完了したらソース PC の電源をオフにし、ターゲット 
PC の操作に移ります。 

ターゲット PC で以下を行います。 

1. イーサネットを使用してネットワークに接続します。 

2. ローカル管理者アカウントを使用して、コンピューターにログオンしま 
す。ログオン•アカウント名はソース PC のものと同じ必要がありま 
す。 

3. ターゲット PC の光ディスク • ドライブに適用 CD を挿入します。 
SMA セットアップと初期適用処理が自動的に立ち上がります。 

4. SMABAT オペレーションが完了したら、 SMA 移行ファイル （. sma ) が 
ターゲット PC の C :¥ SMAWORK フォルダーに作成されることを確認 
します。 

5. 再起動のプロンプトが出たら、ターゲット PC を再起動します。 

6. ローカル管理者アカウントを使用して再度ログオンします。 

7. TCP / IP 、 DNS 、 WINS . およびコンピューター名が移行される適用処理 
の2番目のステージを開始するために CD _ DRIVE :¥ APPLY 2 .BAT ファ 
イルをダブルクリックします。 

8. 再起動のプロンプトが出たら、ターゲット PC を再起動します。 

9. ローカル管理者アカウントを使用して再度ログオンします。 
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10. TCP / IP 、 DNS 、 WINS 設定、およびコンピューター名が移行されたこと 
を確認します。 

11. ネットワーク • グループが移行される適用処理の3番目のステージを 
開始するために CD _ DRIVE :¥ APPLY 3. BAT ファイルをダブルクリック 
します。 

12. 再起動のプロンプトが出たら、ターゲット PC を再起動します。 

13. ローカル管理者アカウントを使用して再度ログオンします。 

14. ネットワーク • グループが移行されていることを確認します。 

15. 4番目のステージを開始するために CD _ DRIVE :¥ APPLY 4. BAT ファイ 
ルをダブルクリックします。 

16. 再起動のプロンプトが出たら、ターゲット PC を再起動します。 

17. ローカル管理者アカウントを使用して再度ログオンします。 

18. 移行済みユーザーに対して、ターゲット PC にもう一度ログオンし、 
遅延適用処理を完了するように依頼します。 

移行後にエンド • ユーザーが実施する作業 

1. ターゲット PC にログオンし、遅延適用処理が自動的に開始することを 
確認します。 

2. 遅延適用処理が完了したらコンピューターを再起動します。 

取り込み CD 内容の例 

Capture.bat フアイルの例 

@echo off 

echo SMAb.0 Installation is in progress … 
start /WAIT SMAsetup.exe /s /v M /qn" 
md C:¥SMAW0RK 

copy commands.xml "C:¥SMAWORK¥commands.xml 11 /y 
: start 

set connectionID= 

set /p connectionID="type connection id >" 
if /i "%connectionID%"=="" goto start 
if /i "%connectionID%"=="exit" goto end 
echo Start Capture operation … 

"C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥smabat.exe" /c C : ¥SMAWORK¥commands.xml /p2p %connectionID% 

: end 

set connectionID= 

commands.xml ファイルの例 

く ? xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<! _• 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#4</comment> 

<comment>MultiUsers Migration from WinXP to Win XP by Domain Administrator via PC to PC 
Migration</comment> 


<Password> 

<P1ainPassword></PlainPassword> 
</Password> 


<TransferMode> 

<mode>P2P</mode> 

</TransferMode> 


74 System Migration Assistant デプロイメント • ガイドバージョン 6.0 


<P2P> 

<connection_id>unique_data</connection—id> 

</P2P> 

<Fi1esAndFolders> 

<run>true</run> 

</Fi1esAndFolders> 

<ArchiveFile> 

<fi1ename>C:¥SMAWORK¥Scenario4.sma</fi1ename> 
</ArchiveFile> 


<Desktop> 

<desktop_settings>false</desktop_settings> 
<accessibi1ity>false</accessibiTity> 

<active_desktop>false</active_desktop> 
<colors>false</colors> 

<desktop_icons>true</desktop_icons> 

<di splay>false</display> 

<icon_metrics>false</icon 一 metrics> 
<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 

<screen saver>true</screen 一 saver> 
<sendto_menu>false</sendto menu> 

<shel l>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 
<taskbar>false</taskbar> 

<time_zone>false</time_zone> 

<wal1paper>true</wal1paper> 

<window_metrics>false</window 一 metri cs> 
</Desktop> 


<Network> 

<ip 一 subnet aateway 一 configuration>true</ip_subnet_gateway_configuration> 
<dns_conn gurati on>true</dns_conn gurati on> 

<wins_connguration>true</wins_contiguration> 

〈computer name>true</computer_name> 

〈computer description>true</computer_description> 

<domain_workgroup>true</domain workgroup 〉 

<shared_folders 一 drives>false</shared 一 folders_drives> 

<mapped drives>true</mapped_drives> 

<dialup_networking>false</dialup_networking> 

<microsoft networking>false</microsoft networking 〉 

<odbc_datasources>false</odbc_datasources> 

く / Network 〉 


<Applications> 

<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
</Applications> 

<Inclusions> 


Access</Application> 

Office Word</Application> 

Office Excel</Application> 

Office Power Point</Application> 
Outlook</Application> 


<IncDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥*¥My Documents¥ /s</Description> 
<Dest></Dest> 

<0peration></0perati on> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 
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<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>*:¥*.doc /s</Description> 

<Dest>C:¥other_office_fi1es</Dest> 

<Operation>P</Operation> 

<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>*:¥*.xls /s</Description> 

<Dest>C:¥other_office_fi1es</Dest> 

<0peration>P</Operation> 

<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>*:¥*.ppt / s</Description> 

<Dest>C:¥other_office_fi1es</Dest> 

<Operation>P</Operation> 

<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥Administrator¥ /s</Description> 
<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

<ExcDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥Al1 Users¥ /s</Description> 
<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 
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</ExcDescription> 

</Exclusions> 

<IncUsers> 

<UserName>$(al1)</UserName> 

</IncUsers> 

<ExcUsers> 

<UserName>ASPNET</UserName> 

<UserName>Administrator</UserName> 

<UserName>Guest</UserName> 

<UserName>SQLDebugger</UserName> 

</ExcUsers> 

<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 

<Printers> 

<Printer></Printer> 

</Printers> 

<MISC> 

<bypass_registry>false</bypass_registry> 

<overwrite 一 existing_fi1es>true</overwrite_existing_fi1es> 

<resolve 一 icon 1 i nks>fal se</resolve 一 icon 一 1inks> 

<autoreboot>2</autoreboot> 

</MISC> 

々 control card> 

適用 CD 内容の例 

.bat ファイルの例 

例 1:Applyl.bat ファイル 

@echo off 

echo SMAb.O Installation is in progress", 
start /WAIT SMAsetup.exe /s /v"/qn" 
md C:¥SMAW0RK 

copy /y Stepl commands.xml C:¥SMAW0RK¥ 

: start 

set connectionID= 

set /p connectionID="type connection id >■■ 
if ハ "%connectionID%"=="" goto start 
if ハ "%connectionID%"=="exit" goto end 
echo Start Migration file creation … 

"C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥smabat.exe" /a C:¥SMAWORK¥Stepl commands.xml /p2p %connectionID% 
: end 

set connectionID= 

例 2: Apply2.bat ファイル 

@echo SMA6.0 Installation is in progress … 

copy Step2_commands.xml "C:¥SMAW0RK¥Step2_commands.xml"/y 

@echo Start Apply operation … 

"C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥smabat.exe" /a "C:¥SMAW0RK¥Step2_commands.xml" 

例 3: Apply3.bat ファイル 

@echo SMA6.0 Installation is in progress... 

copy Step3_commands.xml "C:¥SMAW0RK¥Step3_commands.xml"/y 

@echo Start Apply operation … 

"C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥smabat.exe" /a "C:¥SMAW0RK¥Step3_commands.xml" 
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例 4: Apply4.bat ファイル 

@echo SMAb.O Installation is in progress … 

copy Step4_commands.xml "C:¥SMAW0RK¥Step4_commands.xml 11 /y 

@echo Start Apply operation … 

"C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥smabat.exe" /a 11 C : ¥SMAW0RK¥Step4_commands.xml" 

.xml ファイルの例 

例 1:Stepl_commands.xml ファイル 

<?xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<!-- 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#4</comment> 

<comment>MultiUsers Migration from WinXP to Win XP by Domain Administrator via PC 
Migration</comment> 

--> 

<Password> 

<P1ainPassword></PlainPassword> 

</Password> 

<TransferMode> 

<mode>P2P</mode> 

</TransferMode> 

<P2P> 

<connection_id>unique_data</connection_id> 

</P2P> 

<FilesAndFolders> 

<run>false</run> 

</Fi1esAndFolders> 

<ArchiveFile> 

<fi1ename>C:¥SMAWORK¥$cenario4.sma</fi1ename> 

</ArchiveFile> 

<Desktop> 

<desktop_settings>false</desktop settings> 

<accessibiIity>false</accessibi1ity> 

<active_desktop>false</active_desktop> 

<colors>fa1se</colors> 

<desktop_icons>false</desktop 一 icons> 

<display>false</display> 

<icon 一 metrics>false</icon 一 metrics> 

<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 

<screen_saver>false</screen_saver> 

<sendto_menu>false</sendto_menu> 

<shell>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 

<taskbar>false</taskbar> 

<time_zone>false</time_zone> 

<wal1paper>false</wal1paper> 

<window_metrics>false</window_metrics> 

</Desktop> 

<Network> 

<ip subnet gateway 一 configuration>false</ip_subnet_gateway_configuration> 
<dns_configuration>false</dns 一 configuration> 

<wins 一 configuration>false</wins_configuration> 

<computer_name>false</computer_name> 

〈computer description>false</computer_description> 

<domain_workgroup>false</domain workgroup 〉 


78 System Migration Assistant デプロイメント • ガイドバージョン 6.0 


<shared 一 fol ders 一 drives>false</shared_folders 一 drives> 

<mapped_anves>false</mapped_drives> 

<dialup_networking>false</dial 叩一 networki ng> 

<microsoft networking>false</microsoft—networking> 

<odbc_datasources>false</odbc 一 datasources> 

く / Network 〉 

<Applications> 

<Application></Application> 

</Applications> 

<IncUsers> 

<UserName></UserName> 

</IncUsers> 

<ExcUsers> 

<UserName></UserName> 

</ExcUsers> 

<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 

<Printers> 

<Printer></Printer> 

</Printers> 

<MISC> 

<bypass_registry>false</bypass_registry> 

<overwrite_existing_f 1 1es>true</overwrite_existing fi1es> 

<resolve_icon 1inks>false</resolve_icon_links> 

<autoreboot>2</autoreboot> 

</MISC> 

々 control card> 

例 2: Step2_commands.xml フアイル 

<?xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<! __ 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#4</comment> 

<comment>MultiUsers Migration from WinXP to Win XP by Domain Administrator via PC to PC 
Migration</comment> 

--> 

<Password> 

<P1 ainPassword></PlainPassword> 

</Password> 

<TransferMode> 

<mode></mode> 

</TransferMode> 

<P2P> 

<connection 一 id></connecti on_i d> 

</P2P> 

<FilesAndFolders> 

<run>false</run> 

</Fi1esAndFol ders> 

<ArchiveFile> 

<fi 1 ename>C:¥SMAWORK¥Scenario4.sma</fi1ename> 

</ArchiveFile> 


<Desktop> 


第 5 章移行の参考例 79 


<desktop_settings>false</desktop_settings> 

<accessibi1ity>false</accessibi1ity> 

<active_desktop>false</active_desktop> 

<colors>false</colors> 

<desktop_icons>false</desktop_icons> 

<display>false</display> 

<icon_metrics>false</icon 一 metrics> 

<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 

<screen_saver>false</screen_saver> 

<sendto_menu>false</sendto_menu> 

<shell>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 

<taskbar>false</taskbar> 

<time_zone>false</time_zone> 

<wal1paper>false</wal1paper> 

<window 一 metrics>false</window_metrics> 

</Desktop> 

<Network> 

<ip_subnet_gateway 一 configuration>true</ip 一 subnet 一 gateway 一 configuration> 
<dns 一 configuration>true</dns_configuration> 

<wins_conriguration>true</wins 一 contiguration> 
<computer_name>true</computer name> 

〈computer description>true</computer_description> 

<domain_workgroup>false</domain workgroup 〉 

<shared_folders 一 drives>false</shared_folders_drives> 

<mapped 一 drives>false</mapped drives> 

<dialup_networking>false</dialup networking> 

<microsoft networking>false</microsoft networking> 

<odbc_datasources>false</odbc_datasources> 

く / Network 〉 

<Applications> 

<Application></Application> 

</Applications> 

<IncUsers> 

<UserName></UserName> 

</IncUsers> 

<ExcUsers> 

<UserName></UserName> 

</ExcUsers> 

<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 


<Printers> 

<Printer></Printer> 

</Printers> 

<MISC> 

<bypass_registry>false</bypass_registry> 

<overwrite_existing_fi1es>true</overwrite 一 existing_f i 1 es> 
<resolve 一 icon 1inks>false</resolve_icon_links> 
<autoreboot>2</autoreboot> 

</MISC> 

々 control card> 

例 3: Step3_commands.xml ファイル 
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<?xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<! __ 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#4</comment> 

<comment>MultiUsers Migration from WinXP to Win XP by Domain Administrator via PC to PC 
Migration</comments 

--> 

<Password> 

<P1 ainPassword></PlainPassword> 

</Password> 

<TransferMode> 

<mode></mode> 

</TransferMode> 

<P2P> 

<connection 一 id></connecti on 一 i d> 

</P2P> 

<FilesAndFolders> 

<run>false</run> 

</Fi1esAndFol ders> 

<ArchiveFile> 

<fi 1 ename>C:¥SMAWORK¥Scenario4.sma</fi1ename> 

</ArchiveFile> 

<Desktop> 

<desktop_settings>false</desktop_settings> 

<accessibiIity>false</accessibi1lty> 

<active_desktop>false</active_desktop> 

<colors>false</colors> 

<desktop_icons>false</desktop_icons> 

<display>false</display> 

<i con metrics>false</icon_metrics> 

<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 

<screen_saver>false</screen saver> 

<sendto_menu>false</sendto menu> 

<shell>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 

<taskbar>false</taskbar> 

<time_zone>false</time_zone> 

<wal1paper>false</wal1paper> 

<window_metrics>false</window 一 metrics> 

</Desktop> 

<Network> 

<ip subnet_gateway_configuration>false</ip_subnet_gateway_configuration> 

<dns 一 configuration>false</dns 一 configuration> 

<wins 一 configuration>false</wins 一 configuration> 

<computer_name>false</computer name> 

〈computer description>false</computer_description> 

<domain_workgroup>true</domain_workgroup> 

<shared 一 fol ders_drives>fal se</shared 一 folders 一 drives> 

<mapped_anves>false</mapped_drives> 

<dialup_networking>false</dial 叩一 networking> 

<microsoft_networking>false</microsoft_networking> 

<odbc_datasources>false</odbc_datasources> 

く / Network 〉 

<Applications> 

<Application></Application> 

</Applications> 
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<IncUsers> 

<UserName></UserName> 

</IncUsers> 

<ExcUsers> 

<UserName></UserName> 

</ExcUsers> 

<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 


<Printers> 

<Pri nter></Pn' nter> 

</Printers> 

<MISC> 

<bypass_registry>false</bypass_registry> 

<overwrite_existing_fi1es>true</overwrite_existing_fi1es> 

<resolve 一 icon_links>false</resolve 一 icon 一 1inks> 

<autoreboot>2</autoreboot> 

</MISC> 

々 control card> 

例 4: Step4_commands.xml ファイル 

<?xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<! __ 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#4</comment> 

<comment>MultiUsers Migration from WinXP to Win XP by Domain Administrator via PC to PC 
Migration</comment> 

--> 

<Password> 

<P1ainPassword></PlainPassword> 

</Password> 

<TransferMode> 

<mode></mode> 

</TransferMode> 

<P2P> 

<connection_id></connection id> 

</P2P> 

<FilesAndFolders> 

<run>true</run> 

</Fi1esAndFolders> 

<ArchiveFile> 

<fi1ename>C:¥SMAWORK¥Scenario4.sma</fi1ename> 

</ArchiveFile> 

<Desktop> 

<desktop_settings>true</desktop_settings> 

<accessibiIity>true</accessibi1lty> 

<active_desktop>true</active desktop 〉 

<colors>true</colors> 

<desktop_icons>true</desktop icons> 

<display>true</display> 

<icon 一 metrics>true</icon_metrics> 

<keyboard>true</keyboard> 

<mouse>true</mouse> 

<pattern>true</pattern> 
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<screen_saver>true</screen_saver> 

<sendto_menu>true</sendto_menu> 

<shell>true</shel1> 

<sound>true</sound> 

<start_menu>true</start_menu> 

<taskbar>true</taskbar> 

<time_zone>true</time_zone> 

<wal1paper>true</wal1paper> 

<window_metrics>true</window_metrics> 

</Desktop> 

<Network> 

<ip_subnet_gateway_configuration>false</ip_subnet_gateway_configuration> 
<dns 一 configuration>false</dns 一 configuration> 

<wins 一 configuration>false</wins_configuration> 

<computer_name>false</computer name> 

〈computer description>fa1se</computer description 〉 

<domain_workgroup>true</domain workgroup 〉 

<shared 一 fol ders_drives>fal se</shared_folders 一 drives> 

<mapped 一 an ves>false</mapped drives> 

<dialup_networking>false</dialup_networking> 

<microsoft networking>false</microsoft 一 networking> 

<odbc_datasources>false</odbc 一 datasources> 

く / Network 〉 

<Applications> 

<Application>$(al1)</Appl ication> 

</Applications> 

<IncUsers> 

<UserName>$(al1)</UserName> 

</IncUsers> 

<ExcUsers> 

<UserName></UserName> 

</ExcUsers> 

<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 

<Printers> 

<Printer>$(al1) く / Printer 〉 

</Printers> 

<MISC> 

<bypass_registry>false</bypass_registry> 

<overwrite_existing_fi1es>true</overwrite_existing_fi1es> 

<resolve 一 icon—1inks>false</resolve_icon_links> 

<autoreboot>2</autoreboot> 

</MISC> 

々 control card> 


シナリオ 5: マルチ ユーザーの 移行 

操作の概要 

ソース PC 上で、管理者は共用ドライブ上の Capture . bat ファイルをダブル 
クリックして SMA のインストールを開始し ます。 GUI モードによる移行 
が自動的に開始 します。 移行ファイルがサーバーの共用 フォ ルダーに作成さ 
れ ます。 ターゲット PC 上で、管理者は Apply . bat ファイルをダブルクリツ 
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クして SMA のインストールを開始します。 GUI モードの移行が開始し、 
管理者はターゲット PC 上の GUI 選択ウィンドウで移行中の設定を選択し 
なおすことができます。 

移行の条件 

マルチユーザーの移行条件 匄 表 141 に要約して示します。 


表 14. マルチユーザーの移行条件 


項目 

ソース PC 

ターゲット PC 

操作者 

Administrator 

Administrator 

Windows OS のバージョン 

Windows 2000 

Proiessional 

Windows XP または 
Windows Vista または 

Windows 7 

ログオン • ユーザー • アカウントのタイ 
プ 

ローカル 管理者 

ローカル 管理者 

ツール ( SMABAT または SMA ) 

SMA 

SMA 

接続：ファイルまたは PC から PC へ 

サーバーの共用ドライブ上のファイル 
「¥¥ Server ¥ folder ¥ FileName 」 

移行される設 
定 

デスクトップ設定 

デスクトップ•アイコン 
スクリーン.セーバー 
壁紙 


ネットワーク設定 

マップされたドライブ 


アプリケーシヨン設定 

Microsoft Access 

Microsoft Word 

Microsoft Excel 

Microsoft Power Point 

Microsoft Outlook 


プリンター設定 



移行されるファイルと 
フォルダー 

「マイドキュメント」フォルダー内の全ユーザ 
一のファイル (Documents and Settings¥*¥My 
Documents ) 


移行から除外されるフ 
ァイルとフォルダー 

Documents and Settings¥Administrator 

Documents and Settings¥All Users 


他の設定値 

Resolve _ icon_links = YES 


移行前に管理者が実施する作業 

1. サーバー上に次の2つの共用フォルダーを準備します。 

• SMA — セットアップ用の SMA_Inst 

• 移行ファイルを配置するための SMA_Files 

2. SMA _ Inst フォルダーに次のファイルを準備します。 

• GUI をカスタマイズするための config.ini 

• 移行コマンドをカスタマイズするための GUI _ default _ commands.xml 

• SMA をインストールするための SMASetup.exe 

• ソース PC 上で SMA をセットアップし呼び出すための Capture.bat 

• ターゲット PC 上で SMA をセットアップし呼び出すための 
Apply.bat 
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3. エンド•ユーザーに対して、移行対象のファイルを「マイドキュメン 
卜」フォルダーに置くように依頼します。 

移行前にエンド • ユーザーが実施する作業 

移行対象のファイルを「マイドキュメント」フォルダーに移動またはコピ 
一し ます。 

移行中に管理者が実施する作業 

ソース PC で以下を行います。 

1. SMA _ Inst 共用フォルダーを Y :¥ ドライブとしてマップします。 

2. SMA のインストールを開始するために Capture . bat をダブルクリックし 
ます。 

3. GUI モードによる取り込み操作が完了したら、 SMA 移行ファイルが 
¥¥ Server¥folder 

に作成されることを確認します。ここで、 ¥¥ Server¥folder は、 UNC 形 
式の SMA _ Files 共用フォルダーです。 

4. ソース PC をシャットダウンし、ターゲット PC の操作に移ります。 

ターゲット PC で以下を行います。 

1. SMA _ Inst 共用フォルダーを Y : ドライブとしてマップします。 

2. SMA を開始するために Apply . bat ファイルをダブルクリックします。 

3. 「ユーザー•プロファイル」ウィンドウが開いたら、移行しないアカウ 
ントのチェック • ボックスをクリアします。 

4. 画面の指示に従って進みます。 

5. 移行済みユーザーに対して、ターゲット PC にログオンし、遅延適用処 
理を完了するように依頼します。 

移行後にエンド • ユーザーが実施する作業 

1. ターゲット PC にログオンし、遅延適用処理が開始することを確認しま 
す。 


2. 遅延適用処理が完了したらコンピューターを再起動します。 


config . ini ファイルの例 


CONFIG.INI 

This file is intended for use with SMA version 6.0. It is used to override 
default settings within SMA. 

Important: Any text that appears after a semicolon will be treated as a 
comment. The semicolon must appear at the beginning of the text 
and must not be preceded by other characters. Also ， the text 
in this file is not case sensitive. 

For example: C:¥C0MMANDS.XML is treated exactly the same as 
c:¥commands.xml. 


****************************************************************************** 


GLOBAL OPTIONS 


Configuration Fi1e_Show_Configuration Messages = no 
Import_Command_Fi1e = GUI default_commands.xml 


第 5 章移行の参考例 85 





Import_Command_File_For_Apply = GUI_default_commands_apply.xml 
Export 一 Command 一 File = 

Just—Create 一 Command File = 

Verbose 一 Logging = yes 
Enable 一 4GFat32 warning = yes 
Preprocess 一 Executable = 

;Set YES/NO to display/hide the previous file selection dialog 
Show_Previous 一 File 一 Selection Dialog = no 
;Set YES/NO to display/hide the message for P2P migration 
Show_P2P_Messagebox = no 

;Set YES/NO to display/hide the file dialog to open and save migration file 
Show 一 File 一 Dialog = no 

Set YES/NO to display/hide the start processing message dialog 
Show_Start_Processing_Dialog = no 
;Set YES/NO to display/hide the reboot message dialog 
Show—Reboot Dialog = yes 

;Set YES/NO to display/hide the progress dialogs 
Show_All_Progressbar_Diaiogs = yes 

;Set YES/NO to dispTay/hide the all warning message dialogs 
Show_All_Warning_Dialogs = yes 
;Set YES/NO to enable/disable password protection 
Enable Password_Protection = no 

;SHOW/NOT SHOW PAGE OPTIONS 


Splash Page 一 Show Page = no 

Wei come Page 一 Show Page = no 

Begin 一 Page_Show_Page = no 

TopOptions_Page_Show_Page = no 

MigOptions_Page 一 Show 一 Page = no 

Profiles 一 Page 一 sHow 一 Page = no 

Desktop 一 Page 一百 how Page = no 

Applications 一 Page_Show_Page = no 

Network_Page 一 Show—Page = no 

Printers 一 Page_Show Page = no 

Selection_Page_Show_Page = yes ; Show F&F view 

AutoManual_Page Show_Page = no 

P2P_Logon_Page_Show_?age = no 

P2P_Auto_SRC_Page_Show_Page = no 

P2P Manual_TGT_Page_Show Page = no 

P2P Manual SRC_Page_Show_Page = no 

P2P_SourceIni_Page_Show_Page = no 

P2P_Keyword_Page_Show_Page = no 

Receive_Data_Page_Show_Page = no 

Log Page—Show Page = yes 

SummaryTypical_Page_Show Page = yes 


WINDOW TITLE OPTIONS 


Wei come Page 一 Title = 

Begin 一 Page 一 Title = 

TopOptions_Page_Titie = 

MigOptions_Page_Title = 
Profiles 一 Page 一 Title = 
Desktop 一 Page—litle = 

Applications_Page_Title = 
Network_Page 一 Title = 
Printers 一 Page 一 Title = 

Selection_Page 一 Title = 
AutoManual_Page_Title = 
P2P_Logon_Page_Title = 
P2P_Auto_SRC_Page_Title = 
P2P_Manual_TGT_Page_Title = 
P2P—Manual_SRC_Page_Titie = 
P2P SourceTni_Page_Title = 
P2P_Keyword_Page_Title = 
Receive_Data_Page_Title = 
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Log_Page_Title = 

SummaryTypical_Page_Title = 


GUIDANCE TEXT OPTIONS 


Weicome_Page_Guidance 一 Text = 

Begin 一 Page Guidance 一 Text = 
TopOptions_Page_Guidance 一 Text = 

MigOptions_Page_Guidance 一 Text = 
Profiles 一 Page_Guidance—Text = 
Desktop_Page_Guidance_Text = 

Applications 一 Page GuiSance—Text = 
Network_Page 一 Guidance 一 Text = 
Printers_Page_Guidance 一 Text = 
Selection_Page_Guidance 一 Text = 
AutoManual_Page_Guidance_Text = 

P2P—Logon Page 一 Gin dance 一 Text = 

P2P Auto_SRC_Page Guidance_Text = 
P2P_Manual_TGT_Page_Guidance_Text = 
P2P 一 Manual_SRC_Page_Guidance_Text = 
P2P_SourceIni_Page_Guidance 一 Text = 
P2P_Keyword_Page Guidance_Text = 
Receive_Data_Page_Guidance 一 Text = 
Log_Page_Guidance_Text = 

SummaryTypical_Page_Guidance 一 Text = 


SPLASH PAGE 


Splash 一 Page_Display 一 Time = 


BEGIN PAGE 


;Set Typical/Custom to perform a Typical/Custom migration. 
Begin 一 Page_Choice_Type = 


TOP OPTIONS PAGE 

Note: When you set Begin Page 一 Choice_Type = Typical ， 
TopOptions 一 Page 一 xxxx options are unavailable. 


;If tms is the PC you want to move to, set Target. 

;If this is the PC you want to move from, set Source. 

TopOptions_Page_Choice_Mode = 

;Choose the type of migration you want to perform below. 

;FileTransfer : Copy files and settings using a removable media 
;P2P : PCs are directly connected by an ethernet cable 
TopOptions_Page 一 Choice—TransferMode = 

;Set yes to perform a Target-Initiated migration, 

; or set no to perform a standard migration. 

TopOptions_Page_Target—Initiated—Migration = 


INSTALL METHOD PAGE 


;Set Network/Media to perform a Auto/Manual migration. 
InstallMethod_Page_Choice_Method = 


MIGRATION OPTIONS PAGE 


Options 一 Page_Choice_Profiles = display,enabled,checked 
Options Page_Choice_Desktop = display,enabled，checked 
Options Page_Choice 一 Applications = display,enabled,checked 
Options_Page_Choice_Printers = hide ， enabled,unchecked 
Options 一 Page_Choice 一 Network = display,enabled,checked 
Options Page_Choice_Fi1es = display,enabled,checked 


DESKTOP PAGE 


Desktop_Page_Choice_Desktop_Settings = display,enabled 
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Desktop_Page 一 Choice 一 Accessibility = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice_Active_Desktop = display,enabled 
Desktop 一 Page 一 Choice 一 Colors = display,enabled 
Desktop 一 Page 一 Choice_Desktop_Icons = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice 一 Display = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice 一 Icon_Font = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice 一 Keyboard = display,enabled 
Desktop 一 Page 一 Choice—Mouse = display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Pattern = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice 一 Screen_Saver = display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Send_To_Menu = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice_Shel1=display,enabled 
Desktop 一 Page 一 Choice 一 Sound = display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Start_Menu = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice—Task_Bar = display,enabled 
Desktop 一 Page 一 Choice—Time 一 Zone = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice 一 Wall paper = display,enabled 
Desktop 一 Page 一 Choice 一 Window Metrics = display,enabled 


APPLICATIONS PAGE 


Applications—Page 一 Show Registry_Button = no 


NETWORK PAGE 


Network_Page 一 Choice—TCP IP Configuration = display 
Network_Page_Choice_IP Subnet 一 Gateway = display,enabled 
Network_Page_Choice_DNb_Configuration = display,enabled 
Network_Page_Choice_WINS_Configuration = display,enabled 
Network_Page_Choice_Network_Identification = display 
Network_Page 一 Choice 一 Computer 一 Name = display,enabled 
Network_Page 一 Choice 一 Computer_Description = display,enabled 
Network_Page_Choice_Domain_Workgroup = display,enabled 
Network_Page_Choice_0ther = display 
Network_Page 一 Choice 一 Mapped Drives = display,enabled 
Network_Page_Choice_Diai_Up_Networking = display,enabled 
Network_Page 一 Choice 一 Shared Folders_Drives = display,enabled 
Network_Page_Choice_ODBC_DataSources = display,enabled 


FILE AND FOLDER SELECTION PAGE 


Selection_Page_Fi1e_Quota = 

Selection_Page_Fi1e_Warning_Message = 

;Warnings 

[Selection_Page Warning Extensions_Start] 

exe 

com 

dll 

[Selection_Page Warning Extensions—End] 

GULdefault — commands.xml フアイルの例 

<?xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<! _■ 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#5</comment> 

<comment>MultiUsers Migration from WinXP to Win XP by Domain Administrator via File 
Migration</comment> 

--> 

<Password> 

<P1ainPassword></PlainPassword> 

</Password> 

<TransferMode> 

<mode>Fi1e</mode> 
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</TransferMode> 

<P2P> 

<connection 一 id></connection—id> 

</P2P> 

<FilesAndFolders> 

<run>true</run> 

</Fi1esAndFol ders> 

<ArchiveFile> 

<fi1ename>¥¥ServerName¥Folder¥Fi1eName</fi1ename> 

</ArchiveFile> 

<Desktop> 

<desktop settings>false</desktop_settings> 

<accessibi1ity>false</accessibi1ity> 

<active_desktop>false</active_desktop> 

<colors>false</colors> 

<desktop_icons>true</desktop_icons> 

<display>false</display> 

<icon 一 metrics>false</icon 一 metrics> 

<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 

<screen_saver>true</screen saver> 

<sendto_menu>false</sendto menu> 

<shell>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 

<taskbar>false</taskbar> 

<time_zone>false</time_zone> 

<wal1paper>true</wal1 paper> 

<window_metrics>false</window_metrics> 

</Desktop> 

<Network> 

<ip 一 subnet_gateway 一 configuration>false</ip_subnet_gateway_configurati on> 
<dns_conn guration>false</dns 一 configuration> 

<wins 一 configuration>false</wins_conti gurati on> 

〈computer name>false</computer name> 

<computer_description>false</computer description> 

<domain_workgroup>false</domain workgroup 〉 

<shared 一 folders 一 drives>false</shared_folders_drives> 

<mapped_drives>true</mapped drives> 

<dialup_networking>false</dialup_networking> 

<microsoft_networking>false</microsoft_networking> 

<odbc_datasources>false</odbc_datasources> 

く / Network 〉 


<Applications> 

<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Mi crosoft 
<Application>Mi crosoft 
</Applications> 

<Inclusions> 


Access</Applicati on> 

Office Word</Application> 

Office Excel</Application> 

Office Power Point</Application> 
Out!ook</Application> 


<IncDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥*¥My Documents¥ /s</Description> 
<Dest></Dest> 

<0peration></0peration> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 
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<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>* : ¥*.doc /s</Description> 

<Dest>C:¥other_office_fi1es</Dest> 

<0peration>P</Operation> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</bizeCompare> 

</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>*:¥*.xls /s</Description> 

<Dest>C:¥other_office_fi1es</Dest> 

<0peration>P</Operation> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<bizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</bizeCompare> 

</IncDescription> 

<IncDescription> 

<Description>*:¥*.ppt /s</Description> 

<Dest>C:¥other_office_fi1es</Dest> 

<Operation>P</Operation> 

<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<bizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</bizeCompare> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥Administrator¥ /s</Description 
<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<bizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</bizeCompare> 

</ExcDescription> 

<ExcDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥Al1 Users¥ /s</Description> 
<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<bizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 
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</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

<IncUsers> 

<UserName>$(al1)</UserName> 

</IncUsers> 

<ExcUsers> 

<UserName>ASPNET</UserName> 

<UserName>Administrator</UserName> 

<UserName>Guest</UserName> 

<UserName>SQLDebugger</UserName> 

</ExcUsers> 

<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 

<Printers> 

<Printer></Printer> 

</Printers> 

<MISC> 

<bypass 一 registry>false</bypass_registry> 

<overwrite_existing_fi1es>true</overwrite_existing fi1es> 

<resolve 一 icon_links>false</resolve_icon_links> 

<PromptBeforeDelayedApply>true</PromptBeforeDelayedApply> 

</MISC> 

々 control card> 

.bat ファイルの例 

例 1 : Capture.bat ファイル 

@echo SMAb.O Installation is in progress... 
start /WAIT SMAsetup.exe /s /v"/qn" 

copy config.ini "C:¥Program Files¥ThinkVantage¥SMA¥config.ini" /y 

copy GUI_default_commands.xml "C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥GUI_default_commands.xml"/y 
@echo Start Capture operation … 

"C:¥Program Files¥ThinkVantage¥SMA¥sma.exe" 

例 2: Apply.bat ファイル 

@echo SMA6.0 Installation is in progress... 
start /WAIT SMAsetup.exe /s /v"/qn" 

copy GUI_default_commands.xml "C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥GUI_default commands.xml 11 /y 
@echo Start Apply operation … 

"C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥sma.exe" "¥¥ServerName¥Folder¥Fi1eName.sma" 


シナリオ 6: マルチ ユーザーの 移行 

操作の概要 

ソース PC 上で、管理者は共用ドライブ上の Capture . bat ファイルをダブル 
クリックして SMA のインストールを開始し ます。 インストールが完了す る 
と、 バッチ•モードでの移行が自動的に開始し ます。 移行ファイルがサーバ 
一の共用フォルダーに作成され ます。 ターゲット PC 上で、管理者は共用 
ドライブ上の Apply . bat ファイルをダブルクリックして SMA のインストー 
ルを開始し ます。 インストールが完了す ると、 GUI モードに よる 移行が自 
動的に開始し、管理者はターゲット PC 上の GUI 選択ビューで移行中の設 
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定を選択しなおすことができます。 ^ ナリオ5:マルチユーザーの 移行！] 
との違いは、ソース PC での移行がバッチ.モードで実行されることで 
す。 


移行の条件 

マルチ ユーザーの バッチ. モー ドでの移行条件を _ 151 に要約して示しま 
す。 


表 15. マルチユーザーのバッチ • モードでの 移行条件 


項目 

ソース PC 

ターゲット PC 

操作者 

Administrator 

Administrator 

Windows OS のバージョン 

Windows 2000 

Proiessional 

Windows XP または 
Windows Vista または 

Windows 7 

ログオン.ユーザー 

アカウントのタイプ 

ローカル 管理者 

ローカル 管理者 

ツール (SMABAT または SMA) 

SMABAT 

SMA 

接続：ファイルまたは PC から PC へ 

サーバー上のファイル 

¥¥Server¥folder¥FileName 

移行される設定 

デスクトップ設定 

デスクトップ•アイコン 
スクリーン.セーバー 

壁紙 


ネットワーク設定 

マップされたドライブ 


アプリケーション設定 

Microsott Access 

Microsoft Word 

Microsott Excel 

Microsoft Power Point 

Microsoft Outlook 


プリンター設定 



移行されるファイルと 
フォルダー 

「マイドキュメント」フォルダー内の全ユー 
ザーのファイル 

(Documents and Settings¥*¥My Documents) 


移行から除外されるフ 
アイルとフォルダー 

Documents and Settings¥Administrator 

Documents and Settings¥All Users 


他の各種設定 

Resolve_icon_links = YES 


移行前に管理者が実施する作業 

1. サーバー上に次の2つの共用フォルダーを準備します。 

• SMA をセットアップするための SMA_Inst 

• SMA _ 移行ファイルを置くための SMA_Files 

2. SMA _ Inst フォルダーに次のファイルを準備します。 

• ターゲット PC 上で GUI をカスタマイズするための config.ini 

• ターゲット PC 上で移行コマンドをカスタマイズするための 

GUI _ derault 一 commands .xmi 

• ソース PC 上で移行コマンドをカスタマイズするための 
Commands , xml 

• SMA をインストールするための SMASetup.exe 
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• ソース PC 上で SMA をセットアップし呼び出すための Capture.bat 

• ターゲット PC 上で SMA をセットアップし呼び出すための 

Applv.bat 

3. エンド•ユーザーに対して、移行対象のファイルを「マイドキュメン 
卜」フォルダーに置くように依頼します。 

移行前にエンド • ユーザーが実施する作業 

移行対象のファイルを「マイドキュメント」フォルダーに移動またはコピ 
一し ます。 

移行中に管理者が実施する作業 

ソース PC で以下を行います。 

1. SMA _ Inst 共用フォルダーを Y : ドライブとしてマップします。 

2. SMA のインストールを開始するために Capture . bat ファイルをダブルク 
リックします。 

3. SMABAT オペレーションが完了したら、 SMA 移行ファイルが 
¥¥ Server¥folder 

に作成されることを確認します。ここで、 ¥¥ Server ¥ folder は、 UNC 形 
式の SMA _ Files 共用フォルダーです。 

4. ソース PC をシャットダウンし、ターゲット PC の操作に移ります。 

ターゲット PC で以下を行います。 

1. SMA _ Inst 共用フォルダーを Y : ドライブとしてマップします。 

2. SMA を開始するために Apply . bat ファイルをダブルクリックします。 

3. 「ユーザー•プロファイル」ウィンドウが開いたら、移行しないアカウ 
ントのチェック • ボックスをクリアします。 

4. 画面の指示に従って進みます。 

5. 移行済みユーザーに対して、ターゲット PC にログオンし、遅延適用処 
理を完了するように依頼します。 

移行後にエンド • ユーザーが実施する作業 

1. ターゲット PC にログオンし、遅延適用処理が開始することを確認しま 
す。 

2. 遅延適用処理が完了したらコンピューターを再起動します。 

commands.xml ファイルの例 

く？ xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<! __ 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#6</comment> 

<comment>MultiUsers Migration from Win2000 to WinXP by Local Administrator by File 
Migration</comments 

--> 

<Password> 

<P1 ainPassword></PlainPassword> 

</Password> 


<TransferMode> 

<mode>Fi1e</mode> 
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</TransferMode> 

<P2P> 

<connection 一 id></connection 一 id> 

</P2P> 

<FilesAndFolders> 

<run>true</run> 

</Fi1esAndFolders> 

<ArchiveFile> 

<fi1ename>¥¥ServerName¥Folder¥Fi1eName.sma</fi1ename> 

</ArchiveFile> 

<Desktop> 

<desktop settings>false</desktoo settings> 

<accessibi1ity>false</accessibi1ity> 

<active desktop>false</active_desktop> 

<colors>false</colors> 

<desktop_icons>true</desktop_icons> 

<display>false</display> 

<icon_metrics>false</icon 一 metrics> 

<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 

<screen saver>true</screen_saver> 

<sendto_menu>false</sendto_menu> 

<shell>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 

<taskbar>false</taskbar> 

<time_zone>false</time_zone> 

<wal1paper>true</wal1paper> 

<window 一 metrics>false</window_metrics> 

</Desktop> 

<Network> 

<ip 一 subnet_gateway 一 configuration>false</ip_subnet_gateway_configurati on> 
<dns 一 configuration>false</dns 一 configuration> 

<wins 一 configuration>false</wins_contiguration> 

<computer_name>false</computer_name> 

<computer_description>false</computer_description> 

<domain_workgroup>false</domain_workgroup> 

<shared_folders 一 drives>false</shared_folders_drives> 

<mapped drives>true</mapped drives> 

<dialup networking>false</dialup networking 〉 

<microsoft_networking>false</microsoft 一 networking> 

<odbc_datasources>false</odbc_datasources> 

く / Network 〉 


<Applications> 

<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
</Applications> 


Access</Application> 

Office Word</Application> 

Office Excel</Application> 

Office Power Point</Application> 
Out!ook</Application> 


<Inclusions> 

<IncDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥*¥My Documents^ /s</Description> 
<Dest></Dest> 

<0peration></0peration> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 
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<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 

<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥Administrator¥ /s</Description> 
<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

<ExcDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥Al1 Users¥ /s</Description> 
<DateCompare> 

<Operand></Operand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<Operand></Operand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 

<IncUsers> 

<UserName>$(al1)</UserName> 

</IncUsers> 

<ExcUsers> 

<UserName>ASPNET</UserName> 

<UserName>Guest</UserName> 

<UserName>SQLDebugger</UserName> 

</ExcUsers> 

<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 

<Printers> 

<Printer></Printer> 

</Printers> 

<MISC> 

<bypass 一 registry>false</bypass 一 registry> 

<overwrite 一 existing_fi1es>true</overwrite_existing_fi1es> 

<resolve 一 icon_links>true</resolve_icon_links> 

<autoreboot>2</autoreboot> 

</MISC> 

々 control card> 


Capture.bat ファイルの例 

@echo SMA6.0 Installation is in progress... 
start /WAIT SMAsetup.exe /s /v"/qn" 
md C:¥SMAW0RK 
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copy commands.xml "C:¥SMAWORK¥commands.xml"/y 
@echo Start Capture operation... 

"C:¥Program Fi 1 es¥ThinkVantage¥SMA¥smabat.exe" /c 11 C : ¥SMAWORK¥commands.xml" 

config.ini ファイルの例 

j****************************************************************************** 

;CONFIG.INI 

;This file is intended for use with SMA version 6.0. It is used to override 
;default settings within SMA. 

;Important: Any text that appears after a semicolon will be treated as a 
;comment. The semicolon must appear at the beginning of the text 
;and must not be preceded by other characters. Also ， the text 
;in this file is not case sensitive. 

;For example: C:¥C0MMANDS.XML is treated exactly the same as 
;c:¥commands.xml. 

•I'k'k-k'k'k-k'k'k-k'k'k-k-k'k'k'k-k'k'k-k'k-k'k'k-k'k'k'k'k'k'k'k'k'k'k'k-k'k-k-k-k-k'k'k'k'k'k'k'k'k'k'k'k'k'k-k-k'k'k'k'k'kii-kic'k'k-k'k-k'k'k-k-k'k'k'k'k 


GLOBAL OPTIONS 


Configuration File 一 Show 一 Configuration Messages = no 
Import_Command 一 File = GUI_default_commands.xml 
Import_Command_File_For_Apply = GUI_default_commands_apply.xml 
Export_Command_Fi1e = 

Just—Create 一 Command File = 

Verbose 一 Logging = yes 
Enable 一 4GFat32 warning = yes 
Preprocess 一 Executable = 

;Set YES/NO to display/hide the previous file selection dialog 
Show 一 Previous 一 File_Selection Dialog = no 
;Set YES/NO to display/hide the message for P2P migration 
Show_P2P_Messagebox = no 

;Set YES/NO to display/hide the file dialog to open and save migration file 
Show_File 一 Dialog = no 

;Set YEb/NO to display/hide the start processing message dialog 
Show_Start_Processinq Dialog = no 
;Set YES/NO to display/hide the reboot message dialog 
Show_Reboot Dialog = yes 

;Set YES/NO to display/hide the progress dialogs 
Show 一 A11 一 Progressbar 一 Dialogs = yes 

;Set YES/NO to display/hide the all warning message dialogs 
Show_All_Warning_Dialogs = yes 
;Set YES/NO to enable/disable password protection 
Enable Password Protection = no 


SHOW/NOT SHOW PAGE OPTIONS 


Splash 一 Page Show_Page = no 

Wei come Page_Show_Page = no 

Begin 一 Page Show_Page = no 

TopOptions_Page_Show_Page = no 

MigOptions_Page 一 Show 一 Page = no 

Profi1es_Page_Show_Page = no 

Desktop 一 Page 一 Show Page = no 

Applications—Page 一 Show 一 Page = no 

Network_Page_Show_Page = no 

Printers_Page_Show_Page = no 

Selection_Page_Show_Page = yes ; Show F&F view 

AutoManual_Page_Show_Page = no 

P2P_Logon_Page_Show_Page = no 

P2P_Auto_SRC_Page_Show_Page = no 

P2P_Manual_TGT_Page_Show_Page = no 

P2P Manual SRC_Page_Show Page = no 
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P2P_SourceIni_Page_Show_Page = no 
P2P_Keyword_Page_Show_Page = no 
Receive_Data_Page_Show_Page = no 
Log 一 Page_Show—Page = yes 
SummaryTypical_Page_Show_Page = yes 


WINDOW TITLE OPTIONS 


Wei come 一 Page 一 Title = 
Begin_Page_Titie = 

TopOptions_Page_Title = 

MigOptions_Page_Title = 
Profiles 一 Page 一 Title = 
Desktop_Page_lltle = 

Appl ications_Page_Title = 
Network_Page 一 Title = 
Printers 一 Page 一 Title = 
Selection Page_Title = 
AutoManual_Page_Titl e = 
P2P_Logon_Page_Title = 

P2P 一 Auto 一 5RC—Page 一 Title = 
P2P Manual_TGT_Page_Titie = 
P2P_Manual_SRC_Page_Titl e = 
P2P_SourceIni_Page_Title = 
P2P 一 Keyword 一 Page 一 Title = 
Receive Data_Page 一 Title = 
Log_Page_Title = 

SummaryTypical_Page_Titl e = 


GUIDANCE TEXT OPTIONS 


Wei come Page_Guidance 一 Text = 

Begin 一 Page_Guidance 一 Text = 

TopOptions_Page_Guidance_Text = 

MigOptions_Page_Guidance 一 Text = 
Profi1es 一 Page Guidance—Text = 
Desktop 一 Page_Gin dance 一 〒 ext = 

Applications 一 Page_Gui5ance 一 Text = 
Network_Page 一 Guidance 一 Text = 
Printers 一 Page Guidance 一 Text = 
Selection Page_Guidance 一 Text = 
AutoManual_Page_Guidance 一 Text = 
P2P_Logon_Page_Guidance_Text = 

P2P 一 Auto_SRC_Page Guidance_Text = 
P2P Manual_TGT_Page_Guidance_Text = 
P2P Manual_SRC_Page_Guidance_Text = 
P2P_SourceIni_Page_Guidance 一 〒 ext = 
P2P_Keyword_Page_Guidance_Text = 
Receive Data_Page Guidance 一 Text = 
l_og_Page_Gui5ance 一 Text = 

SummaryTypical_Page_Guidance 一 Text = 


SPLASH PAGE 


Splash Page 一 Display 一 Time 


BEGIN PAGE 


;Set Typical/Custom to perform a Typical/Custom migration. 
Begin 一 Page 一 Choice 一 Type = 


TOP OPTIONS PAGE 

Note: When you set Begin Page 一 Choice 一 Type = Typical ， 
TopOptions_Page_xxxx options are unavailable. 


If tms is the PC you want to move to, set Target. 

If this is the PC you want to move from, set Source. 
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TopOptions_Page_Choice_Mode = 

;Choose the type of migration you want to perform below. 

;FileTransfer : Copy files and settings using a removable media 
;P2P : PCs are directly connected by an ethernet cable 
TopOptions_Page_Choice_TransferMode = 

;Set yes to perform a Target-Initiated migration, 

; or set no to perform a standard migration. 

TopOptions_Page Target_Initiated_Migration = 


INSTALL METHOD PAGE 


;Set Network/Media to perform a Auto/Manual migration. 
InstallMethod_Page_Choice_Method = 


MIGRATION OPTIONS PAGE 


Options Page 一 Choice 一 Profiles = display,enabled,checked 
Options Page 一 Choice 一 Desktop = display,enabled,checked 
Options 一 Page 一 Choice 一 Applications = display,enabled,checked 
Options 一 Page 一 Choice_Printers = hide,enabled,unchecked 
Options Page 一 Choice—Network = display,enabled，checked 
Options Page 一 Choice 一 Files = display,enabled,checked 


DESKTOP PAGE 


Desktop 一 Page 一 Choice 一 Desktop_Settings = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice_Accessibi1ity = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice 一 Active 一 Desktop = display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Colors = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice 一 Desktop_Icons = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice_Display = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice 一 Icon Font = display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Keyboard = display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Mouse = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice 一 Pattern = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice 一 Screen_Saver = display 9 enabled 
Desktop 一 Page_Choice 一 Send 一 To Menu = display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Shel1=display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Sound = display,enabled 
Desktop 一 Page_Choice_Start Menu = display,enabled 
Desktop 一 Page 一 Choice—Task Bar = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice 一 Time 一 Zone = display,enabled 
Desktop_Page 一 Choice_Wallpaper = display,enabled 
Desktop_Page_Choice_Window_Metrics = display,enabled 


APPLICATIONS PAGE 


Applications_Page_Show_Registry_Button = no 


NETWORK PAGE 


Network_Page_Choice 一 TCP IP Configuration = display 
Network—Page 一 Choice 一 IP 一 Subnet 一 Gateway = display，enabled 
Network_Page_Choice_DNb Configuration = display,enabled 
Network_Page_Choice_WINS_Configuration = display,enabled 
Network_Page_Choice_Network_Identification = display 
Network_Page_Choice_Computer_Name = display，enabled 
Network_Page 一 Choice_Computer—Description = display,enabled 
Network_Page_Choice_Domain_Workgroup = display, enabled 
Network_Page_Choice_0ther = display 
Network_Page_Choice_Mapped_Drives = display，enabled 
Network_Page 一 Choice 一 Diai_Up_Networking = display,enabled 
Network_Page_Choice_Shared_Folders_Drives = display,enabled 
Network_Page 一 Choice 一 ODBC DataSources = display,enabled 


FILE AND FOLDER SELECTION PAGE 
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Sel ecti on_Page_Fi 1 e_Quota = 

Sel ecti on_Page_Fi 1 e_Warni ng_Message = 

;Warnings 

[Sel ecti on_Page_Warni ng 一 Extensi ons_Start] 

exe 

com 

dll 

[Selection 一 Page Warning 一 Extensions End] 

GUI_default—commands.xml フアイルの例 

<?xml version="1.0" ?> 

<?sma version="6.0" ?> 

<controlcard> 

<! __ 

<comment>SMA6.0 Deployment Guide Sample Senario#6</comment> 

<comment>MultiUsers Migration from Win2000 to WinXP by Local Administrator by File 
Migration</comments 

--> 

<Password> 

<P1ainPassword></PlainPassword> 

</Password> 

<TransferMode> 

<mode>Fi1e</mode> 

</TransferMode> 

<P2P> 

<connection 一 id></connecti on_i d> 

</P2P> 

<Fi1esAndFolders> 

<run>true</run> 

</Fi1esAndFol ders> 

<ArchiveFile> 

<fi1ename>¥¥ServerName¥Folder¥Fi1eName.sma</fi1ename> 

</ArchiveFile> 

<Desktop> 

<desktop_settings>false</desktop_settings> 

<accessibiIity>fa1se</accessibi1ity> 

<active_desktop>false</active_desktop> 

<colors>false</colors> 

<desktop_icons>true</desktop_icons> 

<display>false</display> 

<icon 一 metrics>false</icon_metrics> 

<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 

<screen_saver>true</screen_saver> 

<sendto_menu>false</sendto menu> 

<shell>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 

<taskbar>false</taskbar> 

<time_zone>false</time_zone> 

<wal1paper>true</wal1paper> 

<window_metrics>false</window_metrics> 

</Desktop> 

<Network> 

<ip subnet gateway 一 configuration>false</ip_subnet_gateway_configuration> 

<dns 一 configuration>false</dns 一 configuration> 

<wins 一 configuration>false</wins_configuration> 

<computer_name>false</computer name> 
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<computer_description>false</computer_description> 
<domain_workgroup>false</domain_workgroup> 
<shared_folders_drives>false</shared_folders_drives> 
<mapped_drives>true</mapped_drives> 

<dialup_networking>false</dialup 一 networking> 

<microsoft_networking>false</microsoft_networking> 
<odbc_datasources>false</odbc_datasources> 

く / Network 〉 


<Applications> 

<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
<Application>Microsoft 
</Applications> 

<Inclusions> 


Access</Application> 

Office Word</Application> 

Office Excel</Application> 

Office Power Point</Application> 
Outlook</Application> 


<IncDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥*¥My Documents^ /s</Description 
<Dest></Dest> 

<0peration></0peration> 

<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<bizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</IncDescription> 

</Inclusions> 


<Exclusions> 

<ExcDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥Administrator¥ /s</Description> 
<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<bizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

<ExcDescription> 

<Description>%SystemDrive%¥Documents and Settings¥Al1 Users¥ /s</Description> 
<DateCompare> 

<0perand></0perand> 

<Date></Date> 

</DateCompare> 

<SizeCompare> 

<0perand></0perand> 

<Size></Size> 

</SizeCompare> 

</ExcDescription> 

</Exclusions> 


<IncUsers> 

<UserName>$(al1)</UserName> 
</IncUsers> 


<ExcUsers> 

<UserName>ASPNET</UserName> 

<UserName>Guest</UserName> 

<UserName>SQLDebugger</UserName> 

</ExcUsers> 
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<MigrationNote> 

<Note></Note> 

</MigrationNote> 

<Printers> 

<Printer></Printer> 

</Printers> 

<MISC> 

<bypass 一 registry>false</bypass 一 registry> 

<overwrite_existing_fi1es>true</overwrite_existing fi1es> 
<resolve 一 icon_links>true</resolve_icon_links> 
<PromptBeforeDelayedApply>true</PromptBeforeDelayedApply> 
</MISC> 

々 control card> 


Apply.bat フアイルの例 

@echo SMAb.O Installation is in progress … 
start /WAIT SMAsetup.exe /s /v"/qn" 

copy GUI_default_commands.xml "C:¥Program Fi1es¥ThinkVantage¥SMA¥GUI_default commands.xml"/y 
@echo Start Apply operation... 

"C:¥Program Files¥ThinkVantage¥SMA¥sma.exe" "¥¥ServerName¥Folder¥Fi1eName" 
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第 6 章移行可能なアプリケーション設定 


この付録では、 SMA で移行できるアプリケーションと設定をリストしています。才 
ペレーテイング • システム、移行シナリオ、およびソース • マシンとターゲット • 
マシンのアプリケーション•バージョンの違いなどによって、異なる結果が生じる 
可能性があります。ユーザー設定を含むファイルをデフォルト • フォルダー以外の 
場所に保存すると、アプリケーション設定が正しく移行されない場合があります。 
こうした場合、最初にご使用の環境に従ってアプリケーション • ファイルを編集 
し、その後にアプリケーション設定を移行するようにしてください。 


ソース PC とターゲット PC に違うバージョンのアプリケーションがインストール 
されている場合は、ターゲット PC のバージョンの方が新しいことが必要です。 


一般的なアプリケーション設定の移行 


以下の表で、一般的なアプリケーション設定の移行に関する情報を示します。 
表 16. 移行可能なアプリケーション設定 


アプリケーション 

設定 

注記 

I’mnkVantage 

Access 

Connections バー 

ジョン 

3. x 、4. x 、5.12 お 
よび 5.2 

ロケーション•プロファイル 


I’mnkVantage 

Client Security 

Solution ハ'——ジョ 

ン7.0、8.0、 

8.2、8.21、および 

8.3 

• セキュリティー•ポリシー設定 

• 認証モード 

• パスフレーズ 

システム • ドライブの Private Disk ファイルだけが移行 
できます。 

Private Disk がマウントされていると SMA を使用した 
移行は実行できません。移行を始める前にすベての 

Private Disks をアンマウントしてください 。 Private Disk 
のアンマウント方法については 、 ThinkVantage Client 
Security Solution のヘルプを参照してください。 

ターゲット.コンピューターへのログオンに使用したユ 
ーザー名がソース • コンピューターへのログオンに使用 
したものと異なる場合 、 Private Disk は正しく移行されま 
せん。 

ThinkVantage 指紋 
認証ユーティリテ 
ィー ( UPEK ) バー 
ジョン 5.5, 5.6、 
5.6.1、5.8、および 

5.9 

• パスポート.データ 

• 一般 

• ログオン 

• セキュリティー•モード 

• サウンド 

•Bio (バージョン 5.6 以降） 

• パワーオン•セキュリティー（バー 
ジョン 5.6 以降） 

移行済みの指紋認証ユーティリティー (Fingerprint 
Software ) のデータを正しく使用するためには 、 Windows 
のログオン.パスワードをソース.コンピューターの 
Windows ログオン*パスワ^ー ドと同じになるように再設 
定する必要があります。 
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表 16. 移行可能な アプリケーシヨン設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

ThinkVantage 指紋 
認証 ユー ティリテ 
イ ー ( Authentec ) 

3.2 

• 認証 

• 追加セキュリティー 

• ユーザー 特権 


rhinkVantage 
Password Manager 
setting for Client 
Security Solution 

7.0、 8_0、 8.1、 

8.21、 ぉょび 8.3 

• 設定 


ThinkVantage プレ 
ゼンテーション • 
デイレクターバ 
ージョン2、3、 
および4.01 

• プロファイル 

• この表示体系をすぐに適用する： 

• プレゼンテーション • ディレクタ 
一 • アイコンをタスクバーのシステ 
ム • トレイに表示する 

• オプション... 

• Fn + F 7 設定 


rhinkVantage 

Rescue and 

Recovery バーン 

ョン1.0、2.0、 

3.0、3.1、4.0、 

4.1、4.2、4.21、お 
ょび 4.3 

• バックアップのファイル•リストの 
組み込みと除外 

• バックアップ設定 

バージョン 4.0 と同じ設定のバージョン 4.1 および 4.2 
の移行設定をサポートします。 
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表 16. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Adobe Acrobat 

Reader バ' ーンヨ 

ノ D . x 、6. x 、7 .x 

および 8 .x 

• アクセシビリ テイー 

• 注釈 

• ユーザー情報 

• フルスクリーン • モード 

• アップデート 

• Web Buy 

ほとんどの共通設定形式のバージョン 6、7 から 8 へ 

の移行をサポートします。 

以下の共通設定は 7 から 8 には移行できません。 

• 編集/設定/形成/一般/フィールドの値は自動計 
算します 

• 編集/設定/形式/一般/形成データはディスクに 
保持するため一時的に使用可能です 

• 編集/設定/フルスクリーン/フルスクリーン外観/ 
デフォルト•トランザクション 

• 編集/設定/フルスクリーン/フルスクリーン外観/ 
マウス • カーソル 

• 編集/設定/ユーザー情報 

• 編集/設定/インターネット/ Web オプション/ 

PDF をブラウザーに表示 

• 編集/設定/マルチメディア/ 

• 編集/設定/スペルチェック/下線の色 

• 編集/設定/スペルチェック/辞書 

以下の共通設定は 6 から 8 には移行できません。 

• 編集/設定/形成/一般/フィールドの値は自動計 
算します 

• 編集/設定/形式/一般/形成データはディスクに 
保持するため一時的に使用可能です 

• 編集/設定/フルスクリーン/フルスクリーン外観/ 
デフォルト-トランザクション 

• 編集/設定/ユーザー情報 

• 編集/設定/インターネット/ Web オプション/ 

PDF をブラウザーに表示 

• 編集/設定/マルチメディア 

• 編集/設定/読み上げ/読み上げ順序 

• 編集/設定/読み上げ/辞書 

• 編集/設定/起動/スプラッシュ • スクリーンを表 
示 
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表 16. 移行可能な アプリケーシヨン設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Adobe Illustrator 

12.0および CS 4 

• 色設定 

• エンベロープ変更/エンべロー 
プ • オプション 

• キーボード.ショートカット 

• ライブ • ペイント/ギャップ•才 
プション 

• ライブ•トレース/トレース•才 
プション 

• SWF プリセット 

• 設定/黒色の外観処理 

• 設定/ファイル処理およびクリッ 
プボード 

• 設定/一般 

• 設定/ガイドおよびグリッド 

• 設定/ハイフン処理 

• 設定/プラグインおよびスクラッ 
チ • ディスク 

• 設定/セクションおよびアンカー 
表示 

• 設定/スライス 

• 設定/スマート • ガイド 

• 設定/タイプ 

• 設定/単位および表示性能 

• 設定/ユーザー•インターフェー 
ス 

• テキスト折り返し/テキスト折り 
返しオプション 

• ツール/オプション.../ネットワ 
ーク 

•トレース事前設定 

• 透明度フラットナー事前設定 

• ワークスペース/ワークスペース 
管理 


Adobe PagemaKer 

7.0 

• 文書のセットアップ 

• 設定 

• ポリゴン設定 

• 丸められた コーナー 

• リンク • オプション 
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表 16. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Adobe Photoshop 

8.0 および CS 4 

• 色設定 

• キーボードのショットカットとメニ 

ユー 

• 設定 

• 校正セットアップ 

• 表示/特殊オプションの表示 


AOL Instant 

Messenger o.O 4 z > 
ょび 7.0 

• tdit / Away Messages 

• View / Buddy List Window Always 
On Top 

• Edit / My Buddy Info 

• Edit / Settings / Buddy List 

• Edit / Settings / Connection 

• Edit / Settings / Enhanced IM 

• Edit / Settings / Expressions 

• Edit / Settings / General IM 

• Edit / Settings / IM Logging 

• Edit / Settings / Notifications 

• Edit / Settings / Offline IM 

• Edit / Settings / Privacy 

• Edit / Settings / Sounds 

• Edit / Settings / Sign In / Sign Out 

• Edit / Settings / Style 

• View / Offline Buddies 

• View / Plugins 

• View / Show in Buddy List 

• View / Sort Buddy List By 
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表 16. 移行可能な アプリケーシヨン設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Apple iTunes 7 ^5 
よび 8.1 

• 編集/設定/ 一 ■般 

• 編集/設定/デバイス（ただし、 

このコンピューター上のデータ 
が、...個を超えて変更されるとき 
に出される警告は除きます） 

• 編集/設定/ Podcast 

• 編集/設定/再生 

• 編集/設定/共有 

• 編集/設定/ Apple TV 

• 編集/設定/ Store 

• 編集/設定/拡張 

• 編集/設定/ペアレンタルコント 
ロール 

• コントロール/シャフル 

• コントロール/リピートする 

• 表示/ビジュアライザ • オプショ 

• 表示/リスト表示 

• 表示/アルバム表示 

• 表 7 K / Cover Flow 表ボ 

• 表示/表示オプション 

• 表示/ビジュアライザ 

• 表示/ブラウザを表示/ブラウザを 
隠す 

• 表示/アートワークカラムを表示/ 
アートワークカラムを隠す 

• 表示/イコライザを表示 

• 表示/ミニプレイヤーに切り替え 


AT&T Network 

Client 5.0 

• 一般 

• 拡張電話設定 


AT&T Global 

Network Client 7.6 

• Login Properties 

• Derault profiles and user setup 
profiles 


Avaya IP 

Softphone 6.0 

• View 

• Tools / Program Options 

• Settings / Audio / Options 

• Audio / Options 

• Settings / Font 

ユ ー ザ ー が view / Call Bar Style / Generic Phone を選 
択すると、 Audio Options メニューが Settings メニュー 
の下に表示され、 Audio メニューは表示されません。 ユ 
ーザーが View / Call Bar Style / Classic を選択した場合 
は、 Audio Options メニューが Audio メニューの下に表 
示され、 Audio Options サブメニューは Setting メニュー 
の下に表示されません。 

Corel Presentations 

12.0 

• ワークスペース•マネージ ャー 

• 設定 



108 System Migration Assistant デプロイメント • ガイドバージョン 6.0 











表 16. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Corel Ouattro Pro 

12.0 

• ワークスペース•マネージ ヤー 

• 表示 

• 設定 


Corel WordPerfect 

12.0 

• ワークスペース•マネージ ヤー 

• 設定 


Google Desktop 

4.2 

• Desktop Use Habit/Local index 

• Desktop Use Habit/Display 

• Desktop Use Habit/Others 


Google Earth 4.0 

• PlaceMark 

• オプション 

• ウィンドウ位置 


Google Picasa 2.2 
および 3.1 

• Tools / Configure Buttons 

• View / Folder View 

• View / Hidden Pictures 

• Tools / Network 

• Tools / Options / E-mails 

• Tools / Options / File Types 

• Tools / Options / General 

• Tools / Options / Printing 

• Tools / Options / Slideshow 

• View / Small Pictures 

• View / Small Thumbnails / Normal 

Thumbnails 

• View / Thumbnail Caption 

• Tools / Web Albums 


Google Talk 1.0 

• Account 

• View 

• Setting / General / Friends list 

• Setting / General / Change font 

• Setting / Notification 

• Setting / Audio 

• Setting / Appearance 
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表 16. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 


設定 


注記 


IBM® Global 
Network Dialer 4.0 

Windows 2000 
Professional ま 7 こ 
は Windows 2000 
Server で稼働する 
ター ゲット•コン 
ピューターの みを 
サポートします。 


アクセス 

外観 

プログラム 
ブラウザー 
メール 
ニュース 
サーバー 


Intuit Ouicken 
2007 


ndit / Costomize Account Bar 
Edit / Customize Toolbar 

Edit / Preferences / Quicken Program 
(exclude: Register, Reminders) 

Edit / Preferences / Customize 
Online Updates (exclude: Connection) 

Tools / Edit Personal Information 
Account List 

Category List (exclude: Display tax 
information) 

Scheduled Transaction List 

Memorized Payee List 

Class List 

Currency List 

Calendar 

Show All Alerts 

Set Up Alerts 

Address Book 

Cash Flow / Reconcile 

Cash Flow / Write Checks 


SMA は、 Quicken により設定されたデフォルト • ディレ 
クトリー内の Quicken データおよび設定ファイルのみを 
移行します。 

ターゲット.コンピューターに適用された後、 Quicken 
は、 ソース • コンピューターで最後にオープンされたデ 
一夕_ファイルを自動的にオープンできません。そのた 
め、 ユーザーは Quicken データ • ファイルを手動でオー 
プンしてから、データおよび設定ファイルにアクセスし 
てください。 


• Cash Flow / Budget 

• Cash Flow / Calendar 

• Investing / Portfolio 

• Investing / Security Detail View 

• Investing / Portfolio Analyzer 

• Investing / Security List 

• Investing / Security Type List 

• Investing / Investing Goal List 

• Property & Debt / Loan 

• Planning / Saving Goals 

• Tax / Tax Planner 
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表 16 . 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

intuit QuickBooks 

2007 

• Edit / Prererences 

• View / Open Window List 

• view / Navigation Bar 

• View / Icon Bar 

• View / One Window / Multiple 

Windows 

• Company / Company Information 

• Company / Set Up Users 

• Company / Planning & Budgeting / 
Set Up Budgets 

• Company / Planning 6 l Budgeting / 
Set Up Forecast 

• Company / To Do List 

• Company / Alerts Manager 

• Customers / Customer Center 

• Vendors / Vendor Center 

• Vendors / Item List 

• Employees / Employee Center 

SMA は、 QuickBooks により設定されたデフオルト•デ 
ィレクトリー内の QuickBooks 会社のデータ.ファイル 
のみを移行します。 

Lotus Notes 、 ハ' 一 

ジョン 

4. x 、5. x 、6. x 、 

7. x 、 および 8.5 

• ホーム 

• ファイル/データベース/アクセ 
ス 制御 

• ファイル/レプリケーター/設定 

• ファイル/プリファレンス 

• ビュー 

• メール 

•ID ファイル 

• INI ファイル 

• アドレス帳 

異なるバージョン間で移行する場合、一部のアプリケー 
ション設定が移行できません。 

Lotus Organizer ®, 
バージョン 6.0 

• To Do プリファレンス 

丁 pq i.tV. 

• 壞境 

• アラーム 

• 祝日の設定 

• 記念日 

Lotus アプリケーションは、すべてのアプリケーションが 
同じディレクトリーにインストールされている場合に限 
り移行することができます 。 Lotus Notes は例外です。 

良い例： 

• C :¥ Lotus ¥123¥ 

• C :¥ Lotus¥W ordpro ¥ 

• C :¥ Lotus ¥ Organizer ¥ 

悪い例： 

• C :¥ Lotus ¥123¥ 

• C:¥Program files ¥ Wordpro ¥ 

• D :¥ Lotus ¥ Organizer ¥ 
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表 16. 移行可能な アプリケーシヨン設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Lotus SmartSuite ® 
for Windows バー 
ジョン 9.8 

• Approach ® 

—表 7 K 

-グリッド 

-設計の表示 (Show in design ) 

-デフォルト • ソートの維持 

-データベース 

-表示 

-ナビゲーション 

-データ 

• Freelance Graphics ® 

—グリッド 

-設定 

-ビュー 

• Lotus 1-2-3® 

-一般 

-新規ワークブック•デフォルト 

-再計算 

-互換メニュー 

-ビュー 

-一般 

-セキュリティー 

-表示/非表示 

• Word Pro ® 

-一般 

-ロケーション 

-個人情報 

-一般使用 

-パフオーマンス 

-ビュー 

-設定 

• SmartCenter 

-フォルダー.オプション（カラー 
およびアイコン） 

Lotus アプリケーションは、すべてのアプリケーションが 
同じディレクトリーにインストールされている場合に限 
り移行することができます。 Lotus Notes は例外です。 

良い例： 

• C :¥ Lotus ¥123¥ 

• C :¥ Lotus ¥ Wordpro ¥ 

• C :¥ Lotus ¥ Organizer ¥ 

悪い例： 

• C :¥ Lotus ¥123¥ 

• C:¥Program files ¥ Wordpro ¥ 

• D :¥ Lotus ¥ Organizer ¥ 

「設定」内の「場所」の設定は移行されません。 
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表 16. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

McAfee VirusScan 


システム • スキャン/アクション 

McAfee VirusScan バージョン 7.0 からバージョン 8.0 

バージ ヨン 7.0 お 


システム.スキャン/レポート 

への移行はサポートされていません。 

よび 8.0 






システム_スキャン/除外 




E メール • スキャン/検出 




E メール•スキャン/アクション 




E メール • スキャン/アラート 




E メール•スキャン/レポー ト 




スクリプト • ストッパー 


Microsoft 


ツールバー 


Access ®、 バージヨ 




、 


オフション 


2000、2003 、 XP 


ビュー 


および2007 


一般 




検索 




キーボード 




/ ■— 卜 




レポート作成 




拡張オプション 




照会 


Microsoft mtemet 


お気に入り 


txplorer 、 ハー ン 


ツール/ビュー設定の互換性 


ヨン 5.0 、 5.5 、 




6.0、7.0、および 


表示/エン コ ード 


8.0 


表示/全 画面 表示 




表示/エクスプローラバー 




ツール/インプライベートフィル 




タリング設定 




ツール/インターネットオプショ 




表示/文字のサイズ 




表示/ツールバー 
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表 16. 移行可能な アプリケーシヨン設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Microsoft Money 

2007 

• Tools / Settings / Account settings 

• Tools / Settings / Backup Settings 

• Tools / Settings / Bill Settings 

• Tools / Settings / Browser Settings 

• Tools / Settings / Category Settings 

• Tools / Settings / Home page 
display settings 

SMA は 、 Microsoft Money により設定されたデフオル 
卜 • ディレクトリー内の Microsoft Money ファイルおよ 
び Microsoft Money バックアップ.ファイルのみを移行 
します。ユーザーが Microsoft Money ファイルおよび 
Microsoft Money バックアップ•ファイルを保存するため 
にディレクトリーを変更した場合は、 SMA はデフオル 
卜 • ディレクトリー内に存在しないこれらのファイルを 
取り込みません。 


• Tools / Settings / Investment settings 

• Tools / Settings / Online service 
settings 

• Tools / Settings / Planner settings 

• Tools / Settings / Print checks 

• Tools / Settings / Program settings 

ターゲット.コンピューターに適用後、ソース•コンビ 
ューターで最後に才 ー プンされた Microsoft Money ファ 
イルを Microsoft Money は自動的にオープンできないた 
め、ユーザーは Money ファイルを手動でオープンする 
必要があります。 

Microsoft 
NetMeeting 、 バー 
ジョン 2. x および 

3 .x 

• ビュー 

• 一般 

• 呼び出し 

• 拡張呼び出しオプション 

• セキュリティー 


Microsoft Office 、 

バージョン97、 

2000、2003、 XP 、 

および2007 
( Excel、PowerPoint 
および Word ) 

• ツールバー 

• オプション 

• テンプレー ト 

• 保存オプション 

• ユーザー情報（ツール • オプション 
の下） 

ソース.コンピューターの Microsoft Office のバージヨ 
ンがターゲット • コンピューターのバージョンと異なる 
場合、 Word および PowerPoint アプリケーションのツ 
——フレノ X —とテンプレート 
の設定は移行されません。 

「オプション」設定の「互換性」の設定は移行されませ 
ん〇 

Microsoft Office 

2003 Publisher 

11.0 、Microsoft 

Office 2007 

Publisher 12.0 

• ウィンドウ位置 

• プライバシー•オプション 

•プリンターおよび用紙/ポケベル 
設定 
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表 16. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Microsoft 

Outlook ®、 バージ 
ョン98、2000、 

2003、 XP および 

2007 

• ツールバー 

• ビュー 

• カスタマイズ•オプション 

• アドレス帳 

• アカウント 

• 設定 /E メール • オプション 

• トラッキング • オプション 

• カレンダー • オプション 

• メーノレ•デリノベリー 

• リソース•スケジューリング 

Microsoft Outlook と Internet Explorer は同時に移 f 了して 
ください 。 Microsoft Outlook と Microsoft Outlook 

Express は同時に移行できません。 

ターゲット.コンピューターへのログオンに使用したユ 
ーザー名がソース.コンピューターへのログオンに使用 
したものと異なる場合は、ターゲット•コンピューター 
の Microsoft Outlook を開始する前に、次の手順を実行し 
ます。 

1. 「コントロールパネル」を開きます。 

2. 「フォルダーオプション」 をダブルクリックしま 
す。 

3. 「表示」 タブを選択します。 

4. 「すべてのファイルとフォルダを表示する」を選択 

します。 

5. 「 OK 」 をクリックし、次に 「Folder Options 」 ウィ 
ンドウを閉じます。 

6. 「コントロールパネル」で 「メール」 をダブルクリ 
ックします。 

7. 「データ•ファイル」 をクリックします。 

8. 「設定」 をクリックします。 

9. Outlook . pst が無効のメッセージが表示されたら、 

「 OK 」 をクリックします。 

10. 次のディレクトリーに進みます。 

C:¥Documents and Settings ¥% USERNAME %¥ 

Local Settings¥ApDlication Data ¥ Microsoft¥Outlook 
と進み、 Outlook . pst を選択します。 

(% USERNAME % は、ログオンに使用しているユー 
ザー • アカウント名です。） 

11. 「メールのセットアップ」を閉じます。 

12. Microsoft Outlook を始動します。 

ターゲット.コンピューターで Microsoft Outlook を始動 
する前にこの手順を完了していない場合は 、 Microsoft 
Microsoft Outlook を移行し直し、あらためてこの手順を 
実行しなければならなくなります。 
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表 16. 移行可能な アプリケーシヨン設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Microsoft Outlook 
Express 、バーンョ 
ン 5. x 、 および 

6 .x / Microsoft 

Windows Mail 

• 一般 

• メール送信フォーマット 

• ニュース送信フォーマット 

• 送信 

• 読み取り 

• セキュリティー 

• 拡張オプション 

• アドレス帳 

Microsoft Outlook Express と Internet Explorer は同時に 
移行してください 。 Microsoft Outlook と Microsoft 

Outlook Express は同時に移行できません。 

アドレス帳が移行されなかった場合は、次のようにしま 
す。 

1. 「コントロールパネル」を開きます。 

2. 「フォルダーオプション」 をダブルクリックしま 
す。 

3. 「表示」 タブを選択します。 

4. 「すべてのファイルとフォルダを表示す る」を選択 
します。 

5. 「 OK 」 をクリックし、次に「フォルダオプショ 
ン」ウインドウを閉じます。 

6. Microsoft Outlook Express 5. x /6 .x を始動します。 

7. メニュー•バーで 「ファイル」 を選択します。 

8. 「インポート」 を選択してから、 「アドレス帳」 を 
選択します。 

9. 「アドレス帳」ファイル (*. wab ) を次のように指定 
します。 

C:¥Documents and Settings¥%USERNAME 
%¥Application Data ¥ Microsoft¥address 

book ¥% SOURCEUSERNAME%.wab 
(% SOURCEUSERNAME % は、ソース•コンピュー 
ターへのログオンに使用しているユーザー • アカウ 
ント名です。） 

10. 「メッセージのインポート」ウインドウを閉じま 
す。 

アドレス帳のフォルダーは移行されません。これは 
Outlook Express の制約事項です。詳しくは、 
http :// support , microsoft . com / default , aspx ? scid = 
kb ; en - us ; 268716を参照してください。 

Microsott Project 、 

バ'ーンヨン 

98、2000および 

2002 

• ツールバー 

• 設定 

• 保存オプション 

• ファイル場所 

• 最新の文書 
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表 16. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Microsoft Visio ®、 
バージヨン2000 
および2002 

• ビュー 

• ツールバー 

• カスタマイズ/オプション 

• 一般 

• 作図 

• 設定 

• 拡張オプション 


Microsoft Windows 

Media Plaver 

9、10、11、およ 
び 12 

• ファイル/オフラインで実行 

• 再生/オーディオおよび言語トラ 
ック 

• 再生/キャプションと字幕 

• ツール/オプション.../音楽の取 
り込み 

• ツール/オプション.../デバイス 

• ツール/オプション ... / DVD 

• ツール/オプション.../ライブラ 

• ツール/オプション.../ネットワ 
ーク 

• ツール/オプション ... /パフオー 
マンス 

• ツール/オプション.../プレーヤ 

• ツール/オプション.../プラグイ 
ン/バッテリーのプロパティ 

• ツール/オプション.../プライバ 
シー 

• ツール/オプション.../リップミ 
ュージック 

• ツール/オプション.../セキュリ 
ティ 

• ツール/プラグイン/オプション 

• 表示/フルモード 

• 表示/プラグイン/オプション 

• 表示/スキンセレクタ 

• 表示/スキン 

• 表示/ メニューバーを表示 

• 表示/ビデオのサイズ 

バージョン9から移行可能なすべての設定はバージョン 
10、11、および12に組み込まれていますが、すべての 
設定がバージョン10、11、および12と同じとは限りま 
せん。そのため、 SMA は10から11および12に設定 
を移行する場合、共通設定のみを移行し、「ツール/オプ 
ション.../パフォーマンス/詳細...」の下の設定は10から 

11および12に移行しません。 
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表 16. 移行可能な アプリケーシヨン設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Microsoft Windows 

• ツール/オプション / アラート 

SMA は、バージョン 5 から 7.5、8.1、8.5、 および 

Live Messenger 

• ツール/オプション/接続（「詳 

2009への移行をサポートしていません。また 、 SMA 

7.5、 8.1、 8.5、 お 

細設定/ユーザー名、パスワー 

は、 7.5 から 8.1 、8.1、 8.5 および2009への以下の共 

よび2009 

ド」は除外） 

通設定の移行もサポートしていません。 


• ツール/オプション/ファイルの 

• コンタクト/コンタクト先の表示 


送信 

• ツール/表示アイコンの変更/アイコンを表示しない 


• ツール/オプション/レイアウト 

• ツール/オプション/タブ 


• ツール/オプション/ メッセージ 

• ツール/接続/詳細設定/接続の問題を解決するた 


( 「メッセージ履歴」は除外） 

めに、サーバー接続のログを保存する 


• ツール/オプション/個人設定 

•ツール/個人設定/ Windows Media Player の音楽情 


• ツール/オプション/電話 

報を表示メッセージで公開する 


• ツール/オプション/プライバシ 

SMA は 、 Live Messenger により設定されたデフオル 


' 

卜 •ディレクトリー内の受信ファイルの移行のみをサポ 


• ツール/オプション/セキュリテ 

ートしています。ユーザーが受信ファイルの場所を変更 


イ 

した場合は、 SMA はデフォルトの受信ディレクトリー内 


• ツール/オプション/サインイン 
(「 Windows へのログオン時に 
Windows Live Messenger を実 f 了す 
る」は除外） 

• ツール/オプション/サウンド 

に存在しないこれらのファイルを取り込みません。 

Microsott Windows 

• 個人情報 


MSN ® Messenger 
5.0 

• メッセージ 

• プライバシー 

• 一般 

• アカウント 

• 接続 


Microsoft Works 

• Home / Calendar 

SMA は Windows XP または Windows 2000から 

Suite 2006 

• Home / Contacts 

Windows Vista または Windows 7への Works Suite の 
設定の移行をサポートしていません。理由は 、 Works 


• Projects / Saved Projects 

Suite が Windows XP、Windows 200 0 と Windows Vista 
、 Windows 7 の間で異なる設定ファイルを使用している 
ためです。 

Mozilla Firefox 

1.5, 2.0, 3.0, and 

3.5 

• Tools / Clear Recent History ... 

• Tools / Options ... 

• View / Character Encoding 

• View / Page Style 

• View / Sidebar 

• View / Status Bar 

• View / Toolbars 

• View / Zoom / Zoom Test Only 
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表 16. 移行可能なアプリケーション設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Netscape 

Navigator 、 ノ ゞ ーン 
ョン 6. x および 

7 .x (続き) 


ターゲット.コンピューターへのログオンに使用したユ 
ーザー名がソース • コンピューターへのログオンに使用 
したものと異なる場合、移行を開始する前に、次の手順 
を実行します。 

1. 「コントロールパネル」を開きます。 

2. 「フォルダーオプション」をダブルクリックしま 
す 。 

3. 「表示」タブを選択します。 

4. 「すべてのファイルとフォルダを表示する」を選択 

します。 

5. 「 OK 」 をクリックし、次に「フォルダオプショ 
ン」ウィンドウを閉じます。 

6. 移行する前に、ターゲット*コンピューターで 

「 Mozilla 」 の 「 Profiles 」 フォルダーを見つけます。 
このフォルダーは C:¥Documents and 
Settings ¥% USERNAME % Application Data ¥ の中にあ 
ります。（ここで、 ％ USERNAME % は、ログオンに 
使用しているユーザー•アカウント名です。）この 
フォルダーの名前を SMABACK に変更します。 

7. Netscape を移行します。 

8. ターゲット•コンピューターをリブートします。 

9. 「 C:¥Documents and Settings ¥% USERNAME % 
Application Data ¥ Mozilla ¥ Profiles ¥ defaults ¥ 
xxxxx . sltj を開きます ( xxxxx には、ソース側と同じ 
名前を選択します)。 

10. メニュー•バーで「編集」を選択します。 

11. 「設定」を選択します。 

12. 「カテゴリー」から「拡張」を選択します。 

13. 「キャッシュ」を選択します。 

14. 「ディスクキャッシュフォルダ」を 
rc：¥Documents and Settings ¥% USERNAME % 

¥Application Data ¥ Mozilla ¥ Profiles ¥ defaults ¥ 
xxxxx . sltj に変更します （ xxxxx には、ソース側と同 
じ名前を選択します)。 

15. 「 prefs . js 」 ファイルを右クリックし、「編集」を選 
択します。 

16. 「 C:¥Documents and Setdngs ¥% SOURCEUSER%¥¥J 
を検索して、すべての ％ SOURCEUSER % を 
% USERNAME % と置き換えます （％ SOURCEUSER % 
はソース.コンピューターへのログオンに使用して 
いるユーザー • アカウント名、 % USERNAME % は夕 
ーゲット.コンピューターへのログオンに使用して 
いるユーザー.アカウント名)。 

17. Netscape を開始します。 
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表 16. 移行可能な アプリケーシヨン設定（続き) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Norton Antivirus 

バージョン 7.x お 
よび更新版 

• スキャン • スケジュール 

• 履歴 

• 拡張オプション 

• ランダム•オプション 


Palm Desktop 4.1 

• ウィンドウ位置 

• アドレス帳 

• ToDo 

• メモ 

• 経費 

Windows Vista または Windows 7では、ウインドウ位置 
のみが移行可能です。 
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表 16 . 移行可能なアプリケーション設定（続き ) 


アプリケーション 

設定 

注記 

Skype 3.2 および 
4.0 

• Skype / online Status 

• Skype / Profile 

• Tools / Change Language 

• Tools / Options / Advanced / 
Advanced settings 

• Tools / Options / Advanced / 

Connection 

• Tools / Options / Advanced / 

Hotkeys 

• Tools / Options / Calls / Call 

Settings 

• Tools / Options / General / 
AudioSettings 

• Tools / Options / General / Ueneral 
Settings 

• Tools / Options / General / Sounds 

• Tools / Options / General / Video 
settings / Automatically receive video 

from 

• Tools / Options / General / Video 
settings / Show that I have video to 

• Tools / Options / IM & SMS / IM 
Appearance 

• Tools / Options / IM & SMS / IM 
Settings 

• Tools / Options / Privacy / Privacy 
Settings 

• Tools / Options / Notifications / 
Notifications Settings 

• Tools / Options / Notifications / 

Alerts & Messages 

• Tools / Options / Notifications / 

Sounds 

• View / Character Encoding 

• View / Default View or Compact 

View 


Symantec Antivirus 

9.x 

• 更新スケジュール 

• スキャン • スケジュール 

• 履歴 

• 拡張オプション 

• ランダム•オプション 
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表 16 . 移行可能な アプリケーシヨン設定（続き ) 


アプリケーション 

設定 

注記 

タブレツト OS の 
設定 

• タブレット入カウインドウの設定 

• タブレット•ペンの設定 


WinZip バージョ 
ン 8.x および 11 

•列 

• 一般 

• セクション 

• ボタン 

• システム • デフォルト • フォルダー 

• エクスプローラー機能拡張 

• コンテキスト • メニュー•コマンド 

• その他 

バージョン 8 から 11 への共通設定の移行は、以下の一 
部の共通設定を除き、大部分がサポートされています。 

• Options / Conriguration / Svstem / Associate Winzip 

with archives 

• Options / Conriguration / Svstem / include winzip in 

start menu 

• Options / Configuration / System / include winzip on 
desktop 

• Options / Configuration / Explorer enhancements / 

Display context menu items in a submenu 

• Options / Configuration / Miscellaneous / 

• Options / Configuration / Other / Show comments when 
opening ZIP files 

Yahoo Messenger 

8.1 

• Messenger / Prererences / General 
(Edit Mobile Device を除く） 

• Messenger / Preferences / Alert & 

Sounds 

• Messenger / Prererences / 

Appearance 

• Messenger / Preferences / Archive 

• Messenger / Preferences / Chat 

• Messenger / Preferences / Connection 

• Messenger / Preferences / Display 
Image 

• Messenger / Preferences / Ignore List 

• Messenger / Preferences / Yahoo! 

Music 

• Messenger / Preferences / Live Words 

• Messenger / Preferences / Messages 

• Messenger / Preferences / Privacy 

• Messenger / Preferences / Webcam 

• Messenger / Preferences / Super 

Webcam 

• Contacts / Show Offline Contracts 

• Contacts / Show Empty Groups 

• Contacts / Show Messenger List 

• Contacts / Show Address Book 
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追加アプリケーシヨン設定の移行 


注：カスタム•アプリケーション•ファイルを作成する場合は、カスタマイズされ 
た設定が保存されている場所を含め、アプリケーションについて完全な知識を持っ 
ている必要があります。 

デフォルトでは、いくつかのアプリケーションの設定を移行するように SMA が事 
前構成されています。また、カスタム•アプリケーション•ファイルを作成して追 
加アプリケーションの設定を移行することもできます。 

このファイルの名前は必ず application.xml または application.smaapp とし、 
cf:¥Program Files¥ThinkV antage ¥ SMA ¥ Apps ディレクトリーに保存する必要がありま 
す。ここで、 application はアプリケーションを示し、 d はハ'ードディスクのドライ 
ブ名です。同じアプリケーションに対し、 ap /?" ca // on . smaapp と application.xml の両 
方のカスタム • アプリケーション•ファイルが存在する場合は、 application.smaapp 
ファイルが優先されます。 

新規アプリケーションをサボートするために、既存のアプリケーション • ファイル 
をコピーして必要な変更を行います。 

アプリケーション • ファイルについて、以下の特性を知っておいてください。 

• application.xm\ 

- 「<!--」と「-->」で囲まれた <!-- タグ--> はコメントとして扱われます。例 
えば、次の例です。 

<!--Fiies From Folders> 

<Files_From Folder>%AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥Whapi¥*.* /s</Fi1 
es 一 From 一 Folder> 

<Fiies—From 一 Folder>%Personal Directory%¥*.pdf</Fi1es 一 From—Folder> 

</Fi1es 一 From 一 Folders--> 

-各コマンドは別々のセクションで記述する必要があります。 

-各セクションは、 <AppInfo> または <Instal l_Di rectories> などのように、 
タグで囲まれたコマンドで始まります。1つのセクションに1つ以上のフイ 
ールドを入力できますが、各フィールドは別々の行に分かれている必要があり 
ます。 


-アプリケーション•ファイルに構文エラーが含まれていると、 SMA の操作は 
続行され、エラー* メッセージがログ • ファイルに書き込まれます。 

-アプリケーション*ファイルでは大文字と小文字が区別されます。 

• appiication.sma.app 

application . smaapp ファイルの使用について詳しくは、149ぺージの『付録 C . そ 
れ以前のバージョンとの互換性』 > 参照してください。 

124ページの表 1^1 は、アプリケーション • ファイルに関する情報を示します。 
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表 17. 追加アプリケーション設定の移行 : アプリケーション-ファイル 


設定 

パラメーター 

説明 

〈 Applications 〉 

<^ amily > 

アプリケーションのバージョンに依存しない固有 
名を指定するテキスト•ストリングです 。 SMA 
をバッチ•モードで実行する場合は、このストリ 
ングをコマンド.ファイルのアプリケーション • 
セクションで使用します。先行スペースは無視さ 
れます。テキスト•ストリングを引用符で囲まな 
いでください。 

例： 

<Family>Adobe 

Acrobat Reader</Family> 


< SMA _ Version > 

テキスト•ストリング。 SMA バージョン番号を指 
定します。 

例： 

<SMA_Version>SMA 6.0</SMA_Version> 


< App > 

ShortName 。 ShortName は1 つ以上のアプリケー 
ションのバージョン固有のショート • ネームで 
す。 

例： 

<APP>Acrobat Reader 50</APP> 

く Application ShortName =" ShortName "> 

く Name 〉 

アプリケーションの名前を指定するテキスト•ス 
トリングです。 


< Version > 

アプリケーションのバージョンを指定する数値で 
表すバージョンです。 


< Detects > 

レジストリー • キーを指定します。 SMA は、指定 


< Detect > 

されたレジストリー • キーを検索してアプリケー 
ションを検出します。 

例： 

<Name>ThinkVantage 

Technology 

- Client Security Solution</Name> 

<Version>7.0</Version> 

<Detects> 

<Detect> 

く hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Lenovo 

Client Security Solution¥</keyname> 

<value>Version</value> 

</Detect> 

</Detects> 

< value > タグがあると、指定されたレジストリーの 
値を使用して、アプリケーションの特定のバージ 
ョンを検出するために < version > 記述と比較しま 
す。 
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表 17. 追加アプリケーション設定の移行 . _ アプリケーション - ファイル（続き ) 


設定 

パラメーター 

説明 

< Install _ Directones .> 

< OS > 

オペレーティング • システムを指定するテキス 

例： 


卜•ストリングで、以下のいずれかです。 


• Windows 7 

<Instal 1 Directories 〉 



<Instal 1 Directory 


• Windows Vista 

<0S>WinXP</0S> 


• Windows XP 

<Registry> 



<hive>HKLM く / hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 


• Windows 2000 

Reader¥5.0¥Instal1 Path く / keyname 〉 



<value>(Default)</value> 



</Registry> 

< Registry > 

レジストリーにリストされているようにインスト 

</Install_Directory> 

<Instal1 Directory> 

ール•ディレクトリーを指定します。 

<OS>Win2000</OS> 


は、 HKLM または HKCU のいずれかで 

<Registry> 


す。 

<hive>HKLM く / hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 


keyname はキー名です。 

Reader 


¥5.0¥Instal1 Path く / keyname 〉 


value はオプショナル • コマンドで、移行する 

<value>(Default)</value> 


レジストリー値を指定します。 

</Registry> 

々 Install Directory 



</Install_Directories> 
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表 77. 追加アプリケーション設定の移行 : アプリケーション - ファイル（続き ) 


設定 

パラメーター 

説明 

< riles _ rrom _ Folders > 

SMAvariable ¥ LocatiorM [ File ] [/ s ] 

ここで、 

• SMAvariable は 、カスタマイ 

ズ*ファイルの場所を指定する 

次のいずれかの変数です。 

- %Windows Directory % (オペ 
レーティング • システム • 
ファイルの場所） 

-% Install Directory % 

( Instal し Directories セクシヨ 
ンで定義されたアプリケー 
シヨンの場所） 

- %Appdata Directory % (ユー 
ザー•プロファイル•ディ 
レクトリーのサブディレク 
トリーである Application 

Data ディレクトリー） 

- %LocalAppdata Directory % 
(ユーザー•プロファイル. 
ディレクトリーのサブディ 
レクトリーである Local 
Settings フオルターの 
Application Data デイレクト 
リー） 

一 %Cookies Directory % (ユー 
ザー•プロファイル.ディ 
レクトリーのサブディレク 
トリー） 

一 %Favorites Directory % (ユー 
ザー•プロファイル.ディ 
レクトリーのサブディレク 
トリー） 

- %Personal Directory % (ユー 
ザー•プロファイル.ディ 
レクトリーのサブディレク 
トリーである My 

Documents デイレクトリ 
一。 この環境変数は 

Windows NT 4 では使用でき 
ません。） 

一 %UserProfile Directory % は 
「ユーザー.プロファイ 
ル」ディレクトリーです。 

移行したいカスタマイズ • ファイルを指定しま 
す。この設定はオプションです。 

例： 

<Files From Foider>%AppData 

Directory% 

¥Adobe¥Acrobat¥Wh 
api¥</Files From Folder> 

%AppData Directory %¥ Adobe ¥ Acrobat¥Whapi フ 
ォルダー内のファイルが SMA で取り込まれま 
す。サブディレクトリー内のファイルは含まれ 
ません。 

<i-i 1 es From Foider>%AppData Directory% 

¥Adobe¥Acrobat¥Wh 

api¥ /s</Files From Folder> 

%AppData Directory %¥ Adobe ¥ Acrobat¥Whapi フ 
ォルダー内のファイルが SMA で取り込まれま 
す。サブディレクトリー内のファイルも含まれ 
ます。 

< 1 - 1 1 es From Foider>%AppData Di rectory% 

¥Adobe¥Acrobat¥Wh 

api¥*.*</Files From Folder> 

%AppData Directory %¥ Adobe ¥ Acrobat¥Whapi フ 
ォルダー内のファイルが SMA で取り込まれま 
す。サブディレクトリー内のファイルは含まれ 
ません。 

< 1 - 1 1 es From Foider>%AppData Di rectory% 

¥Adobe¥Acrobat¥Wh 

api¥*.* /s</Files 一 From Folder> 

%AppData Directory %¥ Adobe ¥ Acrobat¥Whapi フ 
ォルダー内のファイルが SMA で取り込まれま 
す。サブディレクトリー内のファイルも含まれ 
ます。 

< 1 - 1 1 es From Foider>%AppData Di rectory% 

¥Adobe¥Acrobat¥Wh 

api</Files From Folder> 

「 Whapi 」 の後ろに「¥」がない場合、 SMA で 
は rwhapij はフォルダーではなくファイルと 
して扱われます。 
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表 17. 追加アプリケーション設定の移行 ._ アプリケーション-ファイル（続き) 


設定 

パラメーター 

説明 

< Files _ From _ Folders > (続き） 

• Location ¥ は、 完全修飾のディ 
レクトリーを指定します。パス 
にワイルドカード文字を使用し 
てもかまいません。デイレクト 
リーを指定すると、すべてのフ 
ァイルがコピーされます。 

• [ File ] はオプション•パラメー 
ターで、 Location がデイレクト 
リーを指定し、 File がコピー対 
象のファイルである場合にのみ 
使用できます。ファイル名には 
ワイルドカード文字を使用でき 
ます。 

• [/ S ] はオプショナル•パラメー 
ターです。 [/ S ] を使用する 
と、すべてのサブディレクトリ 
一内のすベてのファイルがコピ 
一されます。 

SMA 6.0 を使用している場合 
は、 Windows 環境変数を使用す 
ることができます。 SMA を開始 
したユーザーの環境変数が、 
Windows 環境変数の値として使 
用されます。 


< Registnes > 

MVe は、 HKLM または 

HKCU のいずれかです。 

keyname はキー名です。 

value はオプショナル•コマン 
ドで、移行するレジストリー 
値を指定します。 

移行したいレジストリー項目を指定します。 

例えば、次の例です。 

<Regi stnes> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
</keyname> 

<value></value> 

</Registry> 

</Registries> 

< Registry _ Excludes > 

Wve は、 HKLM または 

HKCU のいずれかです。 

keyname はキー名です。 

value はオプショナル•コマン 
ドで、移行するレジストリー 
値を指定します。 

選択したレジストリー項目から除外したいレジス 
トリー • キーと値を指定します。 

例えば、次の例です。 

<Registry ExcIudes> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader 
¥5.0¥AdobeViewer 
</keyname> 

<value>xRes</val ue> 

</Registry> 

</Registry_Excl udes> 
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表 77. 追加アプリケーション設定の移行 : アプリケーション - ファイル（続き ) 


設定 

パラメーター 

説明 

< Files _ Through _ Registnes > 

< OS > 

は、オペレーティング•システム 
を指定し、以下のいずれかの値で 
す。 

• Win7 

• WinVista 

• WinXP 

• Win 2000 

< Registry > はレジストリー項目を 
指定し、 hive , keyname,value のフ 
ォーマットになっています。ここ 

で、 

• hive は、 HKLM または HKCU 
のいずれかです。 

• keyname はキ 1 一名です。 

• value はオプショナル • コマン 
ドで、移行するレジストリー値 
を指定します。 

File はファイル名です。ワイルド 
カード文字を使用できます。 

移行するカスタマイズ • ファイルを指定します。 

以下に例を示します。 

<Files Through Registries> 

<Mles Through Regi stry> 

<0S>wTnXP</0S> 

<Registry> 

<hive>HKCU く / hive> 
<keyname>Software¥Lotus¥Organizer 
¥99.0¥Paths</keyname> 

<value>Backup</value> 

</Registry> 

<File>*.*/s</File> 

</Files 一 Through 一 Registry> 

</Files_Through Registries 〉 

< SourceBatchProcessing > 

<bourceBatchProcessing> 

<!CDATA[batch commands]] 
</SourceBatchProcessing> 

< SourceBatchProcessing > は取り込みフエーズで、 
< Files _ From _ Folders > が処理される前にバッチ処理 
を実行します。 

以下に例を示します。 

<SourceBatchProcessing> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* 
cEmigration del c : ¥migration¥*.mp3] ] 
</SourceBatchProcessing> 

<PreT argetB atchProcessing > 

<PreTargetBatchProcessi ng> 
<!CDATA[batch commands]] 
</PreTargetBatchProcessing> 

< PreTargetBatchProcessing > は適用フエーズで、 
< Registries > が処理される前にバッチ処理を実行し 
ます。 

以下に例を示します。 

<PreTargetBatchProcessing> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* 
cEmigration del c : ¥migration¥*.mp3] ] 
</PreTargetBatchProcessi ng> 

< TargetBatchProcessing > 

<TargetBatchProcessing> 

<!CDATA[batch commands]] 
</TargetBatchProcessing> 

< TargetBatchProcessing > は適用フエーズで、 

く Registries 〉 が処理された後にバッチ処理を実行し 
ます。 

以下に例を示します。 

<TargetBatchProcessi ng> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* 
cEmigration del c : ¥migration¥*.mp3] ] 

々 Target Batch Processing 〉 
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アプリケーション • ファイルの作成 

カスタム • アプリケーション*ファイル用にどのアプリケーション設定を移行する 
必要があるかを決定するには、アプリケーションを慎重にテストしなければなりま 
せん。 

アプリケーション • ファイルを作成するには、次のようにします。 

1. ASCII テキスト•エディターを使用して既存の application . XML ファイルを開 
きます。 SMA をデフォルトの場所にインストールした場合、 application.XML 
ファイルは c/:¥Program Files¥IBM Think V antage¥SM A¥Apps デイレクトリーに 
入れられます。 d はハードディスクのドライブ名です。 

2. 移行したいアプリケーションとアプリケーション設定についてこの 
application . XML ファイルを変更します。 

3. 〈 Applications 〉 セクションの情報を変更します。 

4. く Application ShortName = " ShortName "> セクションの く Name 〉 コマンドおよび 
< Version > コマンドを変更します。 

5. 移行する必要があるレジストリー • キーを決定します。 

a . 「スタート」 今 「ファイル名を指定して 実行」とクリックします。「ファ 
イル名を指定して実行」ウィンドウが開きます。 「名前 （〇)」フィールドに 
regedit と入力して 「 OK 」 をクリックします。「レジストリエディタ」ウ 
インドウが開きます。 



図 1. 拡張管理トピック: 「レジストリ エディタ J ウィンドウ 

b . 左側のペインで 「 HKEY _ LOCAL _ MACHINE 」 ノードを展開します。 

c . 「 Software 」 ノードを展開します。 

d . ベンダー固有のノード（例えば、 「 Adobe 」） を展開します。 
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e. アプリケーションのレジストリー•キーが見つかるまで、ナビゲートを続行 
します。この例では、レジストリー.キーは SOFTWARE¥Adobe¥Acrobat 
Reader¥6.0 です。 



図 2. 拡張管理トピック：「レジストリエディタ」ウィンドウでのレジストリー•キーの検索 

f . 「 Detect 」 フィールドの値を設定します。例： 

<Detects> 

<Detect> 

く hive>HKLM</hi ve> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0</keyname> 

</Detect> 

<Detects> 

6. <Install_Directories> セクシヨンを変更します。 

7. アプリケーションがインストールされるディレクトリーへのパスを決定しま 
す。 

a. 「レジストリエディタ」ウィンドウから、 

HKLM¥SOFTWARE¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥InstallPath ノードにナビゲー 
卜します。 
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図 3. 拡張管理トピック： 「レジストリエディタ」ウィンドウ .• インストール•パスの 検索 

b . 該当するコマンドをアプリケーション.ファイルの < Install _ Directories > セ 
クションに追加します。例： 

<Instal 1 Directory 〉 

<0S>WinXP</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Instal1Path</keyname> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

注：アプリケーション固有のディレクトリーが 

HKLM ¥ Software ¥ Microsoft ¥ Windows ¥ CurrentVersion¥AppPaths デイレクトリーに 
ない場合は、 HKLM ¥ Software ツリー内の他の場所で、インストール•パスを含 
むディレクトリーを見つける必要があります。ディレクトリーを見つけたら、 
そのキーを < Install _ Directories > セクションで使用します。 

8. < Files_From Folders 〉 セクションで、移行したいカスタマイズ•ファイルを指定 
します。 

a . 多くのアプリケーションは、デフオルトで、ファイルを Documents and 
Settings サブディレクトリーに保存しているので 、 Application Data ディレク 
トリーでこのアプリケーションに関連するディレクトリーを調べてくださ 
い。それが存在している場合は、次のコマンドを使用してそのディレクトリ 
一とファイルを移行することができます。 


<Files From Folder>SMAvariable¥Location¥[Fi1e] 

[/s] </Fi1es From Folder> 

ここで、は完全修飾ファイルまたはデイレクトリー、[乃 7 e ] は、 
Location / がディレクトリーを指定する場合に限り使用可能なオプショナル • 
パラメーターです。 
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Adobe Reader の例では、カスタマイズ•フアイルは Preferences デイレクト 
リーに入っています。 



図 4. 拡張管理トピック : 「Documents and settingsJ フオルタ 1 一の 下 " のカスタマイズ • ファイル 

b. 個人用設定が保存されている可能性があるすベての関連ディレクトリーを調 
ベます。 

c. Local Settings ディレクトリーを調べます。 

9. 移行したいレジストリー項目を決定します。それらは HKCU 

(HKEY_CURRENT_USER) に入っています。アプリケーション•ファイルの 
〈 Registries 〉 セクションで、該当するコマンドを追加します。 

10. application.XML ファイルを rf:¥Program Files¥ThinkVantage¥SMA¥Apps デイレ 
クトリーに保存します。ここで、 d は、ハードディスク*ドライブのドライブ 
名です。 

11. 新規のアプリケーション • ファイルをテストします。 
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Adobe Reader 用の application.XML ファイルの例 

このセクションでは 、 Adobe Reader プログラムのアプリケーション.ファイルを紹 
介します。 

く ？ xml version="1.0"?> 

<Applications> 

<Famiiy>Adobe Acrobat Reader</Faim ly> 

<SMA_Version>SMA 6.0</SMA_Version> 

<APP>Acrobat_Reader_80</APP> 

<APP>Acrobat_Reader_70</APP> 

<APP>Acrobat_Reader_60</APP> 

<APP>Acrobat_Reader_50</APP> 

<Application ShortName="Acrobat Reader_50"> 

<AppInfo> 

<Name>Acrobat Reader 5.0</Name> 

<Version>5.0</Version> 

<Detects> 

<Detect> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0</keyname> 

</Detect> 

</Detects> 

</AppInfo> 

<Install_Directori es> 

<Install_Directory> 

<0S>WinVista</0S> 

<Registry> 

く hive>HKLM く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Instal1Path</keyname> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Instal1 一 Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>WinXP</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Instal1Path</keyname> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Instal1 一 Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>Win2000</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Instal1Path<keyname> 

<value>(Default)</val ue> 

</Registry> 

</Instal1 一 Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>Win98</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Instal1Path</keyname> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Instal1 一 Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>WinNT</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Instal1Path</keyname> 

<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Instal1 一 Directory> 

々 Install Di rectori es> 
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<Fi 1 es_From_Folders> 

<Fi 1 es_From_Folder>%AppData Di rectory%¥Adobe¥Acrobat¥Whapi¥*.* 

/ s</Fi1es—From—Folder> 

<Fi1es 一 From 一 Folder>%Personal Directory%¥*.pdf</Fi1es 一 From Folder> 

<Fi1es_From 一 Folders> 

<Fi1es_Through Registries></Fi1es_Through_Registries> 

<Registries> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat</keyname> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader</keyname> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKLM く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Persistent Data</keyname> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKLM く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥AdobeViewer</keyname> 

<value></value> 

</Registry> 

</Registries> 

<Registry 一 Excludes> 

<Registry> 

<hive>HKCU く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥AdobeViewer</keyname> 
<value>xRes</value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥Adobe¥Viewer</keyname 
<value>yRes</value> 

</Registry> 

<Registry 一 Excludes> 

<SourceBatchProcessing></SourceBatchProcessing> 

<PreTargetBatchProcessing> 

<![CDATA[ 

if /i "%SourceUserName%" == "SYSTEM" goto Done 

if /i "%SourceApp%" == "Acrobat_Reader_50" goto Update50 

goto Done 

:Update50 

regfix /delete "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥AdobeViewer" 
regfix /delete "HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥AdobeViewer" 

: Done 

]] 

</PreTargetBatchProcessing> 

<TargetBatchProcessing></TargetBatchProcessing> 

</Application> 

〈Application ShortName="Acrobat Reader_6.0"> 

<AppInfo> 

<Name>Adobe Acrobat Reader 6.0<¥Name> 

<Version>6.0</Version> 

<Detects> 

<Detect> 

く hive>HKLM く / hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 

Reader¥6.0</keyname> 

</Detect> 

</Detects> 

<¥AppInfo> 

<Install_Directories> 

<Install_Directory> 

<0S>WinVista</0S> 

<Registry> 
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<hive>HKLM く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Instal1Path</keyname> 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Install_Directory> 

<OS>WinXP</OS> 

<Registry> 

<hive>HKLM く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Instal1Path</keyname> 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>Win2000</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Instal1Path</keyname> 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Instal1 Directory 〉 

' <0S>Win98</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Instal1Path</keyname> 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>WinNT</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Instal1Path</keyname> 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

</Install_Directories> 

<Files 一 From Folders> 

<Fi1es_From Folder>%AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥6.0¥*.* 

/s</Files_From_Folder> 

<Files_From_Folder>%Personal Directory%¥*.pdf</Fi1es_From 一 Folder> 

</Fi1es 一 From 一 Folders> 

<Fi1es_Through_Registries></Fi1es 一 Through_Registries> 

<Registries> 

<Registry> 

<hive>HKCU く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat</keyname> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader</keyname> 

</Registry> 

</Registries> 

<Registry_Excl udes> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.Q¥AdobeViewer</keyname> 
<value>xRes</value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥Adobe¥Viewer</keyname> 
<value>yRes</value> 

</Registry> 

<Registry 一 Excl udes> 

<SourceBatchProcessing></SourceBatchProcessing> 
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<PreTargetBatchProcessing></PreTargetBatchProcessing> 

<TargetBatchProcessing> 

<![CDATA[ 

if /i "%SourceApp%" == "Acrobat_Reader_50" goto Update50 

goto Done 

:Update50 

regfix "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0" "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 
Reader¥6.0" 

regfix "HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥AdobeViewer" "HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat 
Reader¥6.0¥AdobeViewer" 

: Done 

]] 

</TargetBatchProcessing> 

</Application> 

<Application ShortName="Acrobat Reader_7.0"> 

<AppInfo> 

<Name>Adobe Acrobat Reader 7.0<¥Name> 

<Version>6.0</Version> 

<Detects> 

<Detect> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 

Reader¥7.0</keyname> 

</Detect> 

</Detects> 

<¥AppInfo> 

<Install_Directories> 

<Instal1 一 Directory> 

<0S>WinVista</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥Instal1Path</keyname> 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>WinXP</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥Instal1Path</keyname> 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 


<Install_Directory> 


</Install_Directory> 
<Install_Directory> 

<0S>Win98</0S> 


<0S>Win2000</0S> 

<Registry> 

く hive>HKLM</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 


<Registry> 

<hive>HKLM く / hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory 〉 

<Install_Directory> 

<0S>WinNT</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value>(Default)</val ue> 

</Registry> 

</Install_Directory> 


Reader¥7.0¥Instal1 Path</keyname 〉 


Reader¥7.0¥Instal1 Path</keyname 〉 


Reader¥7.0¥Instal1 Path</keyname 〉 
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</Instal1 一 Directories> 

<Files From Folders> 

<Fi1es_From Folder>%AppData Directory%¥Adobe¥Acrobat¥7.0¥*.* 

/s</Files_From_Folder> 

<Files_From_Folder>%Personal Directory%¥*.pdf</Fi1es_From_Folder> 

</Fi1es 一 From 一 Folders> 

<Files 一 Through 一 Registries></Fi1es_Through_Registries> 

<Registries> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat</keyname> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader</keyname> 

</Registry> 

</Registries> 

<Registry 一 Excludes> 

<Registry> 

<hive>HKCU く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥AdobeViewer</keyname> 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥AdobeViewer</keyname> 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥AdobeViewer</keyname> 
<value>xRes</value> 


</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥AdobeViewer</keyname> 
<value>yRes</value> 

</Registry> 

<Registry 一 Excl udes> 

<SourceBatchProcessing></SourceBatchProcessi ng> 

<PreTargetBatchProcessing></PreTargetBatchProcessing> 


<TargetBatchProcessing> 

<![CDATA[ 

if /i "%SourceApp%" == "Acrobat_Reader_50" goto Update50 
if /i "%SourceApp%" == "Acrobat—Reader—60" goto Update60 
goto Done 
:Update50 

regfix "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0" "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

Reader¥7.0" 

regfix "HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥5.0¥AdobeViewer 11 
"HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥AdobeViewer" 
goto Done 
:Update60 

regfix "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0" "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

Reader¥7.0" 

regfix "HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥AdobeViewer" 
"HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥AdobeViewer" 

: Done 

]] 

</TargetBatchProcessing> 

</Application> 

く Application ShortName="Adobe Acrobat Reader 80__> 

<AppInfo> 

<Name>Adobe Acrobat Reader 8.0 く / Name> 

<Version>8.0</Version> 

<Detects> 

<Detect> 
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<hive>HKLM く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0</keyname> 

</Detect> 

く / Detects 〉 

</AppInfo> 

<Install_Directories> 

<Instal1 Directory 

<0S>Win7</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM く / hi ve> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥Instal1 Path く / keyname 〉 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Instal1 一 Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>WinVista</0S> 

<Registry> 

く hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥Instal1 Path</keyname 〉 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

<Install_Directory> 

<0S>WinXP</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥Instal1Path</keyname> 
<value>(Default)</value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

</Instal1 一 Directories> 

<Fi1es_From_Folders> 

<Fi1es_From—Folder>%AppData Directory%¥Adobe¥*.* /s</Fi1es—From 一 Folder> 

<Fi1es_From_Folder>%LocalAppData Directory%¥Adobe¥Updater5¥AdobeUpdaterPrefs.dat</Files_From_Folder> 


</Fi1es_From_Folders> 

<Fi1es_Through 一 Registries></Files 一 Through Registries> 


<Registries> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 


Reader¥8.0¥3D¥</keyname 〉 


Reader¥8.0¥Access</keyname> 


Reader¥8.0¥Accessibi1ity</keyname> 


Reader¥8.0¥Annots¥cPrefs</keyname> 


Reader¥8.0¥Appearance</keyname> 


Reader¥8.0¥AVDisplay く / keyname 〉 
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</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU く / hi ve> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hi ve> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hi ve> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hi ve> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hi ve> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 


Reader¥8.0¥AVGeneral く / keyname 〉 


Reader¥8.0¥AVGenaral¥cDockables¥cOCGs</keyname> 


Reader¥8.0¥AVGenaral¥cToolbars く / keyname 〉 


Reader¥8.0¥AVTracker</keyname> 


Reader¥8.0¥AutoSaveDocs</keyname> 


Reader¥8.0¥AutoScroll</keyname> 


Reader¥8.0¥Ful1 Screen く / keyname 〉 


Reader¥8.0¥FormsPrefs</keyname> 


Reader¥8.0¥HandTool く / keyname 〉 


Reader¥8.0¥HostedServices¥cProtectPDF</keyname> 


Reader¥8.0¥HostedServices¥cMeeting</keyname> 


Reader¥8.0¥HostedServices¥cMeetingInfo</keyname> 


Reader¥8.0¥Identity く / keyname 〉 
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</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

く hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 
<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat 
<value></value> 


Reader¥8.0¥Intl く / keyname 〉 


Reader¥8.0¥JSPrefs</keyname> 


Reader¥8.0¥Language</keyname> 


Reader¥8.0¥Measuring</keyname> 


Reader¥8.0¥Measuring3D</keyname> 


Reader¥8.0¥multimedia</keyname> 


Reader¥8.0¥multimediaLanguage</keyname 


Reader¥8.0¥0riginals</keyname> 


Reader¥8.0¥0ptionalContent</keyname> 


Reader¥8.0¥PICommonPrefs</keyname> 


Reader¥8.0¥PrefsDialog く / keyname 〉 


Reader¥8.0¥ReadAloud く / keyname 〉 


Reader¥8.0¥RememberedViews</keyname> 
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</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥Search¥cOptions</keyname> 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥Security</keyname> 

<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥Selection</keyname> 

<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hi ve> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥SDI</keyname> 

<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥Spel1 ing</keyname> 

<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥Tracker</keyname> 

<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥TrustManager</keyname> 
<value></value> 

</Registry> 

<Registry> 

<hive>HKCU</hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥Window</keyname> 

<value></value> 

</Registry> 

</Registries> 

<Regi stry 一 Excl udes></Regi stry_Excl udes> 

<SourceBatchProcessing></SourceBatchProcessing> 

<PreTargetBatchProcessing> 

<![CDATA[ 

if /i "%SourceUserName%" == "SYSTEM" goto Done 


regfix /delete "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥0riginals" 


goto Done 


: Done 

]] 

</PreTargetBatchProcessing> 

<TargetBatchProcessing> 

<![CDATA[ 

if /i "%Sourcel)serName%" == "SYSTEM" goto Done 
if /i "%SourceApp%" == "Acrobat_Reader_50" goto Done 

if /i "%SourceApp%" == "Acrobat_Reader_60" goto Update60 

if /i "%SourceApp%" == "Acrobat_Reader_70" goto Update70 

goto Done 

:Update60 

regfix "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0" "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0" 
regfix "HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0¥AdobeViewer" 

"HKLM¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥AdobeViewer" 
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goto Update70 


:Update70 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 
regfix /delete 


"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 

"HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat 


Reader¥7.0¥AdslnReader" 
Reader¥7.0¥Annots¥cAnnots¥cAnnot¥¥tauthor" 
Reader¥7.0¥DocumentStatus" 
Reader¥7.0¥EBookPlugin" 

Reader¥7.0¥FindSearch" 

Reader¥7.0¥Installer" 

Reader¥7.0¥Identity" 

Reader¥7.0¥Instal1 Path" 

Reader¥7.0¥Multimedia" 
Reader¥7.0¥TaskButtons" 

Reader¥7.0¥Updater" 

Reader¥7.0¥Settings" 

Reader¥7.0¥Highl ight" 

Reader¥7.0¥FocusRect" 


regfix /rename "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥3D" "b3DShowToolbar" H i3DShowToolbar" 


regfix "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥DiskCabs" "HKCU¥Software 
¥Adobe¥Adobe Acrobat¥8.0¥DiskCabs" 
regfix /delete "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0¥DiskCabs" 

regfix /delete "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0¥0riginals" 


regfix "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0" "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥8.0" 


regfix /delete "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥6.0" 
regfix /delete "HKCU¥Software¥Adobe¥Adobe Acrobat¥6.0" 
regfix /delete "HKCU¥Software¥Adobe¥Acrobat Reader¥7.0" 


goto Done 


: Done 

]] 

</TargetBatchProcessing> 
</Appllcation> 

</Applications> 
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付録 A . ファイルおよびレジストリーの除外 


この付録では、 SMA を使用して移行できないファイルとレジストリー項目について 
説明します。 


ファイルとディレクトリーの除外 

以下のファイルとディレクトリーは、取り込むことはできません。 

• pagefile.sys 

• hal.dll 

• ntuser.dat 

• ntuser . dat.log 

• ntuser . dat.im 

• system.dat 

• user.dat 

• bootsect.dos 
• lo.sys 

• msdos.sys 

• ntdetect.com 

• ntldr 

• $ ldr $ 

• win 386 .swp 

• hiberfil.sys 

• boot.ini 

• system.ini 

• msdos .--- 

• command.com 

• system.ini 

• system . 1 st 

• config.sys 

• autoexec.bat 

• a^^mAWconfig 。 ここで、 systemdir はオペレーテイング . システム.デイレクト 
リーです。 

• SMA 一時ディレクトリー 

また、システム • ボリューム情報もスキャンできません。このため、取り込むこと 
はできません。 


© Copyright Lenovo 2008, 2009 


143 




レジストリーの除外 

SMA は、以下のレジストリーを取り込むことはできません。 

• HKCU ¥¥ Software ¥¥ Microsoft ¥¥ Windows ¥¥ CurrentVersion¥¥Explorer 

• HKLM ¥¥ SOFTWARE ¥¥ Microsoft¥¥Windows NT¥¥CurrentVersion 

• HKLM¥¥Hardware 

• HKLM¥¥sam 

• HKLM¥¥security 

• HKLM ¥¥ system¥¥ControlSetOON 

• HKLM ¥¥ system ¥¥ currentcontrolset¥¥enum 

• HKLM ¥¥ system ¥¥ currentcontrolset ¥¥ services¥¥Tcpip 

• HKLM ¥¥ system ¥¥ currentcontrolset¥¥hardware proriles 

• HKLM ¥¥ SOFTWARE ¥¥ Microsoft¥¥Cryptography 

• HKLM ¥¥ SOFTWARE¥¥Policies 

• HKLM ¥¥ SystemWCurrentControlSet ¥¥ Control¥¥Class 

• HKLM ¥¥ System ¥¥ CurrentControlSet ¥¥ Control¥¥Network 

• HKLM ¥¥ System ¥¥ CurrentControlSet ¥¥ Control¥¥DeviceClasses 

• HKLM ¥¥ Software ¥¥ Microsoft¥¥RPC 

• HKLM ¥¥ Software ¥¥ Microsoft ¥¥ Windows ¥¥ CurrentVersion¥¥Group Policy 

• HKLM ¥¥ Software ¥¥ Microsoft ¥¥ Windows ¥¥ CurrentVersion¥¥Syncmgr 

• HKLM ¥¥ Software¥¥ClassesWCID 

• HKLM ¥¥ System ¥¥ CurrentControlSet ¥¥ Services ¥¥ Class¥¥Net 

• HKCU¥¥AppEvents 

• HKCUWControl Panel 

• HKCU¥¥Identities 

• HKCU¥¥InstallLocationsMRU 

• HKCU¥¥Keyboard layout 

• HKCU¥¥Network 

• HKLM¥¥Config 

• HKLM¥¥Driver 

• HKLM¥¥Enum 

• HKLM¥¥Network 

• HKLM¥¥Hardware 

• HKLM¥¥Security 

また、 最終 ノー ドに以下のいずれかのテキス ト •ス トリ ングを含むレジス トリー • 
キー も、 取り込みから除外され ます。 

• StreamMRU 

• Cache 

• Enum 


144 System Migration Assistant デプロイメント•ガイドバージョン 6.0 



付録 B. SMA 6.0 でサ ポー トされる ユーザー • プロ ファイルの移 
行 

SMA 6.0 は、次の2種類の移行をサポートします。 

• フォアグラウンドのシングル • ユーザー • プロファイル 
• マルチユーザー.プロファイル 

シングル • ユーザー • プロファイルは次の方法で移行できます。 

• 異なる ユーザー 名へ 

• ローカル •アカウントからドメイン•アカウントへ 
• ドメイン•アカウントから ローカル •アカウントへ 


以下の表では、シングル • ユーザー移行 18 k とマルチユーザー 191 移行で 
の有効なシナリオを示します。 

表 18. シングル • ユーザー-プロファイルの移行 


ソース • 

コンピューターの 

ユーザー. 

アカウント 

ターゲット.コンピューターのユーザー.アカウント 

ソース • アカウントとターゲット • 
アカウントが同じユーザー名の場合 

ソース • アカウントとターゲット • 
アカウントが異なるユーザー名の場合 

ローカル • 

アカウント 

ドメイン • 

アカウント 

ローカル • アカウント 

ドメイン • アカウント 

ローカル • アカウント 

はい 

はい 

はい 

はい 

ドメイン • アカウント 

はい 

はい 

はい 

はい 


表 19. マルチ ユーザーの 移行 


ソース. 

コンピューターの 

ユーザー. 

アカウント 

ターゲット.コンピューターのユーザー • アカウント（遅延適用による移行） 

フォアグラウンドのソース•アカウントと 
ターゲット • アカウントが 
同じユーザー名の場合 

フォアグラウンドのソース • アカウントと 
ターゲット • アカウントが 
異なるユーザー名の場合 

ローカル • 

アカウント 

ドメイン • 

アカウント 

ローカル • アカウント 

ドメイン • アカウント 

ローカル • アカウント 

はい 

はい 

いいえ 1 

いいえ 1 

ドメイン • アカウント 

はい 

はい 

いいえ 1 

いいえ 1 


1 異なるユーザー名アカウントへの移行は、フォアグラウンド•ユーザーの移行の 
場合にのみサポートされます。 


表 20 j と [^46 ページの表 211 では、ソース.コンピューターのどの ユーザーが ター 
ゲット*コンピューターに移行されるかを示しています。 

表 20. 事例 1. ソース.コンピューターとターゲット .コンピューターのユーザー名が同じ場合 


ユーザー 名 

User A 

User B 

User C 

User A (ログオン） 

はい 1 
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表 20. 事例 1. ソース. コンピューターとターゲット • コンピューターのユーザー名が同じ場合 (続き) 


ユーザー 名 

User A 

User B 

User C 

User B 


はい 2 


User C 



はい 3 


1 フォアグラウンド.ユーザー 「User A 」 の設定は、ターゲット.コンピューター 
に正しく移行されます。 

2 バックグラウンド•ユーザー 「User B 」 の設定は 、 「User B 」 のパスワードがユ 
ーザー名と同じ、つまり 「User B 」 の場合にターゲット•コンピューターに正しく 
移行されます。パスワードがユーザー名と異なる場合は 、 「user B 」 は移行されま 
せん。 

3 「User C 」 がターゲット • コンピューター上に作成され 、 「User C 」 の設定がソー 
ス • コンピューターからコピーされます。 


表 21. 事例2: ソース.コンピューターとターゲット .コンピューターのユーザー名が異なる場合 


ユーザー 名 

User A 

User B (ログオン） 

User C 

User D 

User A ( ログオン） 

いいえ 4 

はい 5 



User B 


いいえ 6 



User C 



いいえ 7 


User D 




いいえ 8 


4 ソース.コンピューターの 「User A 」 の設定は、ターゲット.コンピューターの 
「User A 」 に移行されません。ソース.コンピューターとターゲット.コンピュー 
ターのログオン • ユーザー名が異なる場合、ログオン • ユーザーの設定のみが移行 
されます。 

5 「User A 」 の設定が 「User B 」 に移行されます。これは 、 「User B 」 が現在ターゲ 
ット • コンピューターにログオンしているためです。 

6 ソース PC 上の 「User B 」 の設定は移行されません。これは、ソース PC の 
「User A 」 の設定がターゲット PC の 「User B 」 に適用されるためです。 

7 「User C 」 はターゲット PC 上に作成されません。ソース • コンピューターとター 
ゲット.コンピューターのログオン.ユーザー名が異なる場合、ログオン.ユーザ 
一の設定のみが移行されます。 

8 「User D 」 はターゲット PC に移行されません。ソース • コンピューターとターゲ 
ット.コンピューターのログオン. ユーザー 名が異なる場合、ログオン. ユーザー 
の設定のみが移行されます。 

移行可能なユーザー • プロファイルを識別するには、次のようにします。 

1. ソース PC に管理特権でログオンします。 

2. SMA がインストールされているディレクトリーに USRCHK . BAT および 
USRCHK _ CMD . XML ファイルを作成します。 

3. コマンド•プロンプトから USRCHK . BAT を実行すると、移行可能なユーザ 
一 • アカウントがリストされます。 

4. 希望するドメイン•ユーザー•プロファイルがリストされない場合は、ユーザー 
のキャッシュ信用証明情報が期限切れの可能性があります。キャッシュ信用証明 
情報を更新するには、このアカウントにログオンします。 
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USRECHK.BAT の 例 

@echo Off 

"%sma%smabat" /c "%sma%USRCHK CMD.XML" /n "%sma%usrchk.sma" 

find "11200" "%sma%sma.log" 

del /q "%sma%*.log" 

del /q "%sma%usrchk.sma" 

pause 

USERCHK_CMD.xml の 例 

く ？ xml version="1.0" ?> 

<?sma version="5.0" ?> 

<controlcard> 

<FilesAndFolders> 

<run>false</run> 

</Fi1esAndFol ders> 

<Desktop> 

<desktop_settings>false</desktop_setti ngs> 

<accessibility>false</accessibi1 i ty> 

<active_desktop>false</active desktop> 

<colors>false</colors> 

<desktop_icons>false</desktop_icons> 

<display>false</display> 

<i con metrics>false</icon_metrics> 

<keyboard>false</keyboard> 

<mouse>false</mouse> 

<pattern>false</pattern> 

<screen_saver>false</screen_saver> 

<sendto_menu>false</sendto—menu> 

<shell>false</shel1> 

<sound>false</sound> 

<start_menu>false</start_menu> 

<taskbar>false</taskbar> 

<time zone>false</time_zone> 

<wal1paper>false</wal1 paper> 

<window_metrics>false</window_metrics> 

</Desktop> 

<Network> 

<ip_subnet_gateway_configuration>false</ip_subnet qateway_configuration> 
<dns 一 configuration>false</dns 一 configuration> 

<wins 一 configuration>false</wins_contiguration> 

〈computer name>false</computer_name> 

〈computer description>false</computer description 〉 

<domain workgroup>false</domain_workgroup> 

<shared 一 folders_drives>false</shared_fol ders 一 dri ves> 

<mapped_drives>false</mapped 一 drives> 

<diaiup_networking>false</di aiup networking> 

<microsoft networking>false</microsoft 一 networking> 

<odbc datasources>false</odbc datasources> 

〈 /Network 〉 

<IncUsers> 

<UserName>$(all)</UserName> 

</IncUsers> 

</controlcard> 
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付録 C . それ以前のバージョンとの互換性 


この付録では、 SMA 6.0 以前のバージョンとの互換性情報を提供します。 


SMA 6.0 および SMA 5.2 のアーキテクチャーは、 SMA 4.2 以前のバージョンと比 
較して、設計し直されました。そのため、 SMA 4.2 を使用して作成された SMA プ 
ロファイル（移行ファイル）は、 SMA 6.0 または SMA 5.2. では使用できません。 

SMA 6.0 および 5.2 では、そのコマンド • ファイルとアプリケーション • ファイル 
に XML ファイル • フォーマットを採用していますが、 SMA 4.2 を使用して作成さ 
れたコマンド • ファイルとアプリケーション • ファイルでも、 SMA 5.2 で使用でき 
ます。 SMA 6.0 または 5.2 の XML ファイルの代わりに古い SMA 4.2 バージョ 
ンのコマンド • ファイルまたはアプリケーション • ファイルを指定すると、 SMA 
5.1 によってそれらのファイルが自動的に SMA 6.0 または 5.2 のデータに変換さ 
れます。 


SMA 4.2 の以下のコマンドは、使用されなくなりました。 

• capture_ntfs_attribute ([MISC] セクシ ヨン） 

• removable_media ([MISC] セクシ ヨン） 

• createselfextractingexe ([MISC] セクシ ヨン） 

以下のコマンドは SMA 5.x および SMA 6.0 で追加されたものです。 

• time_zone (く Desktop〉 セクン ヨン） 

• desktop—settings (Desktop theme/Color schemeA^isual eftect) (く Desktop〉 セクンヨ 

ン） 


コマンド • ファイル 

SMA 5.2 または SMA 6.0 コマンドとして処理できる SMA 4.2 コマンドについ 
て、 | 表 22] で簡単に説明します。 


表 22. コマンド•ファイルのコマンド 


コマンド 

SMA 4.2 

SMA 5.2 および SMA 6.0 

パスワード 

[password start] 
plain password = xxxx 
[password end] 

<Password> 

<PlainPassword>xxxx</PlainPassword> 

</Password> 

移行ファイ 
ル 

[profi1e 一 path_and 一 name 一 start] 
output profile = c:¥migrate.sma 
[profi1e_path_and_name end] 

<ArchiveFile> 

<fi1ename>c:¥migrate.sma</fi 1 ename> 

</ArchiveFile> 

PC から 

PC への移 
行 

[misC-Settings_end] 

usinq peer to_peer 一 migration =1 

[miSC-Settings 一 end] 

<TransferMode> 

<mode>P2P</mode> 

</TransferMode> 

<P2P> 

〈connection id>xxxx<connection id> 

</P2P> 
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表 22. コマンド • ファイルのコマンド ( 続き ) 


コマンド 

SMA 4.2 

SMA 5.2 および SMA 6.0 

デスクトツ 

[desktop start 」 

<Desktop> 

プ設定 

accessibi1 l ty = 0 

<accessibility<false</accessibi1ity> 

active desktop = 1 

<active desktop>true</active desktop> 


colors = 1 

<colors>true</colors> 


desktop icons = 1 

<desktop icons>true</desktop icons> 


display =1 

<display>true</display> 


icon font = 0 

<icon metrics>false</icon metrics) 


keyboard = 0 

<keyboard>false</keyboard> 


mouse = 0 

<mouse>false</mouse> 


pattern = 0 

<pattern>false</pattern> 


screen saver =1 

<screen saver>true</screen saver> 


sendto menu = 0 

<sendto menu>false</sendto menu> 


shell=0 

<shell>false</shel1> 


sound = 0 

<sound>false</sound> 


start menu = 0 

<start menu>false</start menu> 


taskbar =1 

<taskbar>true</taskbar> 


wallpaper =1 

<wal1paper>true</wal1paper> 


window metrics =0 

<window metrics>false</window metrics> 


[desktop_end] 

<time_zone>true</time_zone> 

<desktop_settings>true</desktop_settings> 

</Desktop> 

注： 以前のバージョンとは異なり、 SMA 5.2 および SMA 

6.0 では「タイム • ゾーン」および「デスクトップ設定（デス 
クトップ • テーマ/カラー • スキーム / 視覚効果)」の移行がサ 
ポートされます。 

ネツトワー 

[network start] 

<Network> 

ク設定 

ip subnet gateway 一 configuration = 0 

<ip subnet gateway configuration>false</ip_subn 

dns_configuration = 0 

et gateway configuration> 


wins configuration = 0 

<dns configuration>false</dns configuration> 


computer name = 0 

<wins configuration>false</wins 一 conf i guration> 


computer description = 0 

<computer name>false</computer name> 


domain workgroup = 0 

〈computer description>false</computer_description> 


shared folders drives = 1 

<domain workgroup>false</domain workgroup 〉 


mapped arives = 1 

<shared folders drivers>true</shared folders driv 


dial up networking = 0 

es> 


microsoft networking = 0 

<mapped drives>true</mapped drives> 


odbc datasources = 0 

<dialup networking>false</dialup 一 networking> 


[network_end] 

<microsoft_networking>false</microsoft_networking> 

<odbc datasources>false</odbc datasources> 

〈 /Network 〉 

アプリケー 

[applications_start] 

<Applications> 

シヨン 

Adobe Acrobat Reader 

<Application>Adobe Acrobat Reader</Application> 

Lotus Notes 

<Application>Lotus Notes</Application> 


Microsoft Internet Explorer 

<Application>Microsoft Internet Explorer</Applica 


[applications 一 end] 

tion> 

</Applications> 

レジストリ 

[registry start] 

<Registry> 

__ 

HKLM,"software¥microsoft¥currentversi 

<hive>HKLM く / hive> 


on", 

<keyname>sofware¥microsoft¥currentversion</key 


"val lie" [regi stry 一 end] 

name> 

<value>value</value> 

</Registry> 

ドライブの 

[exclude drive start] 

<ExcludeDrives> 

除外 

d: 

<Drive>d</Drive> 

[exclude_drive 一 end] 

</ExcludeDrives> 
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表 22. コマンド - ファイルのコマンド (続き) 


コマンド 

SMA 4.2 

SMA 5.2 および SMA 6.0 

ファイルの 

[includefile start] 

<IncDescription> 

組み込み 

c:¥data¥*.cpp 

<Description>c:¥data¥*.cpp /s</Description> 

[i ncl udefile end] 

<DataCompare> 

<0perand>NEWER</0perand> 


[includepath start] 

<Date>05/01/2005</Date> 


c:¥data 

</DateCompare> 


[includepath 一 end] 

<SizeCompare> 

<0perand></0perand> 


[includefi1edescription start] 

<Size></Size> 


*.cpp,c:¥data,c:¥NewData,P,NEWER, 

</SizeCompare> 


05/01/2005 

<Dest>c:¥NewData</Dest> 


[includefi1edescription_end] 

<0peration>P/0peration> 

</IncDescription> 

ファイルの 

[excludefi!e start] 

<ExcDescription> 

除外 

c:¥data¥*.cpp 

<Description>c:¥data¥*.cpp /s</Description> 

[excludefile_end] 

<DataCompare> 

<0perand>0LDER</0perand> 


[excludepath start] 

<Date>05/01/2005</Date> 


c:¥data 

</DateCompare> 


[excludepath 一 end] 

<SizeCompare> 

<0perand></0perand> 


[excludefi1edescription start] 

<Size></Size> 


*.cpp,c:¥data,c:¥NewData,OLDER, 

</SizeCompare> 


05/01/2005 

[excludefi1edescription_end] 

[excludefi1esandfolders_start] 

%: ¥data¥text%¥*.cpp 

[excludefi1esandfolders_end] 

</ExcDescription> 

ユーザーの 

[userprofiles start] 

<IncUsers> 

組み込み 

GetAllUserProfiles =1 

<UserName>$(al1)</UserName> 

Administrator 

<UserName>Administrator</UserName> 


[userprofi1es 一 end] 

</IncUsers> 

ユーザーの 

[excludeuserprofi1es start] 

<ExcUsers> 

除外 

1ocaluser2 

<UserName>localuser2</UserName> 

SMAD0Ml¥domainuser2 

<UserName>SMAD0Ml¥domainuser2</UserName> 


[excludeuserprofi1es 一 end] 

</ExcUsers> 

プリン ター 

[misC-Settings_start] 

<Printer> 


printers = 0 

<PrinterName>IBM Network Printer</PrinterName> 


defaultprinteronly = 

[miSC-Settings 一 end] 

</Printer> 

その他 

[misc settings start] 

<MISC> 


bypass registry = 

<bypass registry>true</bypass registry 〉 


quota=0 

<quota></quota> 


stop if quota exceeded = 0 

<user exit after apply>c:¥EXIT.EXE</user exit af 


capture ntfs attribute = 

ter apply> 


user exit = C:¥EXIT.EXE 

overwrite existing fi 1 es>true</overwrite existi 


overwrite existing files = 1 

ng fi1es> 


temp file location = c:¥templog fi 

<temp file 1ocation>c:¥temp</temp file location 〉 


le location = c:¥log 

<log file 1ocation>c:¥1og</log file location 〉 


removable media = 0 

<AutoReboot>2</AutoReboot> 


AutoReboot = 2 

<resolve icon 1inks>true</resolve icon 1inks> 


resolve icon 1 inks = 1 

<span size>124</span size> 


createselfextractingexe = 

Ousinq peer 一 to_peer_migration = 1 

</MISC> 


[miSC-Settings_end] 

注： capture _ ntfs _ attribute 、 removable — media 、 および 
createselfextractingexe は SMA 5.1 では 使用 されなくなりまし 
た 。 
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アプリケーション • ファイル 

SMA 4.2 のアプリケーション • ファイルを SMA 6.0 で使用するには、それらのフ 
ァイルを SMA 6.0_ Install _ Directory / apps フォルダーにコピーします 
( SMA 6.0_ Install _ Directory は SMA 6.0 の導入先デイレクトリー)。表23には、ア 
プリケーシヨン • ファイル’コマンドと 、 SMA 4.2 、 SMA 5.2、および SMA 6.0 と 
してどのように処理されるかの説明をリストしています。 


表2?.付録：アプリケーシヨン • ファイル.コマンド 


コマンド 

SMA 4.2 

SMA 5.2 および SMA 6.0 

アプリケーシヨン情報 

[General] 

Family= Application Name 
SMA_Version= 4.2 

APP1= Application 」 

(=shortname) 

APP2= Application_2 

<Applications> 

<Family>Application name</Family> 
<SMA_Version>5.0</SMA_Version> 

<APP>Application_l</APP> 

<APP>Application_2</APP> 


[App_Info.shortname] 

Name= Application Name 

Version= 5.0 

Detect_l=mve, "Registry keyname" 

〈Application ShortName="Application 1"> 
<AppInfo> 

<Name>Application Name</Name> 

<Version>5.0</Version> 

<Detects> 

<Detect> 

<hive>hive</hive> 

<keyname>Registry keyname</keyname> 
</Detect> 

<Detects> 

</AppInfo> 

%Install Directory% SMA 
変数の設定 

[Install Directories.shortname] 

WinXP= HKLM, "S0FTWARE¥SMA __， 
"INSTALLDIR" 

<Install_Directories> 

<Instal1 Directory 
<0S>WinXP</0S> 

<Registry> 

<hive>HKLM</hive> 
<keyname>S0FTWARE¥SMA く / keyname 〉 

<value>INSTALLDIR く / value> 

</Registry> 

</Install_Directory> 

</Install_Directories> 

ファイルの組み込み 

[Fi1es 一 From 一 Folders.shortname] 

%Instal1 Directory%. Data, *.txt 

<Fi1es_From_Folders> 

<Fi1es_From_Folder>%Instal1Directory%¥D 
ata¥*.txt</Fi1es 一 From 一 Folder> 

</Files From_Folders> 

レジストリーの組み込み 

[Registry.shortname] 

HKCU, "Software¥Adobe¥Acrobat", 
"(Default)" 

<Registries> 

<Registry> 

<hive>HKCU く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat</key 

name> 

<value>(Default)</val ue> 

</Registry> 

</Registries> 

レジストリーの除外 

[Registry.shortname] 

HKCU, "Software¥Adobe¥Acrobat", 
"(Default)" 

<Registry_Excludes> 

<Registry> 

<hive>HKCU く / hive> 

<keyname>Software¥Adobe¥Acrobat</key 

name> 

<value>(Default)</va1ue> 

<Registry> 

</Registry 一 Excl udes> 
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表 23. 付録：アプリケーション. ファイル.コマンド (続き J 


コマンド 

SMA 4.2 

SMA 5.2 および SMA 6.0 

SourceBatchProcessing 

SMA 4.2 はサポートしません。 

SourceBatchProcessing 

<SourceBatchProcessing> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* c:¥migra 
tion 

del c : ¥migration¥*.mp3]] 
</SourceBatchProcessing> 

Prel argetBatchProcessing 

[PreTargetBatchProcessi ng] 
copy /y c:¥temp¥*.* c:Emigration 
del c : ¥migration¥*.mp3]] 
[/PreTargetBatchProcessi ng] 

〈 PreTargetBatchProcessing> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* c:¥migra 
tion 

del c:¥migration¥*.mp3]] 
</PreTargetBatchProcessing> 

TargetBatchProcessing 

[TargetBatchProcessi ng] 

copy /y c:¥temp¥*.* c:Emigration 

del c:¥migration¥*.mp3]] 

</TargetBatchProcess i ng> 

<TargetBatchProcessing> 

<!CDATA[copy /y c:¥temp¥*.* c:¥migra 
tion 

del c : ¥migration¥*.mp3]] 
</TargetBatchProcessing> 


アプリケーション • ファイルの変換 

SMA には 、 SMA 4.2 のアプリケーション • ファイルを SMA 5.2 または SMA 6.0 
のアプリケーション • ファイルに変換するツールが組み込まれています。 

SMA をデフオルトの場所にインストールすると、 AppFileTransfer . exe が d:¥Program 
Files ¥ ThinkVantage ¥ SMA デイレクトリーに入れられます。 c / はハードディスクのド 
ライブ名です。 


AppFileTransfer . exe コマンドでは、次の構文が使用されます。 

AppFi 1 eTransfer "SMA42ApplicationFile" "SMA51ApplicationFile" 

例えば 、 SMA 4.2 の Lotus _ Notes.smaapp を SMA 5.2 または SMA 6.0 の 
Lotus _ Notes . xml に変換するには、コマンド-プロンプトで次のストリングを入力し 
ます。 


d:¥Program Fi 1 es¥ThinkVantage¥SMA¥AppFi1eTransfer C:¥Apps¥Lotus Notes.smaapp C:¥Ap 
ps¥Converted¥Lotus_Notes.xml 

Lotus _ Notes . xml が C :¥ Apps ¥ Converted フォルダー内に作成されます。 
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付録 D . 特記事項 


本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合 
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、レノボ* 
ジャパンの営業担当員にお尋ねください。本書で Lenovo 製品、プログラム、また 
はサービスに言及していても、その Lenovo 製品、プログラム、またはサービスの 
みが使用可能であることを意味するものではありません。これらに代えて、 Lenovo 
の知的所有権を侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサ 
ービスを使用することができます。ただし、製造元によって明示的に指定されたも 
のを除き、他社の製品、プログラムまたはサービスを使用した場合の評価と検証はお 
客様の責任で行っていただきます。 

Lenovo は、本書に記載されている内容に関して特許権（特許出願中のものを含む） 

を保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について 
実施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合 
わせは、書面にて下記宛先にお送りください。 

Lenovo (United States), Inc 
1009 Think Place 
Building One 
Morrisville, NC 27560 
USA 

Attention: Lenovo Director of Licensing 

Lenovo およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの 
状態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任 
を含むすべての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地 
域によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規 
定の制限を受けるものとします。 

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的 
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 Lenovo は予告なしに、 
随時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更 
を行うことがあります。 

本書で説明される製品は、誤動作により人的な傷害または死亡を招く可能性のある 
移植またはその他の生命維持アプリケーションで使用されることを意図していませ 
ん。本書に記載される情報が、 Lenovo 製品仕様または保証に影響を与える、または 
これらを変更することはありません。本書におけるいかなる記述も、 Lenovo あるい 
は第三者の知的所有権に基づく明示または黙示の使用許諾と補償を意味するもので 
はありません。本書に記載されている情報はすべて特定の環境で得られたものであ 
り、例として提示されるものです。他の稼働環境では、結果が異なる場合がありま 
す。 


Lenovo は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこ 
とのない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとし 
ます。 
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本書において Lenovo 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜 
のため記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではあり 
ません。それらの Web サイトにある資料は、この Lenovo 製品の資料の一部では 
ありません。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。 

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス•データも、管理環境下で決定された 
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。 
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値 
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一 
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ 
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま 
す。 


商標 


以下は、 Lenovo の米国およびその他の国における商標です。 
Lenovo 

Rescue ana Recovery 
ThinkVantage 


以下は、 International Business Machines Corporation の米国およびその他の国におけ 
る商標です。 

IBM (ライセンスに基づき使用しています） 

ADproach 

Lotus 

Lotus Notes 
Lotus Organizer 
Freelance Graphics 
Sametime 
S marts uite 
Word Pro 
1-2-3 

以下は、 Microsoft グループの商標です。 

Microsoft 

Access 

Internet Explorer 
Media Player 
MSN 
Outlook 
Visio 
Windows 
Windows NT 
Windows Vista 

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標です。 
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